








































結局、ニンジャとドラゴンはどっちが強いの？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それは異様な光景だった。




　その夜、「亜人たちの小隊が迫っている」という報告を受けたメルシオーネは、誰よりも早く村を飛び出して迎撃に向かった。

　敵数は三十ほど、妖人ゴブリンと豚人オークの混成部隊だと聞いていたので、自分だけで何とかなると判断したのだ。

　村は巨大な森の中にあるため、敵の行軍スピードも速くはないはず。待ち伏せによる奇襲は充分に可能だ。地形を利用すれば囲まれることもないだろう……そんなメルシオーネの心算は、しかしながら無意味となってしまった。

　辿たどり着ついた先で彼女が目にしたものは、形容しがたい奇怪な惨状であった。

　そこには果たして、報告の倍ほどの妖人族と豚人族がいた。いたのだが、ことごとく絶命していた。

（これは……）

　亜人たちは一様に膝ひざを折り、ペタンと地面に座り込んだまま死んでいた。死体には頭部がなく、彼らは皆──それを自分の両手で大事そうに抱きかかえていた。

（これは、何？）

　朧おぼろな月光が弱々しく差し込むだけの、深い森の中。バラバラの方向を向いて無秩序に座る、おびただしい「首なし」の亜人たち。

　それぞれの手中にある小鬼のような、あるいは豚のような生首は、どれも目を剝むいて虚こ空くうを睨にらみつけている。

　これまで数え切れない亜人を斬きってきたメルシオーネでも、思わず背筋がゾクリと寒くなってしまう、それは異様な光景だった。

（竜人レドルグの仕業？　でも、わざわざ自分の兵を殺す意味が……それに、どうやったらこんな死に方を……）

　ふと前方で物音がして、メルシオーネははたと我に返った。

　剣を抜き、気配を殺し、細心の注意を払って進む。間もなく木々の隙すき間から覗のぞき見みえた場所に、謎なぞの答があった。

　──そこには、一人の少年がいた。

　全身が黒ずくめで、さほど背丈は高くない。まともな防具は身につけておらず、武器は腰に差した剣だけだ。同色の黒マフラーで顔の下半分を隠しており、胸元からは網目状のインナーが見えている。あたかも盗賊のような風体であった。

　少年は今、三人の亜人に取り囲まれていた。

　妖人が二体に、豚人が一体……おそらく最後に残った敵小隊の兵士たちだろう。剣や斧おのを手にジリジリと距離を詰め、今にも少年に飛びかかろうとしている。

（いけない）

　足を踏み出しかけたメルシオーネより早く、亜人たちが一斉に地を蹴けった。

「ギギ！」

「ブゴゴ！」

　言語とは言えない雄叫おたけびを口々に発し、豪腕に任せた攻撃を少年へと繰り出す。まともに受ければ骨が砕かれるだろう暴威が、三方向から獲物を襲う。

　が、相手は予想を遥はるかに超えて俊敏だった。

　唸うなりを上げて迫る凶きよう刃じんを、黒き少年は巧みにスルスルとかわしていく。変則的な足さばきで斬ざん撃げきの嵐をすり抜け、あっという間に包囲から脱してみせる。

　……そんな中、彼の鞘さやがカチンと小さく鳴ったのを、メルシオーネは聞いた。

（剣を、抜いた？）

　確証はなかったが、メルシオーネは直感的にそう思った。少年が今、一度だけ抜剣したはず──そして次の瞬間、その推測は現実となった。

　亜人たちが怒号めいた奇声と共に、再び少年に迫ろうとした、その時。

　ゴロリ、と。

　三人の頭が、同時に体から転げ落ちた。

　あまりにも速い、あまりにも鮮やかな、神速の剣閃だった。視認すらできない、それは恐るべき妙技だった。

　当の亜人たちも、おそらく何が起きたのか分からなかったのだろう。斬きられたことに気付かず戦い続けようとした彼らは、いきなり視界がグラリと傾いて眼前に地面が迫ったことに、さぞ驚いたに違いない。

　三人は武器を放ほうり出し、咄とつ嗟さに自らの頭部を受け止めた。直後、それが何を意味していたのかを頭と体で理解すると、そのまま力なく膝ひざを折り、ペタンと地面に座り込んで動かなくなってしまった。

　ややあって、首の切り口から思い出したように鮮血が噴き出し、それもすぐに止まる。

　自身の首を抱いた、奇怪な死体の完成だった。

（まさか他の亜人たちも、みんなこうやって……）

　常軌を逸した剣腕だ。斬撃の速度、強度、角度、どれが欠けてもこの異常な死体は成立しない。

　少年はそのあり得ない芸当を、これだけの数、それも人間の数倍の膂りよ力りよくを有した亜人を相手に、一体の失敗もなくやってのけたというのか──

（私にも、この人ほどの腕があれば）

　話がしたい、とメルシオーネは純粋に思った。

　これほどの強さをどうやって身につけたのか、いくつの死地を潜ってきたのか、弟子は受け付けているのか……そんな尽きない興味に、胸を高鳴らせている自分がいた。

　憧しよう憬けいすら込めて瞠どう目もくしているメルシオーネへと、おもむろに少年が振り返る。どうやら気付かれていたらしい。

　彼はしばし無言のままこちらを見据えると、やにわに人差し指をピンと立て、メルシオーネに向けて突き出してきた。

「シノビに奇襲は通じぬ」

「え……？」

　殺気を孕はらんだ少年の声に、思わず鼻白んでしまう。もしも敵だと思われているなら、すぐに誤解を正さねばならない。

　この少年は、まぎれもなく人間だ。亜人を倒した以上、少なくとも敵ではないはず。

　ならば戦う理由はない。否いな、人間であるというなら……この大陸に君臨する竜人族レドルグを討つために協力し合える存在のはずだ。

「あ、あの……」

　恐る恐る声をかけた途端、少年の指先がクルクルと弧を描いた。よく見ると、何やら宙に文字を書いているようだった。

「──《雷らい仙せん・旋せん戟げき》」

　少年がボソリと呟つぶやいたのと、メルシオーネが殺気を感じて反射的に振り返ったのは、ほぼ同時だった。

　背後には今まさに、メルシオーネへと武器を振り下ろそうとしている妖人ゴブリンがいた。












　おそらく部隊長クラスだろう。体格が一回り以上も大きく、両腕が丸太のごとく太い。その手に掲げた巨大な棍こん棒ぼうに見えた得物は、頭部のない仲間の死体であった。

　痛恨の不覚。まだ生き残りが──

　そんな思考が終わる直前。敵に雷が落ちた。

「！」

　鬱うつ蒼そうと生い茂る木々を縫って、夜空より降り注いだ螺ら旋せん状じようの稲光、続く轟ごう音おん。

　明らかに人為的に発生した、とぐろを巻くような紫電の疾走。

　落雷をまともに食くらった妖人ゴブリンはたちまち全身黒コゲになり、ブスブスと煙を上げながらその場に崩れ落ちた。

「サ、雷撃魔法サンダーボルト……！」

　驚嘆を上げ、再び少年を刮かつ目もくする。

　魔法。超自然現象を己が能力とする、人間には決して扱えないはずの奇跡……その力を操る者がいたことに、メルシオーネは仰天し、困惑し、震しん撼かんした。

（この人はもしかして、私と同じ……）

　いや違う。彼からは「竜の気配」を一切感じない。

　ならばメルシオーネの同類でも、ましてや竜人レドルグそのものでもあるわけがない。信じがたいことだが、この少年は──人の身でありながら魔法能力を有しているのだ！

　前代未聞の事態に、頭の整理が追いつかない。でも、目の前で起きたことは疑いようもない事実だ。

　そして今、大切なのはそんな理屈じゃない。結果的に彼は亜人を倒し、村の危機を未然に防いでくれた……そちらの事実こそを、何より重視すべきなのだ。

　少年は依然として、同じ場所に影のごとく佇たたずんでいる。が、やがて左右にフラフラと揺れ始めると、しまいにはバタリと前のめりに倒れ込んでしまった。

「あっ」

　慌てて駆け寄り、その上体を抱き起こす。遠慮がちにマフラーを指で下げてみると、思った通り自分とさして変わらない、まだ年若い少年だった。

「大丈夫ですかっ？　どこか怪け我がを……」

　問いかけてみると、少年が微かすかに目を開いた。彼は生気のない虚うつろな瞳のまま、かすれた声で「水……」と囁ささやいた。

　すぐに腰のベルトに携帯していた水筒を取り出し、少年へと差し出す。念のため持ってきておいて正解だった。

「今はこれだけしかありませんが」

「かたじけ、ない……」

　妙な礼を述べ、少年が受け取った水筒を一気に飲み干してしまう。どうやら負傷しているわけじゃないようだ。

「ふう……」

「先ほどは助かりました。あの、貴方あなたは一体」

「飯……」

「え？」

「できれば、消化のよい物……」

「食しよく料りようは携帯していません」

　意外と図太い少年だった。

「多少……胃にもたれる物でも……」

「本当に何も持ってないんです」

「…………」

「ごめんなさい」

　メルシオーネの返事を聞くと、少年は「是非もない」と言うなりカクンと気を失ってしまった。揺すってみたが、微かすかに腹の音がグウと返ってきただけだった。

「困りましたね……」

　ともあれ、彼をこのままにはしておけない。この少年は凄すさまじく腕が立ち、しかも魔法まで駆使する手練てだれなのだ。連れ戻って事情を話し、村を救うための力となってくれるよう頼むべきだ。

　何者なのかは分からないが、村は今、一人でも多くの戦い手を必要としている。ここで彼と巡り合ったのは、天がもたらした僥ぎよう倖こうなのだと信じたかった。

「きっと、いい人ですよね？　助けてくれたし」

　自身に言い聞かせるように呟つぶやき、メルシオーネは少年の肩を担ぎ上げて歩き出した。




　深い森の中。

　生首を抱いた無数の屍しかばねが、去っていく二人を見送っていた。
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　その大陸で栄華を誇っていたのは、かつて「人間」であった。

　長らく続いた亜人らとの覇権争いに勝利し、人間という種族は大陸の支配者となった。

　そこからは人間同士の国家が衝突を繰り返す「共食いの時代」となったが、いずれにせよ大陸の歴史とは、人間と共に紡がれてきた。

　だが。今から百年ほど前、大陸はその支配者を変えた。

　永えい劫ごうに続くと思われた人間の隆盛は、驚くほど呆あつ気けなく、突然に、終しゆう焉えんを迎えることになった。




　その種族は一見、人間と変わらない姿をしていた。しかしその実、人間ではなかった。

　彼らは生まれながらに魔法を駆使し、また千年を超える寿命を持っていた。

　架空の産物だと思われていた巨大な幻獣がその正体だと言われ、個々がたった一人で万の軍を壊かい滅めつさせる戦闘力を有していた。

　勇壮な騎士団も、屈強な傭よう兵へい団も、彼らの前には無力だった。必死の抵抗も虚むなしく人間はたちどころに駆逐され、人口は残すところ数万人にまで激減した。

　人間以外の全すべての亜人たちは、彼らへの恭順を選んだ。

　しかし、人間はそうしなかった。

　かつて大陸を支配していた意地と矜きよう持じ、というわけではない。彼らの主食が人間である以上、降伏はすなわち死を意味していたからだ。

　今や人間は大陸各地に追い詰められ、明日をも知れず生きるのみ。

　国もなく、王もなく、英雄もなく。ただ差し向けられる亜人の軍に抗あらがうのが精一杯の、絶望的な日々を送るのみ。




　──新たな支配者の名は、「竜人族レドルグ」。

　人でありドラゴンでもある、最強の種族。

　その大陸で栄華を誇っているのは、もう「人間」ではない。
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　急速に意識が覚かく醒せいしていくのを感じ、少年は目を開けた。

　最初に見たものは、くすんだ天てん井じようだった。室内は全て木材で出来ているらしく、あちこちからヒュウヒュウと隙すき間風の音がする。どうもボロ屋のようだ。

「えっと……」

　身を起こし周囲を見渡したものの、ここがどこなのかは分からなかった。

　広さは十畳ほど。机や簞たん笥すらしき調度品が点在しているが、そのどれもが見慣れない形をしている。横壁には観音開きの戸窓があり、開いてみると外は夜だった。

（大陸に着くなり、妖よう怪かいに襲われたトコまでは覚えてるんだけど……）

　故郷のヒノモトから舟で出発し、その日のうちに高波で転覆し、五日ほどかけて大陸へ泳ぎ着いたのが数日前。疲労と飢えを抱えたまま森に迷い込むと、今度は武装した妖怪集団による襲撃……それからどうなったのだったか。

　いずれにせよ、誰かの手によって運ばれてきたのは確かだ。見たところ牢ろう屋やというわけでもなさそうだから、拉ら致ちではなく保護されたと考えるべきだろう。

（もしかして、あの妖怪の仲間たちか？　持ち物も取り上げられてないし、まさかあいつら、俺を客人として歓迎してくれるつもりだったとか……）

　だとしたらマズい。皆殺しにしてしまった。

　いや、彼らは明らかに殺意を持っていた。こちらが礼儀正しく道を尋ねているのに、「ギギ」とか「ブゴゴ」しか言わず問答無用で斬きりかかってきた。

　おそらくは大陸を支配している「竜人族レドルグ」とやらの手下どもだったのだ。そうに違いない。顔も悪そうだった。

　警戒しつつ寝台を降り、とりあえず寝床の構造を調べてみる。よく見ると下部に空間があった。これでは曲くせ者ものに潜んでくれと言っているようなものだ。

　さらに調べようとしたところ、ふと少年の目に「ある物」が留まった。

　それは、机の上に置かれた皿だった。そこに載っているキツネ色に焼けた物体を見るなり、少年は寝台などそっちのけで猛然と駆け寄った。

「まさかこれ、『ぱん』じゃね？　小麦粉をコネて発酵させて焼くという、あの……」

　ここにあるということは、きっと「食くえ」という意味だろう。もし違っていたら、「竜人族レドルグが押し入って奪っていった」と言い訳しよう。

　そう決めて手に取り、毒物が混入されていないのを確認してからかぶりつく。

（思ったより簡素な味だな……悪くはないけど、米ほどじゃねえ）

　まだ食べ物が隠されていないかと、室内を物色しようとしたとき。

　どこかで扉が開き、何者かが近付いてくる足音が聞こえた。

「！」

　反射的に身を翻し、ひとまず隠れる場所を探す。

　何という失態。すっかりパンに気を取られ、警戒を解いてしまっていた……！

　床に刻きざまれる規則正しいその音が、部へ屋やの前でピタリと止まる。ややあって、扉が静かに開いた。

　入ってきたのは、美しい銀髪の少女だった。

　年齢は十六、七くらいか。長い後ろ髪を一つに束ね、そのまま左胸に垂らしている。スラリとした瘦そう軀くに、蠟ろうのように白い肌。鼻び梁りようが高く、唇が小さく、しかし眼光には強い力があった。

　……少年の脳裏に、一つの記憶が蘇よみがえる。

　森の中で出会った、戦闘を見物していた武装少女。見知らぬ自分に水を恵んでくれた、慈悲深き少女。でも食べ物は持っていなかった少女。

　そうだ。彼女は、あの時あの場所にいた──白銀の甲かつ冑ちゆう娘だ！

　落ち着いた足取りで、少女が部へ屋やの中央までやってくる。空になった皿を見て、次ついで室内を小さく見回し、彼女は突然こちらへ向けて困ったように告げてきた。

「えっと、そこから出てきてもらえますか？」

「…………」

　どうやらバレたようだ。少年はやむなく、潜んでいた寝台の下からモソモソと這はい出だした。

「目が覚めたのですね。気分はどうですか？」

「……問題はない」

　感情を押し殺し、最低限の応答に務める。それは幼い頃より叩たたき込こまれた、他者に思考を読まれぬための心得だった。

　少女は「そうですか、よかった」と軽く微笑ほほえみ、そのまま興味深げにこちらをマジマジと観察してきた。対抗して、負けじと観察し返してやることにする。

　……見れば見るほど、非の打ちどころがない美び貌ぼうだ。こんな鎧よろい姿よりも、『どれす』を着て花でも摘んでいる方が似合っている気がする。

　さらに言えば、彼女の防具はいささか中途半端だ。二の腕や太だい腿たい部が剝むき出だしになっており、ヘソまで露出させている。

　胸部の膨らみ、くびれた腰、そして腰布から伸びる健康的な太ふと股もも……それらが嫌でも目に入り、少年はとうとう根負けして先に視線を外してしまった。

（護衛なし。殺気なし。衣装きわどし……大陸の女って、みんなこうなのか？）

　念のためさりげなく横に平行移動し、少女の尻しりを確認する。奴やつらの仲間である可能性を疑ったが、尻尾しつぽはなかった。それにしても、何という丈の短さ……

　こちらの視線に気付いた彼女が、コホンと小さく咳せき払ばらいする。次いで気を取り直すようにピシリと姿勢を正すと、銀髪の少女は自己紹介を始めた。

「改めまして、私はメルシオーネといいます。昨夜はありがとうございました」

　……それはおそらく、彼女を背後より襲おうとしていた妖よう怪かいを倒した件だろう。「昨夜」ということは、丸まる一いち日にち眠ってしまっていたのか。

「言い訳になってしまいますが、普段はあのような不覚を取ることはないんです。貴方あなたの剣技の見事さに、つい目を奪われてしまって……」

「戦場では、一瞬の油断が命取りとなる。努ゆめ々ゆめ忘れぬことだ」

　パンに釣られて油断したことを棚に上げ、澄まし顔で忠告してやる。












　メルシオーネなる少女は苦笑しつつも「気をつけます」と素直に頷うなずいてみせ、再びこちらの顔をじっと覗のぞき込こんできた。

「あの、お名前を聞いてもよろしいですか？」

「……サビトだ。こちらこそ保護して頂き感謝する。それから、そこにあった『ぱん』だが、先ほど竜──」

「ごめんなさい。今は食料も不足していて、あれが私の手持ち全部でして……朝になればもう少し分けてもらえると思います」

　メルシオーネが申し訳なさそうに頭を下げたので、サビトはすかさず「うむ。馳ち走そうになった」と返した。危なかった。墓穴を掘るところだった。

「して、メルオネーショ殿」

「メルシオーネです」

「メルシオーネ殿、ここはどこだろうか」

「大陸の最東端にある、人間の集落です。巨大な森の中にあって、五百人ほどの住民が暮らしています。毎日のように亜人たちの襲撃を受けているので、決して安全だとは言えませんが……」

　なるほど。あそこからすぐ近くに人間の村があったのか。

　竜人族レドルグが大陸に君臨して約百年。かつては数百万もいたらしい大陸の人間は、一方的な殺さつ戮りくによって人口を加速度的に減らしていったという。今では僅わずかに残った都市や町村に身を寄せ、その砦とりでを守り切るのが精一杯の状態だそうだ。

　ひょっとしてサビトが斬きったあの妖よう怪かいたちは、この村へ進軍しようとしていたのかも……と思った矢先、メルシオーネがそれを裏付けるように破顔した。

「でも、昨夜は助かりました。サビトさんが彼らを倒してくれたので、自警団も出動せずに済みました。あのまま村へ向かわれていたら、四夜連続の襲撃でしたから」

「俺は火の粉を払ったのみ。礼には及ばぬ」

　あくまで仏頂面を貫くサビトに、ふとメルシオーネから笑みが消えた。

　やけにかしこまった様子で口くち許もとを引き結び、ズイと一歩こちらに踏み出してくる。硬質な甲かつ冑ちゆうが、微かすかにカチャリと音を立てた。

「サビトさん。単刀直入にお訊ききしていいですか」

「何だろうか」

「貴方あなたは一体──何者なのですか」

「…………」

　本来ならば、サビトはその素性をみだりに明かすべき存在じゃない。名乗るなら偽名を使い、出身から身分まで全すべて詐称するのが基本だ。

　だが、このメルシオーネという少女に対しては、素直に打ち明けることを決めていた。

　彼女には世話になった。ヒノモトの人間は、一宿一飯の恩を忘れない。大陸へ来たそもそもの目的を果たす前に、まずはこの少女の仁に報いる必要がある。

　そのためにも「自分がどういう存在か」を認識してもらい、「何ができるのか」を知っておいてもらった方がいいだろう。

「俺はシノビだ。影に潜み、闇やみにまぎれ、敵を討つ者なり」

「シノ、ビ……？」

　メルシオーネが細い眉を寄せ、小首を傾かしげつつ復唱する。

「知らぬのも無理はない。我らはヒノモトにおいても稀け有うであり、異端である存在だ」

「ヒノモト？」

「……大陸の極東に浮かぶ、小さな孤島だ。聞いたことはないか？」

「ごめんなさい。知りません」

　即答されると、何だか悲しい。昔はもう少し認知されていたと聞くが、それは大陸がまだ「人間の物」であり、膨大な人口がいた頃の話だ。

　現にヒノモトは、竜人族レドルグからも全く興味を持たれていないようで、彼らの襲来を受けたことは一度もない。お陰で人間同士の合戦が絶えず、自分たちで人口を減らし合っている有り様だ。良くも悪くも世界から切り離された、ある意味「平和」な島なのだ。

　もちろん、一部には危機感を持っている者らもいる。サビトの里もその口で、かねてより竜人レドルグに対する万全の備えを抜かりなく整えてきた。

　……が、来ないものは仕方ない。最近では「備える意味なくね？」という声がちらほらと上がり始めている。

（大陸に妙な対抗心を持って、鎖国なんて続けてるから蚊か帳やの外にされるんだよなあ）

　そんなこちらの胸中はさておき、メルシオーネは片手を頰ほおに添えながら、先ほどから不思議なものを見るようにサビトを見上げていた。

「シノビ、ですか」

「いかにも」

「影に潜む者、ですか」

「うむ」

「もしかして、だからベッドの下に隠れていたのですか？」

「お主を試したのだ。気配を絶ち、周囲と同化する《隠おん形ぎよう》の術……よくぞ見破やぶった」

「マフラーの端が出てましたから」

　聞かなかったことにして、サビトは説明を続けた。

「とにかく、シノビとは諜ちよう報ほう・工作・奇襲・暗殺などを主たる任務とする、裏方専門の戦闘集団だ。が、契約主の命令ならば、基本的にどんなことでもする」

「どんなことでも……」

　繰り返したメルシオーネの声音には、どこか思い詰めたような色があった。

　逡しゆん巡じゆんにも似た沈黙ののち、やがて彼女は意を決した面持ちで二の句を継いだ。

「もしそれが、『数万の大軍と戦う』という任務であってもですか」

「無論。『やれ』と言われたら『やる』──それがシノビだ」

　きっぱりと首しゆ肯こうした瞬間、メルシオーネが唐突にサビトの手をギュッと握ってきた。美しい白面が目と鼻の先に迫り、内心たじろいでしまう。

「……サビトさん」

「何だ」

「私と、契約してもらえませんか」

「…………」

「貴方あなたの腕前はこの目で見ました。あれだけの剣技を持ち、しかも魔法まで使える貴方なら……きっとこの村を救ってくれます！」

「魔法とは落雷のことか？　驚くのも無理からぬ話だが、あれは忍法と言うのだ。剣術や体術と同じく、修行によって身につけるものだ」

「ニンポウ……？」

「うむ。雷・水・火・風・地の五系統から成り、印式を切ることによって発動させる。悪いが術の詳細までは話せぬ」

「その力、どうか私にお貸し下さい！　お願いします！」

「シノビが──入り用であると？」

　低く問うと、メルシオーネは真剣な眼まな差ざしで「はい」と頷うなずいた。

「ここは、この地方に残った最後の集落なんです。森の中にあることで守りには適していますが、孤立無援の上に人口も僅わずかです。しかも亜人の攻勢は激しさを増すばかりで、先の見えない日々に村人たちの心は折れかかっています。でも、貴方あなたがいれば……」

　メルシオーネの両手に力が籠る。こちらの掌てのひらを包み込むその感触は、「少女」としての柔らかさと、意外にも「剣士」としての固さを併せ持っていた。

　これは明らかに何千回、何万回と剣を振り続けてきた手だ。武装姿はハッタリではないということか。たった一人で森にいたのも、腕に覚えがあってのことだろう。

「貴方が協力してくれれば、戦局は今より必ず好転します。サビトさんは……この村に現れた希望の光なんです！」

「シノビを光と呼ぶのは如何いかがなものか」

「竜人族レドルグと戦うことまでは、もちろん望みません！　亜人たちから村を守ることに協力して頂きたいのです！　どうか、どうか力を貸して下さい！」

「…………」

　近い。顔が近い。背伸びをしてさらに寄ってきたので、今や鼻頭がぶつかりそうだ。

　格好もそうだが、この少女は異性への警戒心が少し欠けていると思う。……とまあ、それはともあれ。

（村を救ってくれ、か）

　彼女がそう言い出すだろうことは、サビトの予想の範囲だった。というか、そのためにわざわざ素性を明かしたと言っていい。

　シノビができる恩返しなど、どのみち「体を張ること」くらいだ。否いな、戦闘こそが最もシノビを有効活用してもらえる方法……それを彼女の方から求めてくれるなら話が早い。

　命令さえあれば──シノビはどんなことでもするのだから。

「俺は、お主に命を拾われた」

「え？」

「あのままでも自力で何とかしただろうが、野垂れ死んでいた可能性もほんの少しだけあった。故に──」

「…………」

「その契約、承った。しばしお主に仕えることにする」

「あ、ありがとうございます！」

　メルシオーネの顔が歓喜に輝く。次ついで彼女はサビトに引っつき過ぎている自分にようやく気付いたらしく、慌てて踵かかとを下ろし身を引いた。

　その際、豊かな胸が装甲ごと一度プルンと弾んだが、見て見ぬ振りをする。

「あ、でも、報酬は何を払えばいいのでしょうか？　大陸ではもう、お金はあまり意味のない物になってしまっていて……」

「必要ない。報酬を貰もらっては恩返しにならぬ」

「駄目ですよ。こんな危険な仕事、無償というわけにはいきません。それでなくてもサビトさんには、昨夜も亜人を退治して頂いています。恩ならすでに返してもらいました」

　割ときっちりした性格のようだ。

「ならば滞在する間、食料だけは都合してもらうとしよう。量は通常の半分でいい」

「もちろん食事や寝床などは、こちらで用意させて頂きます。寝床と言っても、この小屋なのですが……よろしいですか？」

「問題ない」

「かなり傷んだ、狭い家ですが」

「問題ない」

「雨漏りも酷ひどいのですが」

「問題ない」

「私との同居ですが」

「問題な──はあっ!?」

　あまりの不意討ちに、思わずサビトは声を裏返してしまっていた。

「どどど同居っ？」

　こちらの惑乱をよそに、メルシオーネが「私にはサビトさんのお世話をする責任がありますから」とニッコリ笑ってみせる。

　何を平然と言っているんだ。大陸の貞操観念は、一体どうなっているんだ！　あとお世話って何!?

「ではサビトさん。大陸の情勢、村の現状など、もう少し詳しくお話しします。リビングのテーブルに行きましょう」

　同居の件は済んだとばかりに、メルシオーネが反転して扉へ歩き出す。布越しにも肉付きの良さが分かる尻しりが、クルリとこちらに現れた。

「ま、待ってくれ、メルオシーリ殿」

「メルシオーネです。呼びにくいならメルで結構ですよ。『殿』もいりません」

「ならばメル、一つ言わせてくれ。さすがに同居はどうだろうか。嫁入り前の娘が、出会ったばかりの男と……しかもこんな、得体が知れない黒いのと……」

「嫁入り前だからこそ、野宿をするわけにもいかないんです。ご理解下さい」

「お主のことではない！」

「さあ、行きましょうサビトさん」

　銀髪少女が足取りも軽く先行していく。

　彼女を主君としたことに、サビトは今さらながらに一抹の不安を感じた。
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　メルが言った『りびんぐ』なる場所は、先ほどの部へ屋やのすぐ隣にあった。

　大きめの卓袱台ちやぶだいを挟んで長なが椅い子すが置かれているだけの、殺風景極まりない空間だ。向かいの壁には小さな閂かんぬきがついた扉があり、それが玄関だという。

（本当にボロいな……かつ狭いな）

　寝室の逆方向は行き止まりだったので、つまりこの家には合わせて二部へ屋やしか存在しないことになる。……彼女は本当に、ここで一緒に寝起きするつもりなんだろうか。

「ソファーへどうぞ」

　促されるまま、革張りの長なが椅い子すに腰をかける。『そふぁー』『てーぶる』『ぐらす』……本で知ってはいたが、どれも実際に見るのは初めてだった。

　メルが対面のソファーに座り、グラスに水を注いで勧めてくれる。

「食料は不足していますが、水ならいくらでもお代わりして下さいね。幸いこの村は水脈の上にあって、井戸だけはたくさんありますから」

「かたじけない」

　その言葉に甘えて、水を三杯ほど立て続けにお代わりさせてもらう。腹もまだ少し減っていたが、こちらはひとまず我慢するしかない。

　水を飲み干すと、サビトはマフラーを上げて再び口と鼻を隠した。

　それがメルには不思議だったらしく、彼女は机上の水差しを脇わきによけながら素朴に尋ねてきた。

「サビトさんは、顔を見られるのがお嫌いなのですか？」

「習慣というやつだ。シノビはその仕事柄、隠おん密みつ行動が多いからな。顔を覚えられないため、そして息遣いを悟られぬため、こうする癖がついている」

「でも、村では逆に目立ってしまいますよ？　少なくとも、私に対してはどちらも必要ありませんし……せめて今くらいはくつろいで下さい」

　そう言ってメルが身を乗り出し、伸ばした人差し指でマフラーをずり下げてくる。

　すぐ元に戻したが、直後にまた下げられる。しつこいのでジロリと睨にらんでやると、やけに楽しそうな笑え顔がおが返ってきた。

　いいからさっさと話を始めろと思ったが、あくまで「顔を出せ」というなら従うしかない。シノビは主君の命令には逆らえないのだ。

「ではメル、改めて伺おう。この大陸は今どのような状況にある？」

　メルが真面目まじめな顔付きに戻り、しばしテーブルを見詰めて黙考する。間もなく顔を上げた彼女は、できるだけ丁寧に、しかし苦々しげに語り出した。

「竜人族レドルグが君臨して百年、今や大陸には人間の国家は存在しません。生き残っている人口は七、八万人ほど……亜人は全種族を足せば百万近い総数がいるので、かつては人間側にあった『数の有利』すらも逆転してしまった状態です。国を追われた人間たちは、大陸各地で共同体を作って何とか抵抗を続けていますが……」

「状況は厳しい、と」

「はい。この一年だけでも、いくつか町が落とされています」

　その辺りは伝聞通りのようだ。

　噂うわさによると、竜人レドルグは好んで人間を食くらうらしい。その尖せん兵ぺいたる様々な妖よう怪かいたちもまた、その昔大陸の覇権争いに敗やぶれた意趣返しなのか、人間の駆逐にノリノリであるという。どうやら大陸では、妖よう怪かいを「亜人」と呼ぶみたいだ。

「しかし、国の一つすら残っていないとは……かつて大陸には、十とおを超える国家が存在していたと聞くが」

「竜人族レドルグの支配から、もう百年ですから……その頃の大陸を知っている者はすでにいないと思います。私たちにとっては、生まれ育った町村だけが世界の全すべてなのです」

「各地の共同体が合流することはできないのか。下へ手たに散らばったままでは、今後も各個撃破されるぞ」

「そうした動きは何度もあったのですが、成功したことは一度もありません。大人数による移動は、必ず【竜公アポステル】に気付かれてしまいますから……」

「あぽすてる、とは？」

「大陸各地を支配している竜人レドルグのことです。彼らはそれぞれに縄張りを持ち、基本的に互いの領地に干渉をしません。プライドの高い種族ですから、【竜公アポステル】同士の結びつきもあまり強くはないようです。人間の淘とう汰たにおいても、彼らはあくまで自身が従える亜人たちの軍を使い、兵の貸し借りなどもしません」

　妖怪が領主気取りとは片腹痛い。いっそのこと領土争いなどで自滅してくれれば好都合なんだが、そこは人間よりも利口らしい。

「【竜公アポステル】は、領地内に潜んでいる人間を今でも探し続けています。もし集落を発見しようものなら、執しつ拗ような襲撃を亜人に命じます──この村のように」

「捕えて、食くうためか」

「……はい。しかも、彼らは人間の生死を問いません。竜人レドルグにとって人間は、一部の例外を除いて単なる食料なのです。動物や亜人も食べますが、人間だけは平等に分配する……それが【竜公アポステル】たちの取り決めのようです」

　それほど人間とは美う味まいのだろうか。メルの言う「一部の例外」が引っかかったが、それ以上の説明がないということは不要な情報なのだろう。

「竜人族レドルグは現在、大陸を二十ほどの地域に分けています。つまり同じ数だけ【竜公アポステル】もいる、ということです」

「二十か」

　思ったより数が少ないと分かったのは収穫だが、それでも人間が極めて劣勢であることには変わりない。

　竜人レドルグの存在だけでも絶望的なのに、加えて百万近い亜人軍。こちらは援軍を出し合うことすらできず、ひたすら籠ろう城じようによる消耗戦……もちろんメルには言ったりしないが、限りなく「詰み」の状態だと思う。

「この地方を担当する【竜公アポステル】とやらは、どれくらいの軍を持っている？」

「比較的小さな領地ですので、おそらく概算で二万ほどかと。その大部分が妖人族ゴブリンと豚人族オークから構成されています。昨夜サビトさんが斬きった、あの二種族です」

　なるほど。あの「ギギ」と「ブゴゴ」か。

「対するこの村の人口は、五百と言ったな」

「はい。ただ、それは女性、老人、子供を全すべて含めた数なんです。自警団として戦える者は、せいぜい三百人ほどかと」

　三百……それでよく守り切れているものだ。

　戦った所見を述べると、亜人の戦闘力は人間よりもかなり上だ。村の自警団とやらがどれほどのものかは不明だが、普通の人間にアレの相手はちょっと厳しいだろう。

　数でも質でも負けているとは、つくづく「詰んで」いる。

（敵は二万か。昨夜みたいに寡兵なら問題ないが、全軍で来られたら終わりだな。いや、この村がまだ存在してるってことは、総攻撃はこれまで一度もナシか？　兵を小出しにして、襲撃頻度だけを上げる……【竜公おやだま】の奴やつ、遊んでやがるな）

　腕を組んで思案に耽ふけっていたとき。

　ふと戸外で風が吹き、木々がざわめいた。

　少しの間を置いて、どこかで戸が開く音、そして人の気配と声が遠く聞こえてくる。察するに、亜人が襲来したと思ったのだろう。

　夜風に葉が揺れた──ただそれだけのことに飛び起きるほど、村の人々は追い詰められているのだ。これでは身が持つまい。

　それらの物音はメルにも聞こえていたのか、彼女は憂いを帯びた目で窓の方向を見詰めていた。やがて小さく息をつき、如によ実じつに不安げな表情でこちらを窺うかがってくる。

　……彼女が考えていることは、大体分かる。

　これまでの説明だけでも、この村に未来がないのは明々白々だ。一方、サビトには帰る場所がある。ここでメルたちと命運を共にする道理などない。やっぱり契約を後悔しているのでは……そんなところだろう。

「サビトさん」

　事実、メルは想定通りの問いを投げかけてきた。

　ただしそこには、いささか想定外の前置きがあった。

「実は、私がこの村へ来たのは──つい三ヵか月げつくらい前なんです」

「何？」

「だから新参者という意味では、私も同じです。それまでは一人で大陸を巡り、行く先々でレジスタンスのお手て伝つだいをさせて頂いていました」

　さすがに面食くらった。てっきり彼女は、この村の人間だと思い込んでいたのだ。

　いかに剣が使えるとはいえ、今の大陸を少女が一人旅するのは無謀過ぎるだろう。そしてヨソ者だと言うならば、彼女だってこの村と心中する義理はないはずだ。

「何な故ぜ、わざわざ一人で旅を？」

「私が生まれた町は、もうずいぶん前に滅ぼされてしまいました。親も、兄弟も、親しい人たちも、その時に全て失いました」

　胸に垂れた白銀の髪に触れつつ、メルは思い出話のように語る。

　壁の燭しよく台だいに揺れる炎が、その美しい顔を幽暗に、儚はかなげに照らしていた。

「旅に出たのは、私にできることを考えた結果です。繰り返しになりますが、人間は大陸の各地に分散、分断されています。でも、情報の共有は絶対に必要なんです。残っている町、そこの状況、敵の動静……その伝達係ができないかと思ったんです。もちろん訪れた町で襲撃があれば、戦いにも参加してきました」

　その細腕で数多くの戦いに身を投じ、どこにも傷跡一つないとは。もしかしたらこのメルシオーネという少女は、サビトが思う以上に優れた剣士なのかもしれない。

「この二年でいくつかの町や村を訪れましたが、どこも状況はほとんど同じでした。滅ぼされてしまった廃はい墟きよの町もたくさん目にしました。町によっては滞在を拒否されたり、武器を向けられたことも……」

「無理もない。生きるに窮すれば、人心も荒すさもうというもの」

　人間国家による「法の統治」から、竜人族レドルグによる「力と恐怖の統治」へと、大陸は形態を変えた。

　大陸文化と言えば、サビトにとっては興味と憧あこがれの対象だったのだが……本で読んだような豪華で粋な暮らしは、今や見る影もないということか。

「この村にも、情報を伝えるためにやってきたのですが……ここは今、本当に厳しい状態なんです。一人でも多くの戦い手が必要なんです。だから、離れるに離れられず……」

「このままでは、永住することになりかねんな」

　要はこの少女、村人たちの懇願にほだされて逗とう留りゆうし続けているわけだ。自身に課した役目を棚上げして、めでたくも村のために命を張っているのだ。サビトを助けたのも、そのお人ひと好よしな性根のためか。

　はっきり言って、彼女は戦いに向いていない。これまで生き延びてこられたのが奇跡とすら思える。いかに腕が立とうと、情に流される者は戦士として二流以下だ。

（だが、仕える主君としては悪くない）

　彼女はとても優良な契約主だと思う。ヒノモトではまず巡り合うことのなかった、シノビを「マシな目的」で使おうとする稀き少しような主君だ。

　そして何より、メルの目的は──サビトが大陸へ来た理由とあながち無関係じゃない。

「大まかな状況は理解した。村の希望の光となることが、いかに無理難題なのかもな」

　サビトの率直な見解に力ない苦笑いを見せ、メルがにわかに背筋を伸ばす。そして、案の定の言葉を発した。

「サビトさん、もう一度だけ確認させて下さい。私と……本当に契約してもらえますか」

「承った、と言ったはず」

「でも」

「気遣いは無用だ。こちらこそ確認させてもらう。俺の仕事は、『この村を襲う亜人を殲せん滅めつし、当面の安泰を確保すること』──相違ないか？」

「……いいのですか」

「無論。ヒノモトには『情けは人のためならず』という格言がある。お前は行き倒れた男を救ったことで、シノビという戦力を手に入れたのだ」

　言いつつ、そこでサビトは腰を上げた。壁の燭しよく台だいの一つが、隙すき間風に消えたのだ。

　指をパチリと鳴らすと、サビトの人差し指に小さな炎が生じる。それで燭台に火をつけ直して振り返ると、メルが驚きよう愕がくに目を見開いていた。

「炎の魔法……！」

「燐りんを使っただけだ。超常の術ばかりが忍法ではない」

「そ、そうなのですか？　私には魔法にしか……本当にサビトさんには驚かされます」

　席へ戻ったサビトに、生き真面目まじめな主君が思い出したように明かりの礼を述べてくる。

「こういうときは、『かたじけない』と言うのでしたっけ」

「ああ。それから、俺に『さん』は必要ない。お前は主君だ、どっしりと構えていろ」

「主君を『お前』と呼ぶのはどうかと……」

「今回の契約は、あくまで俺の私事だからな。そこら辺は目を瞑つぶってもらう。お前もそちらの方が気楽だろう」

「確かにそうですね。では私も、遠慮なくサビトと呼ばせて頂きます」

「それでいい」

「……よかった。やっぱりサビトは、いい人でした」

　どうやら緊張がほぐれてきたらしいメルが、腰を浮かして座り直す。

　腰布が短いせいで、危うく奥が見えるところだった。この無防備さ加減……やっぱり彼女は戦士には向いていない。

　というか、そもそも中はどうなっているんだ。こいつ、何を穿はいて……

「では、朝になったら改めて村を案内しますね。それから、自警団の方々にもサビトを紹介しないと」

　笑え顔がおで告げてきたメルに、サビトは「う、うむ」と慌てて頷うなずいた。

　何という失態。つい我を忘れ、主君の股こ間かんをガン見していた。

「日が昇るまで、私たちも少し休んでおきましょう。私は今日きようからこのソファーで眠りますから、サビトはさっきの部へ屋やを使って下さい」

「お前がここで寝る必要はない」

　その申し出をきっぱりと固辞して、サビトは立ち上がった。

　主君を差し置いてベッドで快眠するなど、シノビとしての沽こ券けんに関かかわる。幸い付近は森なのだから、哨しよう戒かいの意味でも自分はそちらに待機しておいた方がいい。

　任務は──もう始まっているのだから。

　すると、何な故ぜかメルがやたら狼ろう狽ばいして「そ、そんなの駄目です！」と激しく首を振ってきた。不可解にも異様に顔が紅潮し、目が泳いでいる。

「何が駄目なのだ。自覚を持て、お前は年頃の娘だ」

「だからといって困ります！」

「悪いがこればかりは譲れぬ」

「で、でも……」

　メルの挙動不審が加速していく。唇を強く嚙かみ締しめ、ピタリと閉じ合わせた膝ひざ小僧をモジモジさせている。

「た、確かに私は、貴方あなたのお世話をする責任があります。頼んだことの大変さを思えば、取るに足らない要求なのかもしれません。けど……」

「……ん？」

「さすがに、ベッドのお供は」

「俺は外で寝ると言っているのだ！」

　感情を押し殺すシノビとしての心得を忘れ、サビトは声を張り上げていた。こいつはどこまで天然なんだ。主君に夜よ伽とぎをお願いするシノビがどこにいる！

　契約主に手など出したら、サビトはもう里へは帰れない。ただでさえ本来の役目を放ほうり出し、勝手な依頼を受けているのだ。この上「主君に性の処理をしてもらったよ！」なんて言おうものなら、「腹を切れ。ノコギリで」と言い渡されるだろう。

「えっ、外ですか？」

「そうだ、外だ！」

「でも、サビトを野宿させるわけには」

「外がいいのだ！」

　やがて己の勘違いに気付いたメルは、耳まで真まっ赤かになって「し、失礼しました」と平謝りしてきた。そのまま自分でグラスに水を注ぎ、気を取り直すように一気飲みする。

「そ、そうですよね。申し訳ありません。何せ私、そういう方面に疎うとくて……」

「疎い聡さといの問題ではない」

「恥ずかしながら、まだ恋人が出来たこともなくて……」

「そんな情報はいらん」

「男の人に抱いて頂いた経験も、まだ一度もなく……」

「止まらぬか！」

　気付けばまた声を張り上げていた。

（何て調子の狂う主君だ……）

　──縁あって仕えることにした、銀髪の少女剣士・メルシオーネ。おそらく同年代だと思われる、無防備でお人ひと好よしな天然素材。補足として生娘。

　竜人レドルグが君臨する、亜人が跋ばつ扈こする、人間が家畜以下の存在となった大陸で。

　サビトはその少女と出会った。





　　　　４






「──お前たち。大陸で竜を狩ってこい」

　半月ほど前のこと。急な帰還命令によって里へ戻ったサビトを待っていたのは、そんな頭領おじじからの唐突な下げ知じだった。

「はあ？　何だそりゃ」

　囲い炉ろ裏りの炎が揺らめく薄暗い一室。のんびりと煙管きせるを吹かしながら顎あご鬚ひげを弄いじくっている矮わい軀くの老人に、サビトは眉まゆ根ねを寄せて聞き返した。

　胡座あぐらをかくサビトの隣では、先刻から幼おさな馴な染じみが地蔵のように無表情で正座している。

　呼び戻されたのがこの二人だけということは、間違いなく用向きは「例の件」だと思ったんだが……今さら竜人レドルグ退治とは、どういう風の吹き回しだろうか。

　二人の若きシノビを前に、頭領は煙を燻くゆらせつつ淡々と話を進める。

「期間はそうじゃな……一年ほどにしておくか。その時点でより多くの竜を仕し留とめていた方を、次期頭領とする」

　……ということは、結局呼ばれた理由は当たっていたわけだ。

　今やサビトと幼馴染みは、里でも並ぶ者のないシノビの双璧である。互いに現頭領の直系ではないものの、その力は歴代の上忍でも類を見ないものだと高く評されている。

　最も実力のある上忍が長おさとなる──それが里の決まりだ。そもそも家系を遡さかのぼれば先祖は同じなのだから、血統などあってないようなものなのだ。

「用件は以上じゃ。では解散とする」

　早々に腰を上げようとした老人に、サビトは慌てて抗議を飛ばした。

「待てよ頭領。何でそんな回りくどい勝負しなきゃならねえんだ」

「不満かサビト」

「俺は大陸文化に興味があるから、海を渡ること自体はむしろ大歓迎だよ。でも次の頭領を決める勝負だってんなら、直接対決にしてくれよ。実力で叩たたきのめした方が、こいつも納得すんだろ」

　幼馴染みを顎で示し、ついでに尻しりを浮かして少しだけ隣と距離を空ける。

　こいつは昔から手が早い。特にサビトに対しては容赦がなく、油断しているとたちまち殺気全開の凶きよう刃じんが飛んでくる。不意討ち、闇やみ討ちは確かにシノビの身しん上じようだが、顔を合わせるたびに命を狙ねらわれては堪たまらなかった。

（ガキの頃は、子分にしてたんだけどなぁ）

　里に暮らす者たちは、その全員がシノビというわけではない。素質があると認められた子供だけが、物心つく前から厳しい訓練を受けて育つのだ。

　近年は里も少子化が深刻になり、シノビは三十人ほどまでに減っている。加えて素質を持つ子供もめっきり産まれなくなり、数年後にはただの隠れ里になるのではと危き惧ぐされているという。

　そこへ久し振りに、しかも二人同時に現れた期待の逸材が、同い年のお隣さん同士だったのは……何とも皮肉な話だ。

　囲炉裏の炎にくべた木片が、小さくパチリと弾はじける。

　舞い散った火の粉が消えると、頭領はゆっくりと紫煙を吐き出しつつ低く笑った。

「サビトよ。竜が怖いか？」

「安い挑発すんなよ。怖いかどうかの問題じゃねえ。頭領になる条件は、上忍であること……で、今の里に該当者は俺らだけだ。その二人がこうして雁がん首くび揃そろえてんだぜ？　まどろっこしい決め方する必要ないだろ」

　シノビという存在には、二つの種類がある。すなわち普通の「シノビ」と、その中でもさらに突出した力を持つ「上忍」だ。

　ヒノモトにおいて、シノビとは死と恐怖の象徴だ。「雇った側が勝つ」とまで言われ、実際に数多くの戦いくさの結果を、個の力によって覆してきた。

　しかし、ほとんどのシノビは単なる「シノビ」に過ぎない。上忍を名乗ることを許された者は、里の歴史の中でもごく一握りだけである。

　──サビトと幼おさな馴な染じみは半年前、その上忍の称号を与えられた。

　もう少しで一番のシノビになれる……その証明たる、頭領になれるのだ。

「竜の首じゃなくて、互いの首を取り合えば済む話だ。あんたの隠居祝いに、生首を一つ『ぷれぜんと』してやるよ。こいつのな」

　そのサビトの言葉に、初めて幼馴染みが顔を上げ、ジロリと睨にらんできた。

　長い前髪より覗のぞく切れ長の右目が、明確な敵意を孕はらんでこちらを見据える。隠された左側も、おそらく同じ目をしているのだろう。

　上等だ。いっそのこと、今この場で決着をつけてやろうか──互いが際限なく殺気を募らせていく中、老人のうんざりとした嘆声が割って入った。

「やめい。この家を壊すつもりか？　儂わしは竜を狩ってこいと言うておるのじゃ」

「竜人レドルグなんざ殺やって、何の意味があるってんだ」

「シノビこそが最強である──その証明では不服か？」

　ピシャリと告げられたその言葉に、サビトたちは同時に頭領を見た。

　囲い炉ろ裏りにくべられた木片が、またパチリと弾はじけた。

「儂はお前らを過小評価しておるわけではない。むしろ逆じゃ。お前ら二人には……もはやヒノモトは狭過ぎるのではないかと思うての」

　相好を崩しつつ、老人が懐から何かを取り出し、それぞれに向けて投げよこしてくる。

　サビトが受け取ったのは、人にん参じんほどの大きさの黒い鉱物の欠片かけらだった。

　艶があって美しく、どことなく黒曜石に似ている。幼馴染みの手にも同じような物があった。あちらは真しん鍮ちゆうのような、鈍い黄金色をした欠片だ。

「何だよこれ」

「竜の角の先端じゃ。奴やつらの頭は大きいでな、そうやって一部分のみを持ち帰ればええ」

　思わず目を見張り、幼馴染みと顔を見合わせてしまう。

　こんな物がここにあるということは……

「頭領、竜と戦ったことがあるのか？　ていうか、倒したことがあるのか？」

「大昔の話じゃがの。いや、アレは強かった。当時は最強のシノビと呼ばれていた儂わしも、二体を狩るのが精一杯じゃったわ」

「…………」

「お前たちは──何体の竜を狩れるかのぉ」

　老人がとどめとばかりに皺しわだらけの顔を歪ゆがめたときには、二人のシノビはすでに立ち上がっていた。

　挑発に乗るのは業ごう腹はらだが、もとより「大陸を支配している竜の妖よう怪かい」とやらに興味がなかったわけじゃない。ヒノモトを黙殺したまま支配者ヅラされていることにも、いささか腹立たしさがあった。主君がいない任務というのも、なかなか新鮮かもしれない。

　何より……幼おさな馴な染じみもすっかりその気になっているようだし。

「いいぜ頭領。あんたの記録、塗り替えてやる」

「ほっほっほ。せいぜい気張るがええ。竜と戦えば、寝ね惚ぼけた目も覚めようぞ」

　──数日後。サビトは小舟を調達すると、意気揚々と大陸へ向けて出発した。

　舟は高波によって、見事に転覆した。







「おはようございます、サビト」

　メルとのやり取りから一夜が明けた朝。小屋から出てきた彼女と合流したサビトは、早速その足で村を案内してもらうことになった。

　あまり睡眠時間はなかったはずだが、メルは疲れた様子もなく爽やかな笑え顔がおで挨あい拶さつをよこしてきた。相変わらずの甲かつ冑ちゆう姿。腰に差した剣もなかなか様になっていたが、やっぱり露出した大だい腿たい部が気になる。あの短い腰布は、『すかーと』と言うらしい。

「昨夜はどこで寝られたのですか？」

「小屋の裏手にある、杉の上だ」

「そんな場所で……」

「シノビは高い所が好きなのだ」

「風か邪ぜを引いてしまいますよ？」

「シノビは風邪など引かぬ」

「シノビって……いえ、何でもありません」

　そんな会話を交わしつつ、朝霧に包まれた小道を並んで歩く。

　まだ空が白み始めた時間帯のためか、辺りに村人の姿はない。お陰で漂う空気はすこぶる新鮮で、樹木と土の匂いがことさらに濃く深い。野鳥のさえずりは耳に心地ここち好よく、広がる緑は目に優しい……さすがは森の中にある村と言えよう。

（とはいえ、五百人ぽっちの村にしては結構広いな。昔はもっと村人がいたってコトか……まあ、防備は思ったより上等だし、ある程度は自給自足もできてるみたいだが）

　実は昨夜、小屋を出たその足で、サビトはすでに村の調査を済ませていた。メルには悪いが、案内を大人しく待っているほどシノビは吞のん気きじゃない。

　歩き回ってみて分かったのは、この村が想像以上に堅固な砦とりでだということだった。

　巨木や石を積み上げた多重防壁が村をグルリと取り囲み、外縁に沿って深い濠ほりまで掘られている。

　出入口は四方に一箇所ずつ。壁際には物もの見み櫓やぐらがズラリと並び、交代制で見張りが立っている。加えて村内の道はどこもかしこも、森を最低限に切り開いただけの隘あい路ろ。しかもグニャグニャと蛇行を繰り返し、迷路のごとく枝分かれしていた。

　敵に侵入されたときの対策なのは分かるが、さぞ暮らしにくいだろう。

「道が複雑でしょう？　私も来たばかりの頃は、何度も迷まい子ごになってしまいました」

　こちらの心中を察したように、メルが苦笑しつつ語りかけてくる。絹のごとき銀色の髪が、曙しよ光こうを受けてキラキラと輝いていた。

「とにかく、今は私についてきて下さい。そうすれば間違いありませんから」

　頼もしいセリフとは裏腹に、道を間違うこと数回。

　頼りない主君がようやく村の中心地らしき広場へ辿たどり着ついた頃には、辺りはすっかり明るくなっていた。

　やってきたのは、森をくり抜くように間伐した円形の空間だった。中央には巨大な二階建ての建物がデンとそびえており、周りを武装した村人が忙せわしなく行き交っている。

　民家とは明らかに造りが違うあの頑丈そうな館やかたは、おそらく兵舎なのだろう。どうやら村の全すべての小道は、この場所に繫つながっているらしい。

「ちょうど夜警の方たちが交代するところみたいですね。ジュガロさんが詰所にいればいいのですけど……」

「ジュガロ？」

「自警団のリーダーであり、この村の支柱的存在です。村人たちは英雄ジュガロさんを中心に強く結束し、今日きようまで村を守り抜いてきたのです」

　自分のことのように得意げに語り、早速メルが詰所へと足を向ける。

　すると彼女の姿に気付いた兵士たちが、気さくな挨あい拶さつを口々によこしてきた。

「やあメルさん、おはよう」

「今日も早いねメルちゃん」

「一昨日おとといの夜は、どうもご苦労様」

　メルは声をかけられるたびに、「おはようございます」「今日はいい天気ですね」「腰痛は治りましたか？」などと、いちいち丁寧な返事で応えていく。お陰で詰所を前にして、進みが完全に滞ってしまった。

　……人気者なのは結構だが、サビトとしては少し閉口する。何より兵士たちがこちらへチラチラと向けてくる胡う散さん臭くさげな視線が、非常に気まずく居心地ごこちが悪い。

　サビトがジロリと見返してやると、どの兵士たちも一様に目を逸そらしてそそくさと去っていった。

　結果的に一度も同伴者を紹介することができなかったメルは、困ったように頭を搔かいてこちらを見上げてきた。

「何だか皆さん、今日きようは忙しいみたいですね」

「と言うより、俺を避けているのだろう。気持ちは分からぬでもない」

「私も初めて村に来たときは、かなり怪しがられましたから……でも大丈夫、きっとすぐに打ち解けますよ」

「不要だ。俺の任務に、村人との馴なれ合あいは入っていない」

「もうサビト、そんなこと言って……」

　メルがたしなめるように、サビトの肩をペシリと叩たたいてきた直後。

　詰所のドアが開いて、一人の男が外へ出てきた。

「あ、ジュガロさん」

　メルがたちまち身を返し、男の元へと足早に向かう。その際に彼女がギュッと手を摑つかんできたので、サビトも強制的に追つい従しようすることとなった。

　男は歩み寄ってくるメルに口くち許もとを綻ばせかけたものの、その手がサビトと繫つながっているのを見て即座に眉をひそめた。

　そんな相手に構わず、男の前まで来たメルはペコリと一礼し、屈託ない笑え顔がおを浮かべてみせた。依然として手を放してくれないのは、握ったこと自体を忘れているんだろう。

「おはようございます、ジュガロさん」












「ああ、おはようメル。今日きようも一日、よろしく頼む」

「はいっ」

　潑はつ剌らつとしたメルの返事に、男の顔が柔らかさを取り戻す。

　……これがこの村の隊長か。浅黒い肌をした、かなり長身の偉丈夫だ。腕は太く、胸板は厚く、盛り上がった筋肉によって革の鎧よろいがはち切れそうになっている。顔と五体に走る無数の傷跡も、彼が歴戦の勇者であることを雄弁に物語っていた。

　年齢は意外に若く、二十代前半といったところか。確かに他の兵士たちとは、まとう空気が明らかに違う。この男なら亜人相手にも渡り合えそうだ。

（得物は腰の大剣。隙すきは少なし。胆力あり。顔は厳いかめし）

　密ひそかに品定めするサビトと同じく、向こうもこちらを観察しているのが分かった。

　全身をくまなく巡った彼の視線が、最後にやっぱりメルと繫つながった左手で止まる。心なしか、顔付きが輪をかけて険しくなった気がした。

「ジュガロさん、こちらがお話ししたサビトです。村のために戦ってくれることを快く承諾してくれました。腕は私が保証します」

「……そうか。自警団のリーダーをやっているジュガロだ。協力を感謝する」

　ジュガロが握手を求めてきたので、サビトはメルに握られたままの手をスルリと引き抜いて応じた。相手が左手を差し出した以上、こちらも左手を出すしかない。

「君のことを聞いたときには驚いた。まさかメル以外にも、この大陸で一人旅をしている者がいるとは……差し支えなければ、ここに来た経緯を伺いたい」

　握手もそこそこに、ジュガロが尋問めいた質疑を投げかけてくる。野性味のある外見に反して、理知的で事務的な喋しやべり方だった。

「今の時勢にたった一人で旅をするからには、それなりの理由があるんだろう？　しかも聞けば、君は怪しげな魔法を駆使して妖人ゴブリンを倒したとか。それは本当か？　そんな力をどうやって手に入れた？」

　矢継ぎ早に浴びせられる問いには、露骨な不審が含まれていた。

　ここで下へ手たにダンマリを貫いて、村を追い出されるわけにもいかない。そう考え仕方なく手短に説明しようとしたところ、一足早くメルが答えてしまった。

「サビトは大陸の東にある、ヒノモトという場所から海を渡ってきたんです」

「ヒノモト？」

「はい。そこにはシノビという魔法を使える戦士がいて、サビトはまさしくそのシノビなんです」

　自慢げに家臣の紹介をするメルに対し、ジュガロは眉み間けんの皺しわを深めるばかりだった。

「ご心配には及びません。サビトは愛あい想そうこそありませんが、とても義理堅く紳士的な人です。もちろん【竜公アポステル】の打倒まで頼むことはできませんが、彼の力なら亜人の軍勢を大幅に減らし、戦局を立て直してくれるはずです」

　向かい合って話し続ける三人の周囲には、いつしか兵士だけでなく女子供の姿も散見された。そろそろ村人たちも起き出し、今日きようの作業に取りかかり始めたのだろう。

「サビトが旅をしている理由は、私も知りません。でも、いずれ話してくれると信じています。そこについては、少し彼に時間を与えてあげてくれませんか」

「メル。君のそういう性格は、長所であり短所でもあると俺は思っている。この前だって君は、畑を荒らしにきた狼おおかみたちに自分の食料を……」

「あの子たちも、きっとお腹なかが空すいていたんだと思うんです。私たちと同じなのです」

「…………」

「お願いですジュガロさん、どうかサビトの滞在を許可して下さい」

「……分かった。ただサビトくん、君にこれだけは確認したい」

　メルの主張にひとまず折れたのち、ジュガロが再びこちらを見据えてきた。

「魔法を使える人間。そんな存在を、我々は一つだけ知っている」

「…………」

「君はもしや──【竜落子ドラグリーズ】ではないのか」

「どらぐりーず？」

　聞き覚えのない響きに、思わず復唱してしまう。

　それが何を指しているのかは分からないが、好意的な意味ではないのだろう。彼の様子から察するに、人間に化ける類たぐいの亜人なのかもしれない。

「どうなんだ？　サビトくん」

「……否定も肯定もない。俺はその存在を知らん」

　ジュガロはなおも鋭くサビトを睥へい睨げいしていたが、結局それ以上の追及はしなかった。やがて大きな肩を一つすくめ、自戒するように軽く頭を振る。

「少々ぶしつけだったな。すまない、今のことは忘れてくれ。──だが」

「…………」

「もしそうならば、隠さずに打ち明けて欲しい。後になって判明したとなっては……我々はきっと君を受け入れられない」

　きっぱりと言い放つと同時に、ふと離れた場所から兵士がジュガロの名を呼んできた。

　どうやら用事ができたらしい彼は「では、また改めて」とサビトたちに断り、早々にそちらへと歩き去っていった。

　通りかかるジュガロを見て、付近にいた子供たちがわあっと方々から駆け寄ってくる。その一人一人の頭を撫なでていく広い背中は、いかにも村の英雄といった感じだった。

（チェッ、隊長の奴やつめ。結局その『ドラナントカ』ってのは何なんだよ）

　……隣を見ると、何な故ぜかメルが悄しよう然ぜんと肩を落としてうつむいていた。

　しばし唇を嚙かんで地面を見詰め続けた彼女は、やがて思い出したようにサビトに向き直り、「では、他の場所に行ってみましょうか」と告げてきた。

　彼女らしくない、無理に繕った笑え顔がおだった。





　　　　５






　その後。メルに連れられやってきたのは、広場の南方に伸びる大通りだった。

　どうやら居住区であるらしく、往来には老人や女性、子供の姿ばかりが目につく。各所に寄り集まった村人たちは交代で薪まきを割り、あるいは木矢を作り、小屋の中では大鍋を煮込んで料理の準備をしていた。

「少し早いですけど、食料を頂きましょう。サビトは昨夜、パンを一切れ食べただけですものね。お腹なかが空すいているでしょう？」

「シノビは何も食べずとも、五年は生きられる」

「噓うそばっかり」

　クスクスと笑いながら、メルが建物の一つを目指して先行する。ジュガロと別れた直後はどこか暗く沈んでいたが、雑談をしながら歩くうちに気がまぎれたようだ。

　例によって周囲の村人たちと挨あい拶さつを交わして進むメル。そこへ先ほどの再現のごとく、また子供の一団が群がってくる。

　瞬く間にキャイキャイと元気な幼児たちに取り囲まれた彼女は、ニコニコ顔で彼らと戯たわむれ始めてしまった。

「メルお姉ちゃん、おはよう！」

「わあい、メルお姉ちゃん！」

「朝ご飯、一緒に食べよ！」

　足に抱き着かれ、背中にぶら下がられ、銀髪少女がモミクチャにされている。中にはしきりにスカートを捲めくろうとしている曲くせ者ものもいた。大陸のガキは末恐ろしい。

「──はいはいアンタたち。もういいから向こうへお行き。『剣聖女エペリーゼ』様が困ってるじゃないのさ」

　そうこうしているうちに、前方の建物から恰かつ幅ぷくのいい中年女性が現れ、慣れた様子で子供たちを追い払ってしまった。

　おそらく食料配給を担当している主婦だと思われる。長大なパンを二つ抱えていることから、メルに気付いてわざわざ手渡しにきてくれたのだろう。

　ようやく解放されたメルは、蜘く蛛もの子を散らすように駆けていく子供らを少しだけ名な残ごり惜しそうに見送り、中年女性に笑いかけた。

「おはようございます、コルナさん」

「おはよう『剣聖女』様。迷惑だったら叱しかってくれていいんだよ？」

「いえ。子供のすることですから……慕ってもらえるのは嬉うれしいですし」

「ホント、お人ひと好よしだねぇ……で、そっちが例の拾ってきた子かい？」

　しげしげと見てくるコルナに、一応「サビトだ」と短く名乗る。どうでもいいが、シノビを捨て犬みたいに言うのはやめて欲しい。

「それにしてもアンタ、上から下まで真っ黒じゃないか。影みたいだよ？」

「その認識は誤りではない。して婦人、そのパンだが……もしや一つは俺の分か」

「そうだよ。こんなモンしかないけど食べとくれ」

「丸ごとは必要ない。俺はその半分で結構だ」

「子供が遠慮するんじゃないよ。数少ない人間同士、助け合うもんさね。ほら、持ってきなっ」

　強引にパンを押しつけられ、当惑の目をメルに向ける。彼女が肩をすくめて「お言葉に甘えましょう」と言ったので、サビトは仕方なく二人分のパンを受け取った。

　コルナと別れると、一いつ旦たんパンを置くためにメルの小屋へ戻ることになった。

　その道中でも次々と野菜を献上され、気付けばサビトは荷物まみれになっていた。




「皆さん、いい人でしょう？　だからこそ私は、この村を離れられないんです」

　小道を引き返す間も、メルは飽きることなくそんな言葉を延々と繰り返してきた。

　足取りも軽く進む彼女とは対照的に、両手と背中に食料を持ったサビトの歩みは若干遅い。メルには「半分持ちます」と言われたが、主君たる契約者に荷運びをさせるわけにはいかなかった。

（クソ、芋がこんなに重いとは知らなかった……小屋はまだか？　来たときはこんなに距離あったっけ？）

　泣き言は心だけに留とどめ、曲がりくねった道を黙々と行く。歩くたびに背負った大根がゴツゴツと後頭部を叩たたいてきて、正直腹が立った。

「この村は、食料が不足しているのではなかったのか」

「はい。だからきっと、無理をしてくれたんだと思います。皆が少しずつ我慢して、私たちに食料を回してくれたのだと……」

「分かっていながら、どうして断らなかった？　らしくないではないか」

「これは村の方たちのご厚意なのです。そしてこれを食べる以上、私たちはそれに報いる義務があります。私はこんなに人々が温かい村を、亡き故郷以外に知りません。だから、サビトにもこの村を好きになって欲しくて」

　……シノビに情を求められても困る。

　それが任務であるなら、たとえ村人全員が外道だとしても、サビトはこの村を守る。たとえ敵に善良な亜人がいたとしても、サビトはそいつを斬きるだろう。

　シノビは仕事に私情を挟まない。ある契約主を命懸けで守ったのち、今度は敵方に雇われ、その者を平気で殺しにいくことだってある。

　その割り切りができない者に──シノビは務まらない。

「断っておくが、俺は感情によって働きの度合いを変えるつもりはない。シノビは契約が全すべて……ここがどんな村だろうと、俺には無関係だ」

「でも、契約だから戦う……それだけでは寂しいじゃありませんか」

　言いたいことは分かるが、やはり彼女はシノビというものを理解していない。

　ただ、理解してもらう必要もないとサビトは思っている。

　このメルシオーネという少女は、ある意味で理想主義者なんだろう。一方、シノビとは徹底した現実主義者だ。それ故にサビトは、メルに理解など求めない。「人は話せば分かり合える」という思いもまた、理想論に過ぎないからだ。

　だからサビトは当面、彼女の望むであろう答を返しておくことにした。

「心配せずとも、俺はこの村に悪印象など持っていない。それどころか、悪くない村だと思っている」

「え、本当ですか？」

「ああ。置かれている窮状にも拘かかわらず子供たちが元気に笑っていられるのは、ここが良い村である証拠だ。滅びるには惜しい」

　メルの顔に、みるみる喜色が浮かんでいく。つくづく分かりやすい主君だ。

「そうですか……そうですよね。私もここは、本当に素敵な村だと」

「気に入らないのは隊長くらいだ」

　最後に一つだけ本心を込めると、途端にメルが渋い茶を飲んだような顔をした。「やっぱり」という風に溜ため息いきをつき、ポリポリと頰ほおを搔かく。

「ジュガロさん、気に入りませんか……」

「ああ。奴やつはかなり調子をコイている」

「そんな、子供みたいに……本当はとても優しい人なんです。人望もありますし、冗談だってよく言いますし」

「どうせウケまい。冗談とは、陽気な奴が言うから成立するのだ」

「人のこと言えますか」

　二人の遥はるか頭上を数羽の鳥が横切っていく。傍かたわらの茂みでは、蝶ちようが花を探してヒラヒラと舞っていた。聞くところによると、森には兎うさぎや猪いのししも生息しているらしい。

　そのうち肉料理でも振る舞ってやるか……などと考えつつ、サビトはこの機会に宙ぶらりんになったままの疑問を解消しておくことにした。

「時にメル、二つほど確認しておきたいことがあるのだが」

「はい。何でしょうか」

「一つは隊長の話に出てきた……何と言ったか」

「【竜落子ドラグリーズ】、ですね」

　その単語を口にするなり、またメルの表情に翳かげりが差す。しばらく沈黙を続けたのち、やがて彼女は再確認するように言ってきた。

「……サビトは竜人族レドルグについて、ほとんど何も知らないのですよね」

「竜の姿が正体であることくらいは知っている。普段は人間に化けているとか」

「それは少し違います。彼らは化けているのではなく……竜であり人なのです。どちらも彼らの正体なのです」

　心なしかメルの歩調が落ちている。長い睫毛まつげを湛たたえた両目が、地面に落ちた自分の影を暗鬱に眺めていた。

「彼らは竜でありながら、限りなく私たちに近い存在なのです。ただし、人間と違い……同種族で子供を作ることができません」

「子が、作れない？」

「はい。竜人族レドルグは、人間との間にしか子をなすことができないのです。人間の、それも女性との間にしか」

　さすがに初耳だった。

　そういえば、「竜人族レドルグには何な故ぜかオスしかいない」と頭領おじじが言っていた。その時は聞き流していたが、改めて考えると「だったら彼らはどうやって子孫を残すのか」という謎なぞに行き当たる。それが今、期せずして判明してしまった。

「人間女性に子を生ませる、ということか」

「はい。竜人レドルグと女性の間には、ほぼ間違いなく竜人レドルグが生まれてきます。竜人族レドルグにとって、人間とは『極上の食料』であり『子孫繁栄の道具』なのです。それがどういうことか、サビトは分かりますか？」

「奴やつらは実のところ、人間を根絶するわけにもいかぬ……ということになる」

「そうです。ただ、知っての通り【竜公アポステル】は二十人ほどしかいませんから、人間の淘とう汰たはまだまだ止まらないと思います。彼らは月に一度くらいしか食事を摂とりませんし、最低限の数さえ残しておけば……人間はまた増えていきますから」

　昨夜のメルの言葉が、胸裏に去来する。「竜人レドルグにとって人間は、一部の例外を除いて単なる食料なのです」……なるほど、一部の例外とは、子を生ませる女のことか。

　加えてこの地域に君臨する【竜公アポステル】が、村を総攻撃しない理由も腑ふに落ちた。

　敵には最初から、領内に唯一残ったこの村を滅ぼすつもりなどないのだ。言うなればここは──人間の養殖場なのだ。

「メル。竜人族レドルグと人間女性の間には、ほぼ間違いなく竜人レドルグが生まれると言ったな」

「はい」

「ほぼ間違いなく……その『ほぼ』の部分が、この話の核心と見た」

　指摘してやると、メルはこの上なく沈んだ表情で「ご明察です」と肯定した。

「そうです。ごく稀まれに──イレギュラーの子供が誕生することがあるんです」

「いれぎゅらー？」

「簡単に言うと、出来損ないですね。魔法能力を有しながら、竜体を持たずに生まれた存在。竜人レドルグを父親としながら、人間として生まれた忌み子……それが【竜落子ドラグリーズ】です」

　そんなものがいるとは思わなかった。

「そいつもまた、人を食くうのか」

「いいえ。【竜落子ドラグリーズ】とは、簡単に言えば『魔法を使える人間』に過ぎません。竜人レドルグのように長命ではありませんし、過去に確認された三、四名の【竜落子ドラグリーズ】も、全員が人間側に味方したと聞きます」

　竜人レドルグの能力を受け継ぎながら、人間として生まれた者。竜人レドルグの力をもって竜人レドルグに仇あだなす反逆者。つまりジュガロは、忍法を駆使するサビトをそれと誤解したわけだ。

「なるほど。隊長の質問意図がようやく分かった」

「どうか悪く思わないで下さい。ジュガロさんに限らず……大陸の人間は皆、【竜落子ドラグリーズ】を忌き避ひするものなのです」

「何な故ぜだ。人間に味方する存在なのだろう」

「人の心は、そう簡単に割り切れるものではありません。たとえ竜の姿を持たずとも、彼らが憎き竜人レドルグの血族であることに変わりはありません。しかも魔法能力を有しているとなれば……人間が【竜落子ドラグリーズ】を不気味に思い、危険視するのも無理はないでしょう」

「そんな人間たちに、【竜落子ドラグリーズ】はどうして味方する？　受け入れられぬなら、あちら側に付けばよかろう」

「竜人族レドルグの【竜落子ドラグリーズ】への忌避は、人間のそれとは比較になりません。プライドの高い竜人レドルグたちは、決して『出来損ない』を同族だとは認めません。【竜落子ドラグリーズ】とは本来、生まれた時点で始末されてしまう竜人族レドルグの汚点なのです」

「嫌われたものだな」

　どちらでもない故に、あるいはどちらでもある故に、双方から拒絶される存在……何だか言い知れぬ親近感を覚える。

　異端視されることにかけては、シノビも彼らに引けを取っていないのだ。

（まだ色々と知りたいところだが……まあ、【竜落子ドラグリーズ】のことはこれくらいにしとくか）

　そろそろメルの歩みが、カタツムリにすら負けそうになっている。いつまでも主君をヘコませておくのは、こちらとしても本意ではない。

「【竜落子ドラグリーズ】のことは把握した。ではメル、二つ目の質問をいいだろうか」

「……はい」

「お前が呼ばれていた、『えぺりーぜ』とは何だ」

　パンをくれたコルナをはじめ、あれから数人の村人たちがメルをそう呼んできた。アダ名にしては仰々しい語感だ。

　すると、メルがにわかに元気を取り戻し、大きな胸をグイと張ってみせた。ジュガロとは違った意味で、胸の防具がはち切れそうになる。

「『剣聖女エペリーゼ』とは、私の二つ名です」

「二つ名？」

「大陸各地を転戦しているうちに、いつしか広まってしまいました。もちろん旅人なんて私くらいなので、結果的に自分で広めているのですが……私の一騎当千の強さを讃たたえてくれた、誇りある異名なんです」

「メルよ、そう見み栄えを張るものではない」

　即座にたしなめたサビトに、メルは「何がですか？」と小首を傾かしげた。

「お前がそこそこ剣を使えるのは分かる。だが一騎当千とは文字通り、一人で千の敵を倒せる者のことだ。その細腕では百と斬きれまい」

「そ、そりゃ、一度に千人を倒したことはありませんけど……でも、二百人くらいの部隊を全滅させたことなら」

「盛もるな」

「盛ってません！　絶対にそれくらいはいました！」

「噓うそつけ」

「噓じゃないもの！」

　メルがムキになって嚙かみついてくる。少し彼女の地が見えた気がした。

「疑うなら、村の人たちに訊きいてみればいいじゃないですか！」

「いいのか、そんなこと言って」

「もちろんです！　私はこれでも敵襲のときには、遊撃手として独断で動くことを許されています！　それくらい腕を信頼されているんです！」

「それは暗に、『足手まといだからヨソに行ってろ』って言われてんじゃね？」

「な、な……！」

「大体お前って、胸に重りつけて戦ってるようなモンだし」

「ひ、酷ひどい！　エッチ！　もう荷物を持ってあげませんから！」

　とうとう膨れっ面でプイとそっぽを向いてしまった。

　しかし、さすがに二百は盛り過ぎだと思う。こんなプヨプヨした二の腕で、くびれた腰で、重そうなオッパイで、亜人の大軍を相手にできるわけがないだろうに。

「……というかサビト」

　と、不意にメルが、ジットリとした横目をこちらに向けてくる。

「何だよ」

「もしかして、それが地ですか？」

「…………」

「ずいぶんくだけた喋しやべり方をなさってますね。女の子を苛いじめるときだけ」

「………………」

　サビトの顔面から、一気に血が引いた。

　何という不覚。知らず里にいるときの感覚で話してしまっていた。メルの地をからかっていたつもりが、自分もすっかり地になっていた！

　サビトの反応を見て、メルがニヤリと不穏に笑う。彼女らしくない嗜し虐ぎやく的な笑みだ。

「ふうん。サビトって、本当はそういう感じなんですね」

「ち、違う、これは……」

「いつもと全然違うので、驚いちゃいました。普段って凄すごく盛ってるんですね」

「お前を試したのだ。家臣の変化に気付かぬようでは、主君失格であるからして……よく見抜いたと言える」

「主君を試すために意地悪するなんて、家臣失格と言えます」

　駄目だ。明らかにこちらの旗色が悪い。天然かと思っていたが、意外としたたかな面もある少女だった。

「悪かった。二百を斬きったことを信じよう。だから、今のはなかったことに……」

「いいじゃないですか。そっちの方が、村の人たちも接しやすいと思いますよ？　みんなに本当のサビトを知って頂きましょう」

「よせ！　シノビというものを理解しろ！　我らは影に潜み、闇やみにまぎれ──」

「フフッ、どうしよっかなあ。じゃあ代わりに、一つお願いを聞いてくれますか？」

　両手を後ろに組みながら、銀髪少女がこちらの顔をヒョイと覗のぞき込こんでくる。

「何だ、何でも聞こう」

「私にも忍法を教えて下さい」

「聞けぬ」

「前言撤回が早過ぎます！」

「誰にでも使えるものではないのだ。そもそも素質がなければシノビにはなれぬ」

「私にだってあるかもしれないじゃないですかっ。シノビの素質っ」

「ねえよ馬鹿」

「……やっぱりみんなに知ってもらいます。本当の意地悪なサビトを」

「やめぬか！　やめろっての！　まずは腹を割って話し合いを──」

　その後。サビトは小屋に帰還するまで、「人は話せば分かり合える」という理想論を延々とメルに説く羽は目めになった。
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　大陸の最東端に位置するその一帯は、端的に「東の樹海」と呼ばれている。

　深い森林がどこまでも広がる、人間の国々にも放置されてきた未開の地。今やそこは、取り残された五百人ほどの人々が隠れ暮らす、地域唯一の砦とりでであった。

　そんな人間の集落から、北西へ二日ほど行った場所に──一つの館やかたがある。

　樹海の中に建てられているため、それほど大規模ではない。ただ、その外観は美しく洗練された豪壮なもので、明らかに周囲の密林には不釣り合いだった。

　そして。その全すべてが氷で造られていた。




　……今から約三ヵか月げつ前。ジュガロたちの村を訪れる、少し前のこと。

　メルはそこで、美しい金髪の青年と対たい峙じした。

　その姿はどう見ても人間の若者である。顔立ちは彫像のごとく端整で、流れるような金髪は床に届きそうなほど長い。氷製のソファーに足を組み、氷製のグラスを優雅に傾けている様は、どこかの王国の貴公子を思わせた。

　一見すると野犬にすら負けかねない、病的なまでに色白で虚弱そうな優男。しかし、そのイメージが大きな誤りであることを、メルは知っていた。

　この青年は──竜人レドルグなのだ。この地域を支配する、若き【竜公アポステル】なのだ。

「……君は、【竜落子ドラグリーズ】だね？」

　底冷えのする暗い部へ屋やの中で、青年がメルに問う。

　その右手にあるグラスには、血のごとき赤い液体が満たされていた。……否いな、それはまさしく「人間の血」なのだろうと、メルは思った。

「この地域の【竜公アポステル】であるとお見受けしました」

　剣を抜いて確認したメルに、青年が「セルサーレだ」と微笑と共に肯定する。月明かりに照らされた白い顔は、寒気がするほど妖あやしく、綺き麗れいだった。

「来訪を歓迎するよ、イレギュラーのお嬢さん。よければ名前を知りたいな」

「私は『剣聖女エペリーゼ』メルシオーネ。貴方あなたを──殺しにきました」

「ほう、剣つるぎの聖女か。素敵な呼び名だね」

　こちらの目的を知っても、相手は表情を変えなかった。ただ掌てのひらでグラスを弄もてあそび、興味深げにメルを見詰めるだけだった。

「それにしても、『殺しにきた』とは穏やかじゃないね。確かに私は一族の中では若輩であり、治める領土も大きくない。だが、これでも序列十一位の【竜公アポステル】であり、その魔法は群を抜いて戦闘に特化している。私を殺せる者は──同胞にさえ多くないよ」

「氷の魔法能力……それが分かっていれば、挑むには充分です」

　この氷館を見て、そして数日前に通りすがった凍りついた廃はい墟きよを見て、メルはそれを確信していた。

　これまで訪れてきた土地では、【竜公アポステル】の能力が分からないため慎重に行動せざるを得なかった。だがこのセルサーレは、初めてその能力が判明した相手だ。

　竜人族レドルグとはいえ、使える魔法属性は一つ……だからこそメルは敵の居城に忍び込み、対決に踏み切ったのだ。

「ところでメルシオーネ」

　サファイアのごとき碧へき眼がんが、まとわりつくようにメルの全身を巡り続ける。やがて観察を終えた青年は、メルに思いもよらない言葉を投げてきた。

「君は、とても美しいね」

「…………」

「絹のごとき銀髪、澄んだ瞳、そして女へと変わろうとしている淫みだらな肢体……君のような【竜落子ドラグリーズ】がいるとは思わなかった。実に幸運な夜だよ」

「幸運？　私は貴方を討ちに来たのですよ？」

「そうだったね。では──少し踊ろうかメルシオーネ」

　次の瞬間、青年が消えた。同時に強烈な殺気を背後に感じる。

「！」

　すかさず振り返り、メルは剣を閃ひらめかせた。しかしその切っ先は、細い二指によって苦もなく挟み取られていた。ソファーにいたはずの青年が──そこにいた。

「いい反応だ。でも軽いね」

　慈いつくしむように笑い、青年が剣刃から指を放す。もう片方の手に持ったグラスには、赤い液体がこぼれることなく残っていた。

　……何という動きだ。想定していた次元を遥はるかに超越している。メルはここにきて、自分の心算の甘さを思い知ることになった。

（これが、【竜公アポステル】……）

　動揺と戦せん慄りつを隠し、なおも攻撃を試みようとする。……が、いきなり左腕に激痛を覚え、慌てて敵との間合いを取る。

「な……」

　肘ひじから上腕部にかけて、いつの間にか裂傷が走っていた。一直線にパックリと傷が口を開き、気付かないうちに左腕が真まっ赤かに染まっていた。

「綺き麗れいな赤色だ。そして味もいい」

　血がついた自らの人差し指を舐なめ、青年が呟つぶやく。その指先には鋭利な氷の鉤かぎ爪づめが伸びていた。あれに裂かれたのか。

「メルシオーネ。君はこの地に来るのは初めてかな？」

「…………」

「実はここより二日ほど東へ行った場所に、人間の暮らす隠れ村がある。とはいえ、すでに私はその存在を知っているから、隠れ村とは言えないがね」

「村……」

　メルの反応を楽しむように、セルサーレは饒じよう舌ぜつに語り続ける。

「たった数百人ほどの、吹けば飛びそうな集落だ。その気になればいつでも滅ぼせるのだが……私はそんなことはしない。何な故ぜだか分かるかい？」

　答えるまでもない。それは竜人レドルグにとって、人間が食料だからだ。

【竜公アポステル】たちは食料源の確保のため、発見した町村を最低一つは見逃すことが多い。かといって、人間たちが安穏に暮らせるわけじゃない。まだこの大陸には七、八万の人間が生存している。竜人レドルグに対して充分過ぎる数だ。

　だから彼らは、亜人に村を襲わせる。時には自身が出向き、余剰の人間を「間引く」。

　領内にいる家畜の存在を把握できない事態は、【竜公アポステル】にとって恥なのだ。

「私は、我が領内に唯一残ったあの村で──遊ぶことにしている」

　青年がピンと指を弾はじく。

　直後、メルは衝撃に大きくヨロめいた。見ると、両肩に氷矢が深々と突き立っていた。

「くっ……！」

「千年を超える寿命を持ち、天敵となる存在もいない我々にとって、娯楽は死活問題と言っていい。村人を精神的に追い詰め、その心を折ること……家畜としての隷属を、自ら選ばせること……それが私のライフワークであり、そのために絶えず亜人を差し向けている次第でね」

　冷笑を浮かべ、青年が迫る。しかし間もなく、その双そう眸ぼうが怪け訝げんな色を帯びた。

「……ん？」

　少しずつ、ジワジワと、徐々に傷口が塞ふさがっていくメルの左腕。そして両肩。

　それを【竜公アポステル】は凝然と、驚いたように刮かつ目もくしていた。

「それはまさか──治癒魔法か」

　青年の語気に、明確な熱が籠る。

「しかもその回復速度……君の父親は誰だい？　いや、そんな能力を持つ同胞を、私は知らない。もしや隔世遺伝か」

「答える必要はありません」

「素晴らしい。素晴らしいよメルシオーネ……！」

　──凍いてつく氷の館やかたで、その後もメルと青年は戦い続けた。

　繰り出すメルの剣撃は、そのいくつかは敵に届きかけたものの、結局は虚むなしく宙を斬きるだけだった。敵は、明らかに遊んでいた。

「メルシオーネ。私は君を花嫁とすることに決めた」

　届かない剣の向こうで、青年が楽しげに笑う。

「その美しい姿、血の味、魔法能力……君の全すべてが私を魅了する」

　気付けばメルの体には、無数の傷が刻きざまれていた。

　飛び散る血ち飛沫しぶきが、【竜公アポステル】の顔にかかる。それを長い舌で舐なめ取った表情は、どこか恍こう惚こつとしていた。

「そうだ。私の戯曲に、君も加わる気はないか？　もはや村の人間たちなど、単なる舞台装置だ。私は君の心を折りたい。君を精神的に屈服させ、肉体的に蹂じゆう躙りんしたい！」

　次々と傷が回復していくメルを見て、青年は愉悦と高揚をさらに加速させていく。

「そしてメルシオーネ──私の子を生んでくれないか」

　最後に告げられたその屈辱的な、そして蠱こ惑わく的てきな言葉を耳に、とうとうメルは「撤退」という手段に踏み切った。

　いや、そんな聞こえのいいものじゃない。

　それは弁解の余地もない、「逃亡」であった。



















第二章　　少女は誰にも嫁がない
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　メルがサビトと暮らし始めて、早くも六日が経たった。

　幸いその間に亜人が攻めてくることはなく、村にはほんの僅わずかな安あん堵ど感かんが漂っていた。メルが村にやってきてから、敵襲が五日以上も空いたのは初めてのことであった。

（サビトにやられた死体を見て、警戒しているのかも……）

　そうなら有り難いが、もちろん油断はできない。むしろ六日目となった今夜辺りは、特に注意しておかねばならないだろう。

（とにかく今のうちに、雑事を片付けておきましょう）

　早朝の素振りを終えると、メルはその足でカゴを抱え、小屋の脇わきにある井戸へと向かった。同居人が増えたため、思いの外に洗濯物が溜たまっていたのだ。

　サビトは「自分の物は自分で洗う」と言い張ったが、そういうわけにもいかない。彼の世話をするのはメルの義務だし、二人分くらいなら大して手間も変わらなかった。

　……ところで、その同居人であるシノビの少年なのだが、今日きようもまた姿が見えない。初日こそメルと行動を共にしていた彼だが、それ以降は一人で村をうろつくようになってしまったのだ。

　朝と昼と晩にだけ、フラリと小屋へ舞い戻ってきて食事を摂とる。それが終わると再び消えてしまい、翌朝まで帰ってこなかったりする。まるで猫みたいだった。

（毎日どこで何をしているのかしら。訊きいても教えてくれないし……）

　そういえば、「村の外に出ていくサビトを見た」と夜警の人が言っていた。「畑近くの林で何やらゴソゴソしていた」「民家の屋根をヒョイヒョイ渡っていた」とも聞いた。コルナからは「カラスと睨にらみ合あっていた」とも聞いている。

（一度ちゃんと話をした方がいいですよね。私は責任者なんだから）

　サビトに関しては、もう一つ頭が痛いことがある。あれからも村のリーダー・ジュガロとの仲がすこぶる悪いのである。

　ただし奇妙なのは、どちらかと言えばジュガロの方からサビトに突っかかっていることだった。特に「メルとサビトが一緒に生活している」と知ってから、彼のサビトへの接し方は輪をかけて辛しん辣らつになった気がする。

（もしかしてジュガロさん、まだサビトを【竜落子ドラグリーズ】だと疑っているんじゃ……）

　初めて森でサビトの忍法を見たときは、確かにメルも彼を【竜落子ドラグリーズ】だと疑った。

　だが違う。サビトは、メルの同類ではない。

　竜の眷けん族ぞくなら必ず発しているべき「気配」を、サビトからは一切感じなかったからだ。

　そして彼も、こちらに何かを感じた様子はなかった。そもそもサビトは、【竜落子ドラグリーズ】の存在自体を知らなかったのだ。やはり彼が使う「忍法」とは、「魔法」ではなく、何か別の力だと見るべきだろう。

（忍法を使えるのは、ヒノモトでもシノビしかいないと言っていたけど……）

　そんなことを考えながら、井戸から汲くみ上あげた水をタライに注ぐ作業を繰り返す。

　一時間ほどかけて洗濯を終えると、今度は付近の木々に紐ひもを張り、衣服を干していく。こういう他た愛あいない家事が、実はメルは好きであり、また得意だった。

（下着だけは部へ屋やで乾かさないと……あら？）

　カゴの中に残った最後の一つを取り上げたとき、ふとメルは手を止めた。

　それはサビトの物だった。洗っていたときは気に留めていなかったが、やけに細くて長い布だ。おそらく替えのマフラーなのだろうけど、色が白だった。

「黒以外も持っていたんですね。いつもこちらを巻いておけばいいのに」

　独りごちながら、何となくそれを首に巻いてみる。ついでに口と鼻を覆って、彼の真ま似ねをしてみた。まだ湿っていたが、石せつ鹼けんの匂いのせいで不快感はなかった。

「──メル！」

　すると、いきなり頭上からサビトの喚声が降ってきた。

　見上げると同時に、たちまち巨大なムササビのごとき影が、眼前に舞い降りてくる。

　羽織った上着の裾すそを腰で結び、風の抵抗を利用してストンと着地した「それ」は──まさしく同居人の少年だった。












「な……！」

「メル！　お前何をしている！　何を巻いている！」

　こちらの驚きよう愕がくに取り合わず、サビトが血相を変えたまま声を荒らげる。

　まさか敵襲かと緊張を走らせかけたが、どうやら問題はメルの行為にあるらしい。そんなに大事な物だったのだろうか。

「す、すみません。ちょっとした戯たわむれだったんです。サビトの気分になれるかな、と」

「それが何か……お前は知っているのか！」

「マフラーでしょう？」

「褌ふんどしだ！」

「フンドシ？」

　ヒノモト独自の呼称のようだ。この数日も、彼との文化の違いに戸惑うことは多々あったが、今回もまたその類たぐいなのかもしれない。

「それは何なのですか？」

「いや、だから……」

　サビトが途端に口籠る。視線を宙にさまよわせ、らしくもなく赤面している。彼のこういう顔を見るのは新鮮だった。

　しばらく躊ちゆう躇ちよしたのち、サビトは苦り切った表情でポツリと呟つぶやいた。

「下着だ」

「……え」

「こちらで言う、『ぱんつ』だ」

「…………」

　メルの頭が真っ白になっていく。

「今、何て」

「だから『ぱんつ』だ。ヒノモトの男は、それで股こ間かんをキュッと引き締めるのだ」

「…………」

「…………」

「……い、いやあぁぁぁぁ！」

　長い沈黙の果てに、ようやくメルは悲鳴を上げた。

　即座に長布を顔から剝はぎ取とり、全力で放ほうり投げる。図らずも褌は木の枝に引っかかり、普通に干した感じになった。

「な、な、何てことさせるんですか！」

「お前が勝手に巻いたのだろうっ。だから俺は、自分で洗うと……」

「こんなのが下着だなんて、ヒノモトの人はどうかしてます！」

「おい、褌を馬鹿にするな。負傷時には包帯にも使えるスグレモノだぞ」

「知りません！」

「ちなみに長さは六尺ある」

「知りませんったら！」

「お前こそ、何な故ぜそんなピッチリとした小さい物を穿はく？　しかも、黒を」

「い、いつ見たんですか！　ちゃんと隠して干してるのに！」

「『さいず』が合ってないのではないか」

「合ってるもの！」

　その日。メルはまともにサビトと目を合わせられず、話し合うこともできなかった。




　夜が更けてベッドに入ってからも、メルの目は冴さえたままだった。

　朝のサビトとの一件はもちろん、窓から差し込む月光がやけに明るいせいだ。亜人の来襲と月に因果関係はないのだが、闇やみの浅い夜はかえって落ち着かない気持ちになる。

（サビト、お腹なかを空すかせてないでしょうか）

　寝返りを何度も繰り返し、時おり窓の外に同居人を探してしまう。ここのところ頭を巡るのは、大半が彼のことだった。

　……実は今日きよう、メルはジュガロの家にお邪魔をして、彼と二人きりで夕食を済ませてきた。自警団の隊長たるジュガロとの食事は、毎週恒例の決まり事なのだ。

　当然ながらサビトにも声をかけたのだが、「腹は足りている。お前だけ行ってこい」と、にべもなく断られてしまった。二人を仲介するチャンスだと思ったのに……

　天てん井じようを見詰めながら、ジュガロとの会話を改めて思い起こす。

　──どうだろう。サビトくんは俺の家か、詰所に住まわせては？

　──正直に言うと俺は、彼が村に不協和音をもたらさないかと心配している。

　──君はどうして、彼にそこまで肩入れする？

　──もしかして君たちは……特別な関係だったりするのか。

　ジュガロの懸け念ねんは分かる。

　でも、サビトが少なくとも悪人ではないことを、メルは確信していた。そうでなければ村を守ることを承諾してくれたり、メルの剣をメンテナンスしてくれたり、小屋の雨漏りを修繕してくれたりしない。

　それに、サビトは【竜落子ドラグリーズ】の話を聞いたとき、あからさまな嫌悪を見せなかった。それだけでも、メルが彼を贔ひい屓きしてしまう理由としては充分だった。

（特別な関係、か）

　ジュガロが言っていたのは、きっと「恋愛関係」という意味だろう。もちろんそんなことはない。メルはまだ、サビトのことをほとんど知らないのだから。

　何より自分には、誰かに恋をしている暇なんてない。竜の眷けん族ぞくとして生まれ、それでも「人間」として生きていくために、命を賭として果たすべき使命がある。

　大陸に君臨する【竜公アポステル】を全すべて討ち、人間が幸せに暮らせる世界を取り戻す──

　それが自分に課した使命。人として育ててくれた、亡き義父と義母への誓い。情報伝達と称して旅を続けているのも、竜人レドルグと渡り合う剣腕を磨くためだった。

（もし仮に、私の伴侶になってくれる人がいるとしたら……）

　それはきっと、この「魔法能力」の呪じゆ縛ばくを受け入れてくれる、運命共同体だ。

　……実はその相手として、メルが初めて意識した男性がいる。ジュガロだ。

　恋心なのかと言うと、正直あまり自信がない。だが彼は勇敢だし、腕も立つ。常に村人のことを気にかけ、それ以上にメルのことも気遣ってくれる。

　もしかして、彼なら──そんな思いは日増しに強くなっている。でも。

（私が【竜落子ドラグリーズ】だと知ったら……それをずっと隠していたことを知ったら……）

　おそらくジュガロは、メルを拒絶するだろう。

　彼は戦いによって両親を、たくさんの仲間を失ってきた。逆に言えば、だからこそジュガロは強いのだ。竜の眷けん族ぞくへの憎悪こそが戦う原動力であり、その思いが若い彼をリーダーにまで押し上げたのだ。

（お義と父うさん、お義か母あさん……私はやっぱり、お嫁に行くのは難しそうです）

　いつしか上体を起こし、膝ひざを抱えて煩はん悶もんしていたとき。

　──いきなり寝室のドアがコンコンと叩たたかれ、メルはハッと我に返った。

「！」

　すかさず枕まくら元の剣を摑つかみ、シーツを胸に当てながらベッドを立つ。

（私が、気付けなかった？）

　物音は一切なかった。玄関には鍵もかかっていたはず。ならばこの侵入者は……一体どうやって小屋の中に入ってきた？

　呼吸を整えつつ、ゆっくりとドアへ近付く。間もなく再びノックがして、扉の向こうの何者かが声を発した。

「メル。俺だ」

「サ、サビト？」

　聞こえてきた声は、まぎれもなくサビトのものだった。

　こんな夜更けに彼が帰ってきたことは、かつて一度もない。ようやく小屋で休む気になったのだろうか。それとも、どこか怪け我がをしたとか……

　急ぎドアノブを引き、心持ちそっと開く。そこには果たして、見慣れた黒ずくめの少年が立っていた。

「どうしたんですかサビト？　ごめんなさい、私ったら玄関に鍵を」

「来たぞ。支度をしろ」

「え──」

　ボソリと告げてきたその言葉に、メルの心臓が一つ脈を打つ。

　来た？　何が？　そんなことは問い返すまでもない。

「数はおよそ八百。ギギとブゴゴが半々と言ったところだ」

　それは多分、妖人ゴブリンと豚人オークを指しているのだろう。いつになく多い兵数だった。

「……分かりました。二十秒で支度します」

「慌てることはない。敵はまだ遠い。到来には若干の猶予がある」

　身を翻しかけ、メルは「え？」と再び彼に向き直った。相変わらず黒マフラーで顔を隠した少年は、「あと一時間といったところだ」と呟つぶやいた。

　確かにメルには、未いまだに迫る大軍の気配など感じない。村の警笛が鳴らされていないことから、おそらく見張り番たちも気付いてはいないのだろう。

　それをここまで早く察知できるなんて……やっぱりシノビとは只ただ者ものじゃない。

「さすがですね、サビト」

「主君の睡眠を妨げるのは気が咎とがめたが……さすがにあの数では、村で迎え撃つしかあるまい。これまでのようにはいかぬ」

「これまで……？」

　さらりと言ったサビトを、メルは思わず刮かつ目もくした。

　それはどういう意味だろう。襲撃はこの六日間、一度としてなかったはず。だからこそ村は、珍しく一息つくことができたのだ。

（……まさか）

　まさか、あったのか。敵はこれまで通り、村への進攻を続けていたのか。

　にも拘かかわらず、メルたちがそれを知ることもなかったのは──目の前の少年が、たった一人で撃退していたからか。

「サビト、貴方あなたは……」












「それから、悪いがテーブルにあったパンを一切れ貰もらった。腹が空すいていたわけではないが、見たら食くいたくなった」

「……夕食、食べてませんもんね」

　こんな事態なのに、相変わらずマイペースな少年だ。でも、それがかえって頼もしい。

　きっとこれから、戦局は変わっていく。やっぱり彼はこの村の、希望の光なのだ。

「では、少し待っていて下さい」

　早急に部へ屋やへと戻り、メルは手にしていたシーツをベッドに置いた。そのまま寝衣を脱いで半裸になり、手早く鎧よろいをまとっていく。

「おいっ、まだ俺がいるっての！」

　サビトが地に戻り、あわあわとリビングに退散していく。

　来たときとは違って、非常に騒々しい足音だった。





　　　　２






　サビトの報告から一時間ほど経たったのち。押し寄せてくる亜人の軍勢がようやく北面に確認された。

　幸いにも、通常より早く事前対処することができた村は、万端の準備をもってそれを待ち構えた。櫓やぐらには弓兵。門には自警団の主力部隊。子供たちは避難所に隠し、女性や老人には救護係や連絡役を務めてもらう……いつもの戦闘態勢は、すでに完了している。

「メル。君は例によって、村へ入った亜人に対応してくれ」

　メルとサビトが駆けつけると、ジュガロが開口一番そう告げてきた。

　最も攻撃が激しいと予測される北門。そこには隊長たる彼を中心として、武装した精鋭兵士たちがズラリと待機していた。

　亜人に腕力で劣る人間にとって、連携は命だ。その点ではここの自警団はかなり優秀と言える。幸か不幸か、戦いの経験も豊富だ。

「今日きようは数が多い。俺たちも守備主体となるだろう。君は少し大変かもしれないが……」

「任せて下さい」

　メルが大きく頷うなずくと、次ついでジュガロの視線がサビトへと移る。

「サビトくんには、我々と共に打って出てもらいたい。状況によって出撃と退却を繰り返し、亜人どもの陣形を崩していく。異存はないな」

「一兵卒になれ、と？」

　あからさまに不満げな顔を見せたサビトを、メルはさりげなく脇わき腹を突っついてたしなめた。

　ジュガロに従うのが癪しやくに障さわるのは分かるが、今日のところは我慢して欲しい。この一戦でサビトが活躍できれば、きっと皆も認めてくれるはずだ。

「サビト、ジュガロさんたちのフォローをお頼みできますか？」

「それは主君としての命令か」

「命令というか……お願いでしょうか」

「……いささか不満はあるが、是非もない」

　ムッツリしつつも了承してくれたらしいサビトを、ジュガロに託してその場を離れる。懸け念ねんはあったが、今は自分の役割をこなさねばならない。

（過去の状況からして、防壁の低い西門にも敵は来るはず。まずはそちらへ……）

　月下に照らされた村道を、メルは風のごとく疾走した。




　北門に群がってきた妖人ゴブリンと豚人オークらに、櫓やぐらの弓兵が一斉に矢の掃射を始めた。

　同時に門が開き、ジュガロを先頭に兵士たちが出撃する。一度には殺到できない門付近の地の利を活いかし、向かってくる亜人を巧みな連携によって着実に倒していく。

「決して突出はするな！　呼吸を合わせ、必ず二人以上で敵に当たれ！」

　ジュガロの怒号めいた鼓舞に、兵士たちが奮起する。彼らは忠実に隊長の指揮に従い、陣形を崩すことなく目の前の敵へと対処していった。

（なかなか手慣れてるな。でも、これじゃ埒らちが明かねえ……数に差があり過ぎる）

　サビトの懸念通り、敵の攻勢は一向に収まる様子がない。倒しても倒してもトコロテンのように後続が現れ、息をつく暇すら与えず押し込んでくる。

「気をつけろ！　木が来るぞ！」

　そんなジュガロの叫びから間もなく、巨大な大木が次々と飛来し、門前に降り注ぐ。敵陣後方にいる豚人たちが、辺りの樹木を力任せに引っこ抜いて投とう擲てきしたものだった。

「うわっ！」

「く、くそ！」

　にわかに怯ひるんだ村人らに、妖人が奇声と共に飛びかかる。その俊敏な動きは野生の猿を思わせたが、武装しているだけタチが悪い。

「おい、黒い兄ちゃん！　手を貸してくれ！　あんた強いんだろ!?」

　門の脇わきで戦況を眺めていたサビトに、前線から中年兵士が叫びをよこしてくる。

「サビトくん！　働いてもらうぞ！」

　続いてジュガロの声。彼はすでに十匹以上の敵を斬きり伏せ、「村の英雄」に違たがわない活躍振りを見せていた。剣の扱いも、やはり彼だけ一段飛び抜けている。

　……自警団の力量は、大体分かった。そろそろ自分も働くとしよう。

（そんじゃ、手っ取り早く終わらせるか）

　次の瞬間、サビトは跳躍した。ジュガロたち前線部隊を一気に飛び越え、亜人軍の真まっ只ただ中なかへと着地する。

「サ、サビトくん、何を──命令だ！　戻れ！」

　ジュガロの驚嘆を無視し、取り出した煙玉・通称《鳥の子》を地面に叩たたきつける。

　直後、たちどころに濃霧のごとき煙幕が立ち込め、辺り一面を真っ白に塗り潰つぶした。

　狼狽うろたえる亜人たちの一体に向けて、今度は吹き矢を飛ばす。それは特殊なハンミョウの体液を調合した、一時的な幻覚を見せる毒矢だった。

　吹き矢を食くらった妖人ゴブリンが、期待通りに傍かたわらの味方へと剣を振り下ろした。その同士討ちはさらなる同士討ちを呼び、混乱をどこまでも伝でん播ぱさせていく。

「一時間だけ持ちこたえろ。そうすれば勝たせてやる」

　煙の向こうの味方に告げ、そのままサビトは敵の陣内深くへと突撃した──




　長丁場になると思われた攻防戦は、意外にも一時間ほどで終結することになった。

　亜人たちが撤退を始めた──そんな情報を耳にしたのは、メルが西の防壁を越えてきた三体の妖人を斬り伏せた直後だった。

（敵が退いた？　もう？）

　吉報とはいえ、少し解せない。

　敵は今回、村にそれなりのダメージを与えるつもりだったはず。それは八百というまとまった兵数から見ても明らかだ。

　なのにこれほど早く引き下がるなんて……何か意図があるのか。それとも、撤退せざるを得ない何らかの不慮に見舞われたのか。

（とにかく、一いつ旦たんジュガロさんたちと合流しましょう）

　駆け出すと同時に、頰ほおについた切り傷を拭ぬぐう。妖人に襲われていた兵士を、すんでのところで庇かばった際に負ったものだった。

　が、手の甲で触れた頰には、痛みなど全く感じない。おそらく鏡で確認しても、傷はもう跡形もなく消えているだろう。

　……それがメルの、【竜落子ドラグリーズ】としての能力。致命傷すらも数分で回復させる、驚異的な「自己治癒魔法」だった。

　だからこそメルは、今日きようまで生き延びてきた。だからこそ、村の人間たちと一緒に戦うことを避けてきた。遊撃手として単独で動いているのは、万が一にもみんなの前で負傷して、この力が露見してしまうのを恐れたため──拒絶されるのを恐れたためであった。

　道を行くに連れ、あちこちから村人の歓呼が聞こえてくる。やはり敵軍が去ったのは間違いないらしい。

（死傷者は出たのでしょうか。守備主体と言っていたから、ジュガロさんがみすみす犠牲者を出すことはないと思いますが……）

　それを確認するまでは喜べなかった。

　メルの魔法は、他者の傷を治せない。そのために仲間を、友人を、年端のいかない子供さえも、ただ無力に看み取とるしかなかった苦い過去がある。

　自分なら助かる怪け我がなのに……もしこの魔法を、他人にも使えたら……

　そんな葛かつ藤とうを覚えたことは枚挙に暇いとまがない。そしてそのたびに、メルはしばしば悪夢に苛さいなまれるようになっていった。

　──初めて『剣聖女エペリーゼ』と呼んでくれた、ある町の兵長。

　──義父と義母にどこか似ていた、ある村の夫婦。

　──魚の釣り方を教えてくれた少年。

　──自分のようになりたいと言ってくれた幼い少女。

　夢の中で、死んでいった彼らがメルを責める。どうして助けてくれなかったのかと、見捨てたのかと、悲しげにこちらを見詰めてくる。

　皮肉にも、その悪夢を見るほどメルの剣は研ぎ澄まされていった。もうこれ以上、夢の登場人物を増やしたくない……そんな思いが強さの糧かてとなった。

　時として誰かに寄り添って欲しくなる。辛つらい胸の内を残さず打ち明け、優しい言葉をかけてもらいたくなる。

　が、そんな相手などいるわけもない。自分は──忌まわしき【竜落子ドラグリーズ】なのだから。

（サビト、怪け我がなんてしてませんよね……？）

　頭上の木々から覗のぞく満月に、同居人の無事を祈る。

　おそらくは無用な心配だろう。彼が亜人に後れを取ることはあり得ない。

（さすがにこの短時間では、活躍は難しいでしょうけど……小屋に戻ったら、何か夜食を用意してあげないと）

　何がいいだろうか。確か昨日の野菜シチューが少し残っていたはず。それとも得意のポテトサラダを出してみようか。サビトって、お芋が好きみたいだから……

　そんなことを考えている自分が何だか新妻みたいで、メルは不覚にも少しだけ心が弾んでしまった。




　詰所まで帰ってきたメルを待っていたのは、ことさらに張り詰めた不穏な空気だった。

　周囲には兵士たちがたむろし、女性陣から水や傷薬を貰もらっている。だが、どの顔も複雑そうで、「勝利を喜びたいけど喜べない」といった色を浮かべていた。

　彼らが遠巻きに見守るその先に──ジュガロとサビトがいた。

　張り詰めた空気は、まさしくその二人が醸かもし出しているものだ。いや、正確にはジュガロが黒ずくめの少年に対し、一方的に向けているものだった。

　何な故ぜこんな状況になっているのか……困惑したメルは、とりあえず近くにいた兵士へ尋ねてみることにした。

「あの、ルベリスさん。何かあったのですか？」

「おうメルちゃん、お疲れ様」

　中年兵士のルベリスが、鎧よろいを脱ぎながら苦笑混じりに頭をボリボリ搔かく。

「いやね、亜人どもが退いてくれたのはいいが、ご覧の通り隊長がオカンムリでさ……あの黒い兄ちゃん、命令を一切聞かずに、一人で敵中へ突っ込んじまうもんだから」

　ルベリスの説明に、メルは知らず眉み間けんを押さえていた。どうやら懸け念ねんが当たってしまったようだ。

（サビト、勝手に戦っちゃったんですね……）

　やっぱり二人には、もう少しコミュニケーションを取ってもらうべきだった。これはメルの落ち度だ。今日きようまでサビトに自由行動を許してきた、自分の監督不行き届きだ。

　急いで二人の元へ向かい、間を取り持とうとする。そんなメルを一顧だにせず、ジュガロは依然としてサビトを睨にらみ据すえていた。

「サビトくん、君は英雄にでもなりたいのか」

「…………」

「君の暴走で、君一人が死ぬのは構わない。だが、統率の乱れは周りにも影響を及ぼすものだ。もし死者が出ていたら、どう責任を取るつもりだった？」

「俺は俺の役目を果たしたまで」

「その役目とは、我々のフォローではなかったのか」

「故に、無駄な被害を出さぬよう最善の行動を取った。現に死傷者はいない」

「結果論でものを語るな！」

　怒りを募らせていくジュガロとは逆に、サビトはあくまでケロリとしている。

　このままでは、ジュガロが爆発しかねない……そう判断したメルはサビトの横に立ち、彼の後頭部を押さえつつ自分も頭を下げた。

「申し訳ありません。私がちゃんとサビトに説明しなかったから……」

「どうして君が謝る。君が出した彼への指示自体に、間違いはなかったはずだ」

「いいえ。私はサビトに、この村の『戦い方』を伝えていませんでした。サビトは基本的に、私と同じく単独行動を得意としているのです。そのこともまた、私はジュガロさんに伝えていませんでした」

　隣のサビトが「おい、何でこっちが頭を下げている」と小声で文句を言ってくる。

　それを横目でジロリと制し、メルはとにかく釈明を続けた。

「ジュガロさん。ここ数日、亜人が村にやってこなかったのは──サビトが倒してくれていたからなんです」

「……何？」

　さすがにジュガロが鼻白む。周りの兵士からも、ザワザワと声が上がった。

「今回のことは、その活躍に免じて許して頂けないでしょうか。サビトには今後、私と一緒に行動してもらいます。二度とご迷惑をかけないよう、ずっと傍そばにいますので……」

「君は本当に……その男を気に入っているんだな」

　唸うなるように呟つぶやいたジュガロを、思わず「え？」と見上げる。彼はメルと視線を合わせようとせず、土つち埃ぼこりにまみれた顔を一度だけグイと拭ぬぐった。

「……分かった。今回だけは折れよう。これからはサビトくんにも、遊撃手として動いてもらうことにする。どうも彼は、我々と足並みを揃そろえる気がないようだからな」

　そんな通告を残し、ジュガロは未いまだ憤然とした様子で踵きびすを返してしまった。

「くそ、隊長め。どこまでも調子コキやがって……」

　横でボソリと吐き捨てた少年の額に、メルは軽くチョップを入れた。




「どうして皆さんと連携せず、一人で突撃したんですか？」

　それから数十分後。

　小屋へと戻ってきたメルは、温めたシチューを差し出しながらサビトを問い詰めた。

　まだ夜明けまでは時間があるが、遠くより聞こえる村人たちの喧けん騒そうは途絶える気配がない。この小屋は村の中心からかなり離れた場所にあるため、実際のところは虫の音の方が大きかったが。

　対面のソファーでは、素顔を晒さらしたサビトが早速シチューを食べ始めている。相変わらず欠片かけらも悪びれた様子のない彼に、メルは少しだけムッとした。

「ジュガロさんが怒るのは当然ですよ？　私だって、ちょっと怒っています」

「シノビにはシノビのやり方があるのだ。そもそも俺には、隊長の指図に従う義理などない。俺への命令権は、主君たるお前にしかないことを忘れるな」

「だから、フォローをお願いしたじゃないですか。そりゃ結果的に死傷者は出ませんでしたけど……信頼してもらうどころか、ますますサビトに不信感を持たれてしまいました」

「問題ない。お陰で次からは、遊撃手として動ける」

「屁へ理り屈くつを言わないのっ。それで、どうして一人で切り込んだりしたんですか？　いくら何でも、あの数を相手に危険過ぎますっ」

　パシンとテーブルを叩たたき、精一杯の怒り顔を作ってみせる。誰かを叱しかった経験などないため、迫力のほどには自信がなかった。

「時にメル。この煮汁は、何と言う名だったか」

「シチューですっ」

「この前も思ったが、これはなかなか美う味まい。やるではないか」

「ほ、本当ですか？　よかった、料理がサビトの口に合うかは、ずっと気になっ……そうじゃなくて！」

　ソファーを立ち、サビトからシチューを取り上げる。こうして簡単に流されてしまう性格は、自分の欠点だ。

「どうして敵の真まっ只ただ中なかに、一人で向かっていったのかと訊きいているんです！」

「指揮官を討ってきた」

「え？」

　スプーンを舐なめながら事もなげに言った彼に、メルは一瞬ポカンと呆ほうけてしまった。

「指揮、官？」

「ギギとブゴゴにも、当然ながら部隊を統率する『りーだー』がいる。奴やつらには今回、それが八匹ほどいた。そいつらさえ斬きれば軍は崩壊する。敵が退いたのはそのためだ」

「まさかその八体を、全すべて……？」

「ああ。斬った」

「…………」

　何ということだ。つまり敵が退いたのは──やっぱり不慮の事態だったのか。

　亜人たちにも稚拙ながら組織性があることは、もちろんメルも知っている。だが、そのリーダークラスを狙ねらうのは容易たやすいことじゃない。

　そういう亜人は後方に控えているし、強さも並外れている。人語を喋しやべれるほど知能も高く、普通の同種族を相手にするのとはわけが違う厄介な存在なのだ。

　単身で敵中に飛び込み、あの大軍から統率者を探し出して倒す。それだけでも離れ業なのに、それを一時間足らずで遂行するなんて……シノビとは、何と恐ろしい戦士だろう。

「じゃあサビトは……ちゃんとジュガロさんの指示に従っていた、ということですか」

　ジュガロは「亜人どもの陣形を崩す」とサビトに告げた。確かに考えようによっては、サビトは最善のフォローをしたと言える。

「お前はそう命じたはず。もういいだろう、『しちゅー』を返せ」

「……サビト。正直、私は驚きました。貴方あなたが今夜、そんなに活躍していたとは思いもしませんでした。でも」

　そこでシチューを返し、ズイと顔を近付ける。

「やっぱり、協調性は大事だと思います。だから軋あつ轢れきができてしまったわけですし……」

　辟へき易えきとした様子を見せる少年に、メルはなおも説き続けた。テーブルが邪魔なので、彼の隣に移動し、ピタリと引っつくように座ってやる。

　サビトが尻しりを浮かして距離を空けたので、さらに寄る。そんなことを繰り返すうちに、とうとう彼をソファーの端っこまで追い詰めることになった。

「お願いですサビト。少しでいいので、貴方から村に歩み寄って頂けませんか」

「それより、お前が寄るのをやめろ」

「大丈夫、きっと皆さんも分かってくれます。コルナさんなんか、サビトのことを『凄すごくけったいな子だ』と言っていました」

「それは誉ほめていない」

「ルベリスさんなんか、親しみを込めて『黒い兄ちゃん』と言っていましたし」

「見たまんまだろう」

「そうそうっ。西門守備のゴルジーオさんなんて、『どうせブサイクだから顔を隠してるんだろ』と、サビトに興味津々でした！」

「そいつを今すぐ連れてこい」

　……それからしばらく議論は続き。

　やがてサビトが根負けして頷うなずいてくれた頃には、夜が明けていた。





　　　　３






　行く手を遮さえぎる木々を縫って、妖人ゴブリンたちは行軍を続ける。

　八百の軍勢が敗走した、その二日後の夜であった。

　大がかりな進攻に踏み切ったにも拘かかわらず、一人の人間すら捕獲できないまま帰還する……その結果に我慢がならなかった、百人ほどの残兵による独断の奇襲だった。

　必ず目にものを見せてやる。

　たかが人間が、我らに歯向かったことを後悔させてやる。

　黄色い目をギラつかせ、殺意を抱いて進む彼らに、「仲間の仇あだ討うち」という概念はない。「汚名を返上する」などという、戦士めいたプライドがあるわけでもない。

　ただ人間を殺し、嬲なぶり、壊したい──それは妖人ゴブリンとしての本能に刻きざまれた、理屈ではない殺さつ戮りく衝動だった。

　鬱うつ蒼そうたる森林の中を、妖人たちは気配を潜めて足早に行く。できるだけ木々が疎まばらな道を選んで歩くうちに、隊列は蛇のように細長くなってしまっていた。

「いいのか？　わざわざ斬きられやすく並んで」

　──と、いきなり間近で声が聞こえ、先頭の妖人は足を止めた。

　すかさず片手を上げ、後列へも停止を促す。一方の手で剣を抜きながら周囲を見回したが、敵の気配は感じなかった。

　……今のは確かに、人間の声だった。とにかく警戒を解かぬよう、再び後方へ片手を振ったところ。

　ふと先頭の妖人は、地面に落ちる自身の影に異常を見み出いだした。

　夜空より降り注ぐ月光が作った、濃い影法師。二日前に満月は過ぎたが、その光はなおも明るく、腐葉土に妖人の形を浮かび上がらせている。

　その影が──手を上げていなかった。

　自分と違うポーズを取っていた。剣も持ってはいなかった。

「冥土の土産みやげに知っておけ。《地ち仙せん・影えい遁とん》という術だ」

　再び声がしたとき。「影」から「影」が飛び出した。

　突然の襲撃者に向けて、妖人は咄とつ嗟さに剣を薙なぐ。が、刃が捉とらえたのは……黒い上着を羽織らせただけの、小さな幹の丸太だった。

　刹せつ那な、何かが脇わきを駆け抜け、後方の味方たちへと疾走していく。

「ギ……！」

　振り返り、それを目で追おうとした瞬間。

　妖人の視界が大きく傾き、いきなり眼前に地面が迫ってきた。

「！」

　首が落ちる──直感的にそう思い、慌てて両手で受け止める。

　危なかった。もう少しで落としてしまうところだった。自分の頭を。あたま、を？

　その意味に気付いた直後、妖人の意識はプツリと途絶えた。




「……ふう。今日きようは何匹か失敗しちまったな」

　縦列にズラリと並び座る「首を抱いた亜人たち」を見渡しつつ、サビトは頭を搔かいた。

　死体のいくつかが、頭を抱き損なって地面に突っ伏している。八十匹目の辺りで、刀を利き腕から持ち替えたのがマズかったか。

（いや、そいつらが他より強かったってコトだな）

　……このサビトの剣技は、何も趣味や酔狂でやっているわけじゃない。「相手を確実に殺すこと」を追求した結果、行き着いた手段がこれだったのだ。

　さらに言うと、この倒し方には「大事な頭をなくしたまま黄よ泉み路じに行くのは不ふ憫びんだ」という、個人的な手向けの意味合いもある。

　お陰で里では、『抱き首のサビト』なんて嫌な異名がついてしまったが。

「さて、じゃあ撤収するか」

　上着を拾い、しくじった生首を死体に戻し、使えそうな剣や盾を回収していく。

　特に鉄製の武具は、村にとって貴重だろう。敵の物資を奪い、味方の物資とする……これは戦いの基本だ。

（メルの奴やつ、起きてねえだろうな……）

　彼女から協調性を説かれて以降、サビトは小屋での就寝を義務付けられている。

「村の人たちと仲良くなるまでは、私と一緒に行動するようにして下さい。もちろん敵を倒しにいくときもですよ」……それがメルからの要請だった。

　しかし、相変わらずサビトはこうして、一人で小屋を抜け出して敵を片付けている。

　命令無視はシノビとして言語道断。それは分かっている。でも、主君を戦場に引っ張り出すのも、やっぱりシノビとして言語道断だと思うのだ。

（鍵は閉まったままだから、万一あいつが起きてきても言い訳はできるはず。屋根裏で寝てた、とか……）

　サビトの忍法には、影に同化して地に潜む《地ち仙せん・影えい遁とん》という術がある。

　影から影へと移ることができ、小屋のような薄い壁ならば通り抜けることも可能なのだが、潜んでいる間は「呼吸ができない」という難点もある忍法だ。この術の存在は、もちろんメルには言っていない。

　……忍法とは基本的に、「通常忍法」と「特異忍法」に大別される。

　まず「通常忍法」とは、煙玉や手裏剣、吹き矢といった忍具の活用、そして変わり身の術たる《空うつ蟬せみ》、高所から飛び降りる《地じ降おり傘がさ》などの体術全般を指す。里の人間なら、シノビでなくても習得しているものだ。

　対する「特異忍法」とは、体内にある『仙力』を燃焼して発現させる特殊な術だ。雷・水・火・風・地の五つの系統から成り、大陸で言うところの「魔法」に近い。先ほどの影に潜る術などは、当然こちらの類たぐいである。

　雷は水を走り、水は火を消し、火は風を吞のみ、風は地を均ならし、地は雷を遇あしらう──

　なんていう相性があったりして、「特異忍法」と言えど決して全能ではない。しかも『仙力』の使用には疲労が伴うので、「通常忍法」との使い分けが肝要となる。

　……シノビの素質とは、言ってしまえば『仙力』の有無に他ならない。

　巷ちまたでは神通力、験げん力りき、法力などと呼ばれるこの力を持たずに生まれてきた者は、そもそも「特異忍法」を使えない……つまり、シノビにはなれないのだ。

　時代を経るにつれて、『仙力』を有した子供の出生率は激減している。すなわちそれだけシノビが減っている。しかも生まれ持った『仙力』には優劣があり、一つの系統しか使えない者もいれば、全系統を使いこなせる者もいる。

　そして──上忍になれるのは後者だけである。

　あらゆる系統の「特異忍法」を極めていること。加えて、そのいずれにも属さない奥義を会え得とくしていること。それが上忍の条件。

　それがサビトであり、幼おさな馴な染じみだった。お隣さん同士の、同い年の二人だった。

（そういや、アイツはどこにいるんだろ。まさかもう竜人レドルグを倒してねえよな）

　ただでさえ任務に敏速な幼馴染みに対し、出遅れてしまった感は否いなめない。しかもこの分では、こっちはまだまだ本来の目的に復帰できないだろう。

　でも「契約の途中放棄」は、「命令無視」以上に言語道断だ。それにサビトは、決して今の仕事を嫌々やっているわけでもない。

　サビトは内心、あの銀髪少女を主君として気に入っている。

　口うるさいのが玉たまに瑕きずだが、意外と家庭的だし料理も上う手まい。何よりあのお人ひと好よし加減を見ていると、どうにも放ほうっておけない気分になってしまう。剝むき出だしの太ふと股ももも、今ではちょっと好きだった。

　──主君は理想主義者でよい。現実的な問題は、シノビが受け持てばよい。

　いつか頭領おじじに言われたそんな訓示が、今になって少し理解できた気がする。

　メルの理想が「サビトが村人と仲良くすること」なら、やはり善処せねばならない。とりあえずこの戦利品を差し出し、村人たちのご機嫌を伺うとしよう。

（この地域の【竜公アポステル】のことが、村で何か分かるかもしれねえしな。待ってろよ竜人レドルグ、契約が済んだら一目散で狩りにいってやらあ）

　両手いっぱいに武器と防具を抱え、サビトはヨタヨタと森を引き返していった。







　村人と仲良くなるための手始めとして、サビトはまず子供たちを懐かい柔じゆうすることにした。

　男衆はジュガロを慕っているので、簡単には取り入れない。ならばまずは子供、そして女衆と、外堀から埋めていくべきだと判断したのだ。

　巡回中に標的ちびつこを見付けるたびに、作っておいた竹トンボやコマなどの玩具おもちやを進呈する。男児には甲虫かぶとむしの捕り方を教え、女児にはアヤトリを教えてやる。

　そんな努力の甲か斐いあって、サビトはジワジワと確実に子供人気を獲得していった。

「サビトって、子供たちの扱いが上じよう手ずですね。見直しました」

　日が傾きかけた頃。今日きようも小屋へ帰還すべく大通りを歩いていると、隣のメルがニコニコとそう言ってきた。

　毎日の巡回は、基本的に彼女と一緒に行う決まりになっている。だからメルはずっと横で、子供と触れ合うサビトの姿を見ているのだ。

「あの子たち、すっかりサビトに懐なついちゃって。何だか私も嬉うれしくなってしまいます」

「まだ調略の第一段階だ。次は主婦層の心を摑つかむ。そして、いずれは隊長を孤立させてみせよう」

「目的が変わってますよ。みんなと仲良くなって下さい」

　他た愛あいない会話を交わしながら、いつもの隘あい路ろへと差しかかる。

　すでに空は茜あかね色いろに染まり、デコボコの地面に二人の長い影が伸びていた。

「……それはそうとメル。今さらながらに訊きいておきたいのだが」

「はい」

「この地域を支配している【竜公アポステル】というのは、どんな奴やつなのだ？」

　懐かい柔じゆう策は順調なのだが、【竜公アポステル】の情報については未いまだ収穫がないままだった。

　聞き込みで判明したのは「名前はセルサーレで、氷の魔法を使う」ということだけだ。それらの情報はすでにメルから得ている。長い金髪の優男だということも含めて。

「村の者たちは、【竜公アポステル】の姿すら見たことがないと言う。ずいぶん内気な竜人レドルグのようだ」

「内気かどうかは分かりませんが、確かにセルサーレ自らが村へ現れたことは一度もないみたいですね。【竜公アポステル】たちは人間と同じく、性格や気性もバラバラですから」

「村人さえ知らない【竜公アポステル】の外見を、お前はどうして知っている？」

　何気ない問いだったのだが、メルがあからさまに「それは……」と言いい淀よどむ。

「えっと、前にいた町で聞いたのです。知ることができたのは非常に幸運でした」

　……噓うその下へ手たクソな奴だ。

　が、彼女が言いたくないなら、あえてそこを追及する気はない。誰にだって話したくないことの一つや二つはあるだろう。

（それでなくてもこいつ、色々と重い過去を背負ってそうだし……）

　聞き込みの中でも、メルの話題はよく耳にした。

「きっとメルさんは、旅の中でたくさんの惨状を見てきたんだろうね」「俺たちはこうして故郷が残ってるだけマシだよ」「たまに凄すごく寂しそうな目をしてるんだよなぁ」……この村の連中は、みんなメルに同情的だ。そしてそんな彼女の相棒というだけで、実はサビトもかなり風当たりを和やわらげることができている。

「とにかく、【竜公アポステル】によって統治方法は様々なんです。亜人の軍に厳しい規律を課している【竜公アポステル】もいれば、最低限の命令を与えるだけの【竜公アポステル】もいるようです。とはいえ、人間への非道な仕打ちに差はありませんが……」

「セルサーレ以外には、どんな【竜公アポステル】がいる？」

「ごめんなさい、詳しいことは私にも……でも、竜人族レドルグが使える魔法属性は一つだけですから、事前にそれを知っておくのはとても重要かと」

　サビトが「なるほど」と頷うなずくと、やにわに彼女の緑瞳が興味深げな光を帯びた。

「だからこそ、サビトの忍法には驚いたんです。まさか複数の属性を操れるなんて……他にどんな忍法があるのですか？」

「それは言えぬ。手の内を口外するシノビはおらん」

「いいじゃないですか。みんなには内緒にしますから。ね？」

　マフラーの端をクイクイ引っ張り、メルがせがんでくる。こいつが言っているのは「特異忍法」のことだろうが、シノビにだって話したくないことはある。

「じゃあ、いくつくらいの忍法が使えるか教えて下さい。それで我慢します。ね？」

「……一系統につき、三つ四つほどだ」

「雷・水・火・風・地の五属性でしたっけ……使う前に、指で文字を書いてますよね」

「あれは体内の『仙力』をどのように発現させるかの式だ。ただし『仙力』にも個人差があり、シノビによっては使えぬ系統も存在する。上忍の俺は万能だがな」

「へえ……サビト、凄すごいんですね」

「そうだろう」

「はい、素敵です。カッコいいです」

「ま、まあな」

「胸がキュンとしちゃいます」

「存分にするがいい」

「それで、どんな忍法があるのですか？」

「《雷らい仙せん》ならば、まずは落雷である《旋せん戟げき》、大気に衝撃を与える《轟ごう震しん》、それから稲光による目め眩くらましの《炸さく明みよう》──」

　そこでようやくハッと我に返り、サビトは思わず口を押さえた。

　何という不覚。すっかりおだてられ、ペラペラと語り出していた！

「他の属性にはどんな術が？」

「こ、口外できぬと言っているだろうっ。知りたければ実戦で勝手に見ろっ」

「そこを何とか。ね？」

「断る。諦あきらめろ」

「あとで肩をお揉もみしますから」

「シノビに交渉は無駄だ」

「今晩のシチュー、ポテトを多めにしますから」

「…………交渉は無駄だ」

「ちょっと迷いませんでした？」

　そんなやり取りと共に、蛇行する小道を歩いていたところ。

　不意に後方から声が聞こえ、サビトとメルは立ち止まった。

「メルお姉ちゃん！　サビト！　待てぇー！」

　見ると、子供たちがこちらに走ってきている。数は六人。男子と女子がそれぞれ三人ずつだ。笑え顔がおを浮かべていることから、悪い用事ではないんだろう。

　やってくるなり、女児たちがメルにまとわりつく。一方の男児たちは、サビトにまとわりついてきた。これも懐かい柔じゆう策の賜たま物ものだ。

「メルお姉ちゃん、いいもの見せてあげる！　一緒に来て！」

「いいもの？　なあに？」

　メルが微笑ほほえみながら尋ねると、子供らが顔を見合わせて楽しげにほくそ笑む。

「お父さんたちが作ったの！　私たちが最初に使っていいって！　ただし、メルお姉ちゃんと一緒にって！」

　要領を得ないまま、二人は子供たちに引っ張られる。メルに視線を送ると、彼女は苦笑しながら「行きましょう、サビト」と頷うなずいてきた。

　主君がそう言うなら、従うしかない。




　再び大通りに戻ってきたサビトたちは、そこで離れ離れにされてしまった。

　サビトは男児三人に連行され、しばし竹馬の練習に付き合わされた。それはサビトが与えた玩具おもちやの一つであり、何な故ぜか一番人気の品であった。

　ひとしきり遊んでから続いて連れてこられたのは、居住区の外れにある林の中だった。それほど奥深くではなく、大通りから目と鼻の先くらいの場所だ。

　……そこに、真新しい木造の家屋があった。

　檜ひのきで出来ていて、大きさはメルの小屋の倍以上もある。あちこちの窓から湯気が立ち上っており、辺りにはかなりの湿気が充満していた。

「もしや、これは風呂か？」

「そう！　風呂！　やっと完成したって！」

「用事とは、一緒に風呂へ入れということだったのか？」

「使わない井戸を、この家にしたって！　大きいからみんなで入れるって！」

　会話が微妙に嚙かみ合っていないが、言いたいことは分かる。要は井戸があった所に建物を築き、共同浴場を作ったんだろう。

　大陸にも風呂文化があるとは知らなかった。長らく湯に浸かっていない身としては、割と本心から嬉うれしい。いつもは小屋の横にある井戸で、水を被るだけだから。

「入ろ！　サビト入ろ！」

「よかろう。お前たちに水をピュッと飛ばす技を教えてやる」

「それ何っ？　何っ？」

「こう掌てのひらを合わせて、手の中に溜ためた水をだな……」

　説明をしながら、建物の中へ入る。そこはまだ脱衣場であり、前方に浴室へと通じるさらなる扉があった。なかなか本格的な造りだ。

　おそらく同じものを、女性用にもう一軒建ててあるはず。まあ、建築木材と薪まきだけは有り余っている村だし……

（それにしても、最初に使っていいって話だったけど）

　実は建物に入る前から、先客がいることは察していた。

　浴室内にはすでに、いくつかの人の気配がある。よく聞けば微かすかに笑い声もする。

　数は四人。一人は大人で、他の三人は子供……つまり、サビトたちと同じ構成だった。

（──ちょっと待て）

　その符合に不吉なものを感じたときには、サビトはもう素っ裸になっていた。

　直後、浴室の扉が開いた。湯煙がモワリと溢あふれ出だし、視界が一瞬鈍る。

「三人とも。風か邪ぜを引かないよう、体をよく拭ふきましょうね」

　届いてきたのは、果たして毎日聞いている同居人の声だった。

　己の迂う闊かつさに泣きたくなる。だがもう遅い。こちとら全部脱いでしまっている。

「──あ」

　間もなく湯煙が晴れ、メルと目が合った。

　もちろん彼女も全裸だった。しっとりと濡ぬれた銀髪が、白い柔肌に艶なまめかしく張りついている。水滴の玉が細首を伝い、鎖骨から谷間へと流れている。

　その胸には、たわわに実ったお椀わん型の塊が二つ。腹には、小さな縦長のヘソが一つ。そして、その安産型の下腹部には……

（下も──銀だと？）

　サビトは目を見開き、忘我に陥おちいったまま硬直していた。

「あっ！　メルお姉ちゃん、サビトたちがいる！」

「順番でしょ！　言われたでしょ！」

　キイキイと喚わめく女児たちをよそに、メルはただポカンとその場に立ち尽くしている。あまりの衝撃のためか、体を隠すことも忘れているようだ。

「…………」

「…………」

　先に我に返ったのはサビトだった。

「違うのだ、メル」

「…………」

「マジで違うのだ。落ち着いて話し合おう」

「……き」

「き？」

「きゃあああああああー！」

　次の瞬間、耳をつんざく絶叫と共に、メルがガバリとしゃがみ込んだ。器用に膝ひざで胸を隠し、真まっ赤かになった顔を両手で覆う。

「出てって下さい！」

「分かった。ただ、服を着させてくれ」

「早く出てって！」

「せめて褌ふんどしだけでも」

「泣きますよ！」

「こ、このまま外に出ては変態ではないかっ」

「とっくにそうです！」

　……その夜、サビトは夕食を作ってもらえなかった。

　しかも女児たちからは、『オチンチンのサビト』という新たな異名を付けられ、摑つかんでいた人望も水の泡となってしまった。





　　　　４






　浴場での騒動から数日後。

　メルは恒例の夕食兼会議のため、ジュガロの家に赴いていた。

　ここのところ、亜人の襲撃頻度が極端に減ったお陰で、心なしか村に活気を感じる。ジュガロも穏やかな表情をすることが多くなったが、残念ながらサビトとは相変わらず険悪なままだった。

「さて、それでは食べるとしよう」

　テキパキと皿を並べ終えたジュガロが、対面の席に腰を下ろす。

　独り暮らしの長い彼は、料理の腕もなかなかのものだ。目の前にあるのは、野菜を豪快にブツ切りにしたサンドイッチ。実に男らしい代しろ物ものだが、これが意外と美お味いしい。

「ここ最近、同じ物ばかり出してしまっている気がするが……飽きてないか？」

「そんなことありませんよ。ジュガロさんのサンドイッチ、好きですから」

　メルの言葉に、ジュガロが嬉うれしそうに破顔する。

　それからものの数分でサンドイッチを全すべて平らげてしまった彼は、メルにはゆっくり食べるよう勧めつつ、テーブルの上で両手を組んだ。

「ところで、サビトくんの様子はどうだ？」

「……少しずつ、村の人たちに馴な染じんでいっていますよ。特に子供たちとは、何だか気が合うみたいで」

　サビトの話題になると、メルはたちまち顔が熱くなるのを感じた。

　もちろん風呂での一件のせいだ。でも、別にもう怒ってはいない。あれが不可抗力だったことは、子供たちの話からも間違いなかった。ただ。

　あれ以来、妙にサビトを意識してしまう。その理由は「自分の裸を見られたから」というよりも、「彼の裸を見てしまったから」であった。

　……とても均整の取れた、しなやかな体たい軀くだった。さほど筋肉はついていないが、引き締まった四肢はいかにも俊敏そうで、何となく野生の狼おおかみを連想させた。至るところに古い傷跡があったのも印象的だ。

　それからというものの、ベッドに入って毛布を被ると、サビトの裸が頭に浮かぶ。すぐ隣のリビングで彼が寝ていると思うと、異常に胸がドキドキしてしまう。

（男の人の裸なんて、これまで何度も見ているはずなのに。そりゃ、下半身を見たのは初めてだったけど……）

　こちらの胸中を知る由もなく、ジュガロが難しい顔で何やら考え込んでいる。

　メルは無理やり意識を切り替え、頭から裸のサビトを叩たたき出だした。村のことを話し合うために来ているのに、自分は何を考えているのだ。それも食事中に……

「サビトくんが来てから、確かに亜人の襲撃は減った。今や村人の中には、彼の存在を歓迎する者も増えている」

「サビトは偏屈ですけど、根は気さくですから。それに、本当は無口というわけでもないんですよ？　地のサビトって、結構可愛かわいくて──」

　そこまで言いかけて、慌てて言葉を吞のみ込む。

　そういえば、これは口止めされていたのだった。皆がサビトを受け入れつつあるのが嬉うれしくて、つい饒じよう舌ぜつになってしまった。

「メル。彼はまさか、あれからも一人で敵を迎え撃っているのか？」

「どうでしょうか。普段は私と一緒ですから……でも時々、夜中に姿が見当たらないことがあるんです。本人は『屋根裏で寝てた』と言うんですけど……」

「おそらく、君の目を盗んで動いているな。たまに詰所へ大量の武具を持ってくることがある。倒した亜人から奪った物だろう」

「でも扉の鍵は閉まってるんです。……それに、もしそうだとしても叱しかるのはやめておこうと思います。サビトは私の願いを聞いて、村の人たちに歩み寄ってくれました。だったら私も、少しくらい譲歩しないと」

　もちろん、できればジュガロにも歩み寄ってもらいたい。彼とサビトが信頼関係を築ければ、間違いなく村の強化に繫つながるのだから。

　が、ジュガロはやっぱり眉み間けんに皺しわを刻きざんだまま、不機嫌な面相を崩さなかった。

「前にも言ったが、やはり彼には住まいを変えてもらうべきではないか？　何かあってからじゃ遅いだろう」

「何か、ですか？」

　目をパチパチと瞬かせたメルに、ジュガロがやけに白々しい咳せき払ばらいを連発する。

「いや、サビトくんも男だからな。若い娘と一つ屋根の下で暮らしていれば、その、魔が差すということも充分に……」

「フフッ、考え過ぎですよ。サビトはそんなことしません」

「しかし、あの狭い小屋では、着替えを見られたりすることも……」

「大丈夫です。ちゃんと注意していますので。二度と裸なんて見られたりしません」

「二度、と？」

　何だかジュガロの顔が引ひき攣つっていた。持っているグラスに、ピシッとヒビが入る。

「メル、改めて提案させてもらう。これを機会に、君には村の中心付近へ移ってもらいたい。必要ならば新しく家を建てて──」

「それはできません」

　なおも言い募るジュガロに、メルはきっぱりと首を振った。

　せっかくの厚意だが、さすがにそれは受けられない。受けるべきではない。

「もちろんサビトくんにも、もっと良い家を用意する。もともとあの小屋は、倉庫を改装しただけの」

「いいえ。私もサビトも、あそこで充分です。私たちは──いつまでもこの村にいるわけではないのですから」

　この地域にいる亜人軍を壊かい滅めつさせ、村の未来に展望が開けたとき。

　メルはここを去る。おそらく、サビトも去るだろう。

　ただし、メルの使命はそこで終わったわけじゃない。本当に討つべき存在が、その先にいる。それを倒さずして──この村に真の安あん寧ねいはない。

　この地域を支配する【竜公アポステル】、セルサーレ。無尽蔵の魔力を持つ、氷の竜人レドルグ。

（あの【竜公アポステル】から逃げたまま、この地を離れるわけには……）

　──数ヵか月げつ前。メルはセルサーレと戦い、敗北した。

　普通の人間ならば助からない傷をいくつも負わされ、己の未熟さを骨の髄まで痛感し、命からがら逃亡した。悔しさに涙を浮かべながら、樹海の中を必死に走り続け……そしてメルは、この村へ辿たどり着ついた。

　もう一度挑んで、勝てるかは分からない。しかし、同じ竜人レドルグに二度も不覚を取るようでは話にもならない。

（彼の魔法は体感した。この村で腕も鍛え直した。今度こそ……）

　そんな思考に耽ふけっていたとき。突然ジュガロが椅子を立った。

　無言でテーブルを離れ、そのままメルの後ろへと回り込んでくる。一体どうしたのだろうか。

「ジュガロさん？」

　振り向こうとした矢先。

　彼は──いきなりメルを背中から抱き締めてきた。

「！」

「……メル。聞いてくれ」

　耳みみ許もとでジュガロが囁ささやく。耳たぶに吐息が当たり、思わず変な声が出そうになった。

「この村には君が必要だ。君がいなくなれば、戦力は大きく低下する」

「でも、私には旅が……」

「そして俺自身にも、君が必要だ」

「え？」

「俺は、一人の男として──君を愛している」

　唐突な告白に、メルの思考が停止する。何が何だか分からなかった。

　彼は今、「愛している」と言ったのか？　誰を？　私を？　こんな、私を……？

「白状しよう。俺がサビトくんを気に入らないのは、ただの嫉しつ妬とだ。君に特別扱いされている彼に、大人気もなく反発しているだけだ。村の英雄が聞いて呆あきれる」

「…………」

「敵への憎悪だけで戦ってきた俺には、ずっと世界が灰色に見えていた。だが君に出会って、俺は初めて……この世界に色彩を見たような気がした」

　ジュガロの腕に力が込められる。

「コルナが言っていたよ。君が来てから、俺は変わったと。まとう空気が和やわらいだと。憎しみに凝り固まっていた俺の心を、君が癒いやしてくれたんだ」

「ジュガロ、さん……」

「メル──俺と結婚してくれないか」

　その一言に、メルの心臓がドクンと大きく拍動した。

「今すぐ返事をすることはない。ゆっくり考えてみて欲しい。この村で生きることを」

　そんな彼の声を、メルはどこか遠くに聞いていた。




　それからジュガロと何を話したのか、どこを通って帰ってきたのか、メルはよく覚えていなかった。

　気付けば自宅小屋の前に立ち尽くし、月を見上げている自分がいた。

　……ジュガロが自分を「好きだ」と言ってくれたのは、素直に嬉うれしい。

　でも、彼は知らない。メルが【竜落子ドラグリーズ】であることを。

（ジュガロさんは素敵な人です。だけど……）

　自分が彼に対して恋愛感情を持っているかと言うと……否定せざるを得ない。ジュガロを意識したのは、ひとえに彼が優秀な戦士だったからなのだ。

（私は結局、自分の魔法能力に囚とらわれているだけ。ジュガロさんに愛してもらう資格なんて……私にはありません）

　……実はメルの治癒魔法には、一つだけ「自分以外にも使える方法」が存在する。その相手を「伴侶」とすることだ。

　そうすればその人間に限り、メルは魔法を行使できる。自分と同様、即死以外の傷ならば完全回復させてやることができる。

　だが、そこには大きな代償が伴う。メルと伴侶の契りを交わした者には、一つの呪のろいがかかるのだ。

　それは──「メルが死ねば、伴侶も死ぬ」という呪い。そして「伴侶が死ねば、メルも死ぬ」という呪いだ。

　だからこそメルは、強者を探した。簡単に戦死してしまうことのない、一騎当千の相棒を求めた。それが……旅に出たもう一つの理由だった。

　メルと伴侶の間にあるのは、一般的な夫婦関係ではない。まさしく互いの「命と人生」を背負い合う、運命共同体となることを強いる呪じゆ縛ばくなのだ。

（私は、何て恐ろしいことを考えていたのでしょう……ジュガロさんに対して、何て酷ひどいことを……）

　今日きよう、改めて思い知った。伴侶など持つべきではない、と。

　メルと共に生きるということは、すなわち戦い、傷付き、治され、そしてまた戦い続けるということ。想おもいを寄せてくれる人に対して、あまりに残酷で非情な仕打ちだ。

（一人じゃ心細いからって、怖いからって、誰かを道連れにしようとしていた……私は最低です）

　伴侶を求めるのは、もうやめよう。もともと過分な望みだったのだ。

　これまで通り一人で戦い、一人で死んでいく。それでいい。孤独には慣れているはず。

　なのに……どうしてこんなに泣きたくなってしまうのだろう。

「ようやく戻ったか。遅いではないか」

　その時、小屋のドアが開いて、サビトが顔を出した。

「サビト……」

　慌てて目尻を拭ぬぐい、「ただいま帰りました」と告げる。笑え顔がおを取り繕おうとしたが、上う手まく笑えなかった。

「お前がいない間に、コルナが木き苺いちごを届けにきたぞ。すでに毒味は済ませてある」

「……毒見の必要はありません」

　溜ため息いきをつき、彼の元へと歩み寄る。小屋からは燭しよく台だいの暖かな明かりが漏れていた。

「して、今日は何を食くわされた？」

「サンドイッチです」

「フン、またか。芸のない」

「美お味いしいからいいんです。次は一緒に食べにいきませんか？」

「敵の施しは受けぬ」

「味方ですってば」

　再び溜息をついたところで、サビトが「それはそうと」と口調を変えてきた。

　いつも通りの仏頂面だが、最近メルは、彼の感情の機微が少しだけ読めるようになっていた。今日は何だか機嫌がいいみたいだ。

「暇だったので、余った薪まきでヒノモトの『げーむ』を作ったぞ。将棋というものだ」

「ショウギ、ですか？」

「うむ。やり方を教えよう。さっさと入れ」

　黒ずくめの家臣が、偉そうに顎あごで命じてくる。

　こちらの気も知らないで……と思う反面、今はその存在が無性に有り難くもあった。

　帰りを待っていてくれる人がいるというのは──とてもいいものだ。

「言っておくが、初心者とて手加減はせん。というか俺は、初心者にしか勝てぬ」

「威張らないで下さい。私、ゲームは強いですよ？」

「ならば賭かけるか」

「何をですか？」

「俺が勝ったら、木き苺いちごをほとんど食くってしまったことを不問にしてもらう」

「サビトって、割と食いしん坊さんですよね」

　ふと気付くと、いつしかメルは笑っていた。
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　ここ最近、どうもメルの様子がおかしい……とサビトは思っている。

　先日ジュガロの家から帰ってきてからだろうか。彼女はあれ以来、やたらボーッとすることが多くなった。

　話しかけても上の空だったり、頻繁に手鏡を見詰めて物思いに耽ふけっていたりする。あれでは将棋の相手にもならない……と言いたかったが、勝率が五分なので言えなかった。

（隊長に乳でも揉もまれたか？）

　聞けば、ジュガロは独身であるらしい。奴やつだって男だ。メルのような年頃の娘と二人きりでいたら、魔が差すということも充分に考えられる。

（気は進まねえけど、次からは同行するか。何かあってからじゃ遅いからな）

　小屋の横で薪まき割りをしながら、そんなことを考えていると。

　いきなり玄関のドアが開き、メルがやけに大股でこちらへやってきた。

「サビト、ちょっといいですか？」

「何だ。もう巡回に出るのか」

　日課である見回りは、午前中に一度終わっている。通常なら夕方前にまた村を一周するのだが、今はまだ昼を過ぎたばかりだ。

「巡回ではありません。サビトに剣の稽けい古こをつけてもらおうかな、と」

「稽古？」

　作業の手を止めて向き直ると、彼女は真剣な顔で「はい」と頷うなずいた。

「近頃の私はボーッとすることが多くて、少し弛たるんでいるような気がします。亜人が攻めてこないことで、気が抜けているのかもしれません」

　自覚はあったようだ。

　ただ、一つ断っておくと、亜人は別に攻めてきていないわけじゃない。相変わらず村への進軍を繰り返し、そのたびにサビトが皆殺しにしているだけだ。

　おそらくサビトが斬きった亜人は、数にしてもう千を超えている。いっそのこと再び大軍でやってきてくれれば、もっと効率よく削れるのだが。

「お願いしますサビト。私と手合わせをして下さい」

「そう言われてもな……俺は真っ向から打ち合うのは、あまり得意ではない。シノビの戦いとは、基本的に闇やみ討ちや不意討ちなのだ」

「いいえ。サビトは普通に戦っても絶対に強いはずです。初めて出会ったとき、私は貴方あなたの剣技に驚嘆し、だからこそ頼ることにしたのですから」

「ギギやブゴゴ相手の戦いなど、大した参考にはなるまい」

「とにかく、私はサビトとしたいんです！　ずっとそう思ってたんです！」

　今日きようはいつになく強情だ。そして、誰かが聞いたら誤解しそうな物言いだ。

　まあ、それで彼女の気が晴れるなら、家臣としては拒否するわけにもいかない。サビトは渋々「分かった」と了承し、足下に転がっていた薪まきを一つ拾い上げた。

「では、かかってこい」

「えっ？　もう始まったのですか？」

　キョトンとしているメルに、サビトは小さく片目を眇すがめてみせる。

「それが弛たるんでいるというのだ。実戦に合図などない」

「……すみません、確かにその通りです。でも、その薪は？」

「主君に刃は向けられぬ。悪いがこれで行かせてもらう」

「…………」

「もちろん、お前は真剣を使え。『はんで』と言うやつだ」

「……いいんですか、そんなこと言って」

　そう告げてきた直後には、メルの姿が眼前にあった。

　一瞬で距離を詰め、初動と同時にすでに剣が抜かれている。──サビトの予想を遥はるかに超えた速度だった。

　斜め下から迫った剣閃を、一歩下がってかわす。続いて突き出された一撃は、薪で払い落とす。

　線から点に繫つないだ連撃。太た刀ち筋も鋭い。正直、これほどとは思わなかった。

（こいつ、やるじゃねえか。急所ばっか狙ねらってくるし……）

　速いだけじゃない。斬ざん撃げきの一つ一つが正確で重い。

　しかも手首の返しによって、軌道がヒュルヒュルと不規則に変化する。回転を多用した舞いのごとき身のこなしが、その撹かく乱らんに拍車をかけてくる。

　メルの攻撃は、それからも止まらなかった。否いな、さらに激化していった。

（噓うそだろ……まだ速くなんのか）

　乱れ飛ぶ剣刃の中、いくつかの刹せつ那なにメルと視線がぶつかる。

　その眼光が「本気を出せ」と言っていた。……これが風呂場で涙目になっていた少女と同一人物だとは、悪い冗談だ。

（確か、『剣聖女エペリーゼ』って言ったか）

　その二つ名も頷うなずける。単なる座敷稽げい古こでは、ここまでの強さは得られない。一体どれだけの死地を潜くぐり抜ぬければ──一人の少女がこうなれる？

　脳天に降ってきた打ち下ろしを、半身になってギリギリで避ける。

　その空振りで初めて彼女に隙すきができたが、間違いなくそれは「誘い」だった。虫も殺さぬような顔をして、とんだ悪女である。

　釣れないと見るや、メルは後方にトンと飛とび退のき、やっと一息入れてくれた。

「やっぱり、サビトは凄すごいですね。ここまで当たらないなんて……」

　呆あきれたように称賛し、胸に垂れた髪を背中へ回す。気を抜こうものなら薪まきを投げてやろうと思ったが、彼女はその機会を与えなかった。

「こちらこそ驚いたぞ。さてはお前、二百の敵を斬きったというのは本当か」

「まだ疑ってたんですね……意地悪」

　頰ほおを膨らませつつ、メルが剣を構え直す。

「でもお陰で、何だかシャッキリしてきました。次は私も本気で行きますから」

「今のは全力ではなかったと？」

「もちろんです。さあ、行きますよ！」

　気合いの声と共に、メルが大上段にフンと剣を振りかぶる。

　すると同時に──バツン！　という、何かが弾はじける音が響き渡った。

「あっ」

　……それは、メルの胸当ての『べると』が千切れた音であった。

　大きな乳房を無理やり押し込んでいたので、とうとう革かわ紐ひもに限界が来たのだろう。そこへ彼女が大きく胸を張ったのが、とどめとなったらしい。

　二人の見守る中、メルの胸から装甲がボロリと落ちる。

　メルでは間に合わない──瞬時にそう判断したサビトは、気付けば一足飛びで彼女へと駆け寄り、手を伸ばしていた。

　すんでのところで落下を防ぎ、装甲をメルの胸に押し戻す。そうすると、途端にボヨンとした弾力が掌てのひらへ返ってきた。

（お、おっ？）

　表面の硬い感触とは裏腹に、その中身は驚くほど柔らかいのが分かった。それはそうだろう。何せ中にあるのは、年齢にしては育ち過ぎている彼女の──

「……あ」

　そこでようやく、サビトは己の愚を悟った。

　当然ながら、メルは甲かつ冑ちゆうの下に『いんなー』を着ている。胸当てが落ちたところで、別に大惨事になるわけじゃなかったのだ。

　咄とつ嗟さの行動だったとはいえ、そして直接じゃないとはいえ、結果的に自分は今……メルの胸に触っている。主君のオッパイを、グニグニしている。

「…………」

「…………」

　嫌な空気が流れる。風呂場でも体験した、二度と味わいたくなかった沈黙だ。

　メルは口を半開きにしたまま、魂を抜かれたようにサビトを見詰めていた。やがて振り上げたままの両手から剣が滑り落ち、背後の地面にサクッと突き立った。












「…………」

「…………」

「……サビト」

「……何だ」

「今、何してます？」

「確か、剣の稽けい古こだ」

「そうじゃなくて、今現在です」

「胸当てが落ちぬよう、押さえている」

「誰の？」

「お前の」

「…………」

　何な故ぜかメルが「フフッ」と笑った。初めて見る、乾いた笑いだった。

「サビト」

「何でしょうか」

「頰ほおを出して下さい。一発ぶって、このことはお互い忘れましょう」

「……是非もあるまい」

　胸当てをメルの手に託し、一歩下がって目を瞑つぶる。まさかこんな形で一撃を貰もらうことになるとは思わなかったが、それで事が収まるなら願ってもない。

（メルも怒ってるわけじゃないんだろう。むしろ俺が変な罪悪感を持たないよう、あえてペチンとやっとこうってコトか）

　……が、いくら待っても張り手は来なかった。怪け訝げんに思い、片目を薄く開けてみると。

　メルが──薪まきでサビトを殴なぐろうとしていた。

「待て待て待て！　平手打ちじゃないのかよ！」

「誰がそんなこと言いました！」

「頰ほおを出せっつったろ！」

「これで頰をぶつんです！」

「無む茶ちや言うんじゃねえ！　顎あごが砕けるだろうが！」

「お嫁に行けなくしたのはサビトでしょう！」

「そんなこと言ったら、隊長だって揉もんでるだろ！」

「ジュ、ジュ、ジュガロさんは揉んでません！」

　……そんな口論の果てに、とうとうメルは夕食後、「しばらくお暇いとまを頂きます」と言ってコルナの家へ泊まりに行ってしまった。

　翌朝には帰ってきたが。
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　ある夜のことだった。

　見張り番として物もの見み櫓やぐらに立っていた自警団のルベリスは、前方に広がる森から人影が出てきたのに気付いた。

「ん……？」

　敵襲かと緊張しかけたが、近付いてくる影は一つだった。そして、まぎれもなく人間の姿をしていた。

　最初は、メルのところの「黒い兄ちゃん」かと思った。彼がよく村の外をウロウロと徘はい徊かいしているのは知っていたから。が、間もなく防壁の下までやってきたのは──驚くほど長い金髪の、驚くほど美しい青年であった。

（おいおい、最近は一人旅が流は行やってんのか？　というかこの兄さん、やけに綺き麗れいな身なりしてんな。しかも武器一つ持ってないようだが）

　──と、地上の青年がルベリスを見上げてくる。

　視線が合った瞬間、彼がニコリと笑ったような気がした。……その笑みに、ルベリスは何な故ぜかゾクリと薄ら寒さを感じてしまった。

（何か、不気味な兄さんだな。とにかくみんなへ……ん？　金髪の、優男？）

　打ち木を鳴らそうとしながら、もう一度だけ眼下の青年を確認しようとしたところ。

　青年が、そこにいなかった。影もなく消えてしまっていた。

「へっ？」

　櫓やぐらから身を乗り出し、急いで周囲を探す。

　目を離したのは、ほんの二秒ほどだったはず。どこへ消えた？　森の中か？　いや、この短時間であそこまで戻れるわけ……

「邪魔するよ」

　いきなり背後で声がして、ルベリスは「わあ！」と飛び上がった。

　即座に振り向いた、その眼前に──先ほどの青年がいた。




　それより少し前。

　その日も定例会議のためにジュガロの家へとやってきたメルは、迎えられた早々に彼から頭を下げられてしまった。

「この前は、突然すまなかった。驚かせてしまったよな」

「い、いえ、そんな……」

　懸命に作り笑え顔がおを浮かべつつ、メルはブンブンと首を振ってみせた。そのままいつもの席に着いてからも、ジュガロの顔をまともに見ることができなかった。

　……今日きよう、ジュガロの家に行くかどうかは、直前まで迷った。

　ここに来れば、先日の話に触れないわけにはいかない。事実、いきなりそのことを口にされ、メルはものの見事に浮き足立ってしまった。

（やっぱり今日だけは、サビトについてきてもらうべきでした）

　実は惜しかった。今日のサビトは、普段と違って考える素振りを見せたのだ。なのに結局は「この次にしとく」と逃げた同居人が、恨めしくて仕方ない。

（薄情なんだから、もう……）

　裸を見たくせに。胸だって触ったくせに。というか、ここのところサビトとはそんなのばかりだ。

　男性と一緒に暮らすことが、これほど大変だとは思いもしなかった。

「メル、喜んでくれ。今日はサンドイッチじゃないからな。君から教わったポテトサラダを、俺なりにアレンジした力作だ」

　料理を運んできたジュガロに、慌てて笑いかけようとしたとき。

　──突如としてメルの全身に、強烈な寒気が走った。

「！」

　弾はじかれたように勢いよく立ち上がる。後ろに引っくり返した椅子もそのままに、メルは慄然と宙を凝視していた。

　うなじの毛がザワザワと逆立つ。神経がピリピリと張り詰めていく。

　その感覚の正体を、メルは知っていた。間違いない。「竜の気配」だ。

　一体何者が……という自問は、するだけ無駄だ。この地域で「それ」をまとった存在など、メル以外にはただ一人しかいないのだから。

　序列十一位の【竜公アポステル】、セルサーレ。

　女性のごとき外貌と、サファイアのごとき瞳を持つ魔性の青年。村へ亜人を差し向けてくる、その張本人たる氷の竜人レドルグ。

　彼が、セルサーレが──すぐ近くにいる！

「ど、どうしたんだメル」

　呆あつ気けに取られているジュガロをよそに、メルは身を翻して家を飛び出していた。

　場所は北門。亜人たちは連れていない。とにかく犠牲者が出る前に、一刻も早く向かわなければ……！

　青ざめた唇を嚙かみ締しめながら、メルは夜の村道を駆け続けた。




　程なくして到着した北門で、メルが最初に目にしたものは──バラバラになったルベリスの死体だった。

　まるで倒壊してしまった彫像のように、ルベリスはいくつかの欠片かけらとなって辺りにばら蒔まかれていた。おそらくは魔法で瞬間冷却され、櫓やぐらから落とされたのだろう。

「ルベリス、さん……」

　走り寄って拾い上げたかったが、できなかった。

　ルベリスの五体から立ち上る冷気が、尋常ではない。下へ手たに触ればこちらの手も無事では済まないだろう。

　……いや、そんな理由ではない。駆け寄ることができなかった原因は、別にあった。

　ルベリスの欠片の中心に──美しい金髪の青年が立っていたからだ。

「セルサーレ……」

「久し振りだね、我が愛いとしのメルシオーネ。ここにいることは報告で知っていたよ」

　柔らかな微笑と共に、セルサーレが恭うやうやしく胸に片手を当ててみせる。

　続々と集まってくる自警団の兵士たちには目もくれず、青年は真まっ直すぐに、穏やかに、メルだけを見詰めていた。

「君がこの地に留とどまってくれたこと、心から嬉うれしく思う。もう村には馴な染じめたかい？」

「目的は……私ですか」

「もちろん。そろそろ戯曲を『次の章』に移す頃合いかと思ってね」

　兵士の一人が剣を抜いたので、すかさずメルは「駄目！」と叫んだ。

　相手は竜人族レドルグだ。とても人間の敵かなう存在じゃない。この男はその気になれば……本当はいつでも村を滅ぼせるのだ。

「私に用があるなら、私一人が聞きます。ただし、村の外でです」

「心配せずとも、今日きようはもう帰るよ。だが、そうだね……せっかくだから土産みやげの一つくらい貰もらっていこうか。できれば元気な子供がいい。私の一番の好物だ」

「馬鹿なことを……」

「駄目なら君の血にしようか。あの夜に舐なめた君の味が、今でも忘れられない。グラス一杯で我慢するよ」

　平然と語る竜人レドルグに、メルが奥歯をギリリと嚙かんだとき。

「──うおおおおおお！」

　そんな雄叫おたけびと共に、メルの横を駆け抜けた者がいた。ジュガロだった。

「いけないジュガロさん！　下がって！」

　制止を飛ばしたものの、ジュガロは聞かなかった。大剣に殺意をみなぎらせ、獣のごとくセルサーレへと突進する。

「会いたかったぞ竜人レドルグ！　貴様に！」

　憎悪の咆ほう哮こうを上げ、ジュガロが渾こん身しんの一撃を振り下ろす。

　だが、竜人レドルグは片手を払っただけで、難なくそれを弾はじき飛とばしてしまった。大剣が弧を描き、遠くの地面にゴトリと転がる。

「ぬっ……！」

　一瞬だけ驚きよう愕がくを浮かべたものの、ジュガロは攻撃をやめなかった。

　今度は岩のごとき拳こぶしを猛然と突き出し、敵の顔面を狙ねらう。人間相手なら頭蓋を叩たたき割われるだろうその豪腕も、しかしまた竜人レドルグには通用しなかった。

　セルサーレの細腕が、ジュガロの鉄拳を軽々と受け止める。そして。

「邪魔だよ、家畜」

　直後、ジュガロの右腕が砕け散った。

　セルサーレに摑つかまれた拳。そこから始まった凍結は一気に肩口にまで至り、彼の腕を陶器のように粉砕してしまっていた。

「ぐ、あ……！」

　片腕を失ったジュガロが、その場に崩れ落ちる。

　それを冷たい双そう眸ぼうで見下ろしつつ、青年はおもむろに片手を上げた。

「お前は不ま味ずそうだ。生かす価値はないな」

　セルサーレの手刀が翻る。

　その無慈悲な一撃が、まさにジュガロの頸けい部ぶへ落ちようとした瞬間──

　セルサーレの「影」から、「影」が飛び出した。

「ん？」

　いち早く異変を察知したセルサーレが、即座に背後へと向き直る。

　しかし、影はすでにそこにはなく──上空から隼はやぶさのように竜人レドルグへと斬きりつけていた。

　ガキリ！　という固い衝撃音が響く。

　それは、セルサーレが掲げた右手と、影・サビトの刀が激突した音だった。

「ふぅん、やるじゃないか。お前、本当に人間かい？」

「何と……」

　サビトが目を見開いて驚嘆する。

　彼の斬ざん撃げきを阻んだ、セルサーレの腕。

　それが、紺こん碧ぺきの鱗うろこに覆われた「竜の腕」に変わっていたからだ。

「影に潜る魔法……まさかメル以外にも、『出来損ない』が村にいたとは」

　そんな独り言を漏らし、セルサーレが竜化した五指をサビトに向ける。たちまちその指先から、針のごとき無数の氷矢が放たれた。

　何十もの氷礫つぶての吹雪ふぶきを、黒ずくめの少年が刀で全すべて叩たたき落とす。続けざまに後ろへ跳躍したサビトは、四、五メートルの距離を置いて改めてセルサーレと対たい峙じした。

　……周囲にはすでに兵士たちの人垣ができていたが、声を発する者はいなかった。

　メルを除いた全員が、放心状態となって人にん形ぎようのように立ち尽くしている。彼らにとっては、もはや常識の範はん疇ちゆうを超えた攻防だったのだろう。

　品定めするようにサビトを観察しながら、【竜公アポステル】が口端を歪ゆがめる。

「私の不意を突いたのは、生涯でお前が初めてだよ。褒ほう美びとして会話の権利を与えてやろう。お前は一体……何者だい？」

「問答無用」

　ボソリと呟つぶやき、サビトが再び地面を蹴ける。

　それと同時に、メルもまた動いていた。

（今なら……）

　セルサーレは一人だ。自分とサビトとの二人がかりなら可能性はある。これは思いがけず訪れた、千載一遇の好機だ！

（ごめんなさいサビト。追加報酬は必ず払います。だから、今だけは一緒に──）

　しかしメルの算段は、思わぬ形で狂うことになった。

　ジュガロが起き上がり、またもセルサーレに突進していったのだ。

「うおおおお！　竜人族レドルグぅぅー！」

　メルとサビトの意識が、一瞬ジュガロに奪われる。その刹せつ那なをセルサーレは見逃さなかった。

　目にも止まらぬ竜腕が唸うなり、飛び込んできたサビトを吹き飛ばす。その掌てのひらを今度はジュガロへ向け、氷の矢を乱射する。

「危ない！　ジュガロさん！」

　メルは即座に身を返してジュガロの前に立ち、それを剣で防いだ。

　だが、数が多過ぎる。サビトのような技量を持たないメルは、結果的に最後の一矢によって腹部を貫かれることとなった。

「ぐ、ぅ……！」

　村人たちの悲鳴が聞こえる。ジュガロも蒼そう白はくになってこちらを瞠どう目もくしていた。

　……大した傷じゃなかった。

　しかし、それはメルにとって、別の意味での致命傷だった。

　腹部に穿うがたれた傷は。ジュガロの前で、みんなの前で──

　みるみる塞ふさがってしまった。

「やはり見事だな、君の魔法は」

　静まり返った北門に、竜人レドルグの声が朗々と響く。

　それはメルではなく、明らかに村人たちへ向けたものだった。

「その素晴らしい自己治癒魔法がある限り、私は遠慮なく君を傷付けることができる。腹を裂いて臓物を愛めでながら、極上の血をすすることだってできる。本当に君は、実に魅力的な──【竜落子ドラグリーズ】だ」

　その瞬間、村人たちが一斉にざわめいた。青ざめた表情でこちらを見詰める瞳は、メルが知っている彼らのそれとは全く違っていた。

　そんな衆目に対して、セルサーレは今度こそ高らかに言い放つ。

「人間どもに告ぐ。家畜たるお前たちに、一度だけ生き残るチャンスを与えよう。お前たち自身の意思で、私に『剣聖女』を差し出したまえ。お前たち自身の意思で、彼女を裏切りたまえ。【竜落子ドラグリーズ】である、このメルシオーネを」

　最後にもう一度その事実を繰り返し。

　氷の災厄は、音もなく去っていった。
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　急速に意識が覚かく醒せいしていくのを感じ、サビトは目を開けた。

　最初に見たものは、くすんだ天てん井じようだった。何だか既視感を覚えるが、ここがどこなのかはもちろん分かる。

　今では少し愛着すら湧わいてしまっているメルの小屋。そして、サビトの小屋だった。

（何で俺……ベッドで寝てるんだ？）

　サビトがこのベッドを使ったのは、初日の一度だけだ。それ以降はメルが使用しているはず。その証拠に枕まくらや布団ふとんからは、彼女の甘い残り香がほのかに漂っている。

（ってコトは、まさかメルがリビングで寝てるのか？　くそ、不覚だ）

　舌打ちしながら上体を起こし、ふと傍かたわらを見ると。

　そこに、メルがいた。ベッドの横に椅子を置き、布団にうつ伏せて寝息を立てていた。

（な、な、何してんだこいつ！　俺もすぐに気付けよ！）

　不覚どころの話じゃない。生まれてこの方、こんなに至近距離まで誰かの接近を許したことは初めてだ。眠りが深過ぎたからか？　殺気がなかったからか？　それとも、俺はこいつをそこまで信用しているとでも……

（というか、何だよこの状況。これじゃ俺が、病人か怪け我が人みたいじゃねえか）

　困惑しつつボリボリと頭を搔かいていると、メルの体がモソリと動いた。

　どうやら目覚めたらしい彼女は、片目を擦りながら顔を上げ、こちらに微笑ほほえんできた。

「あ、サビト……おはようございます」

「今は夜だろう」

　闇やみに包まれた窓の外を示し、さりげなくメルから視線を逸そらす。前傾姿勢になったその胸元から、深い谷間が覗のぞいていたからだ。

「もしやお前、俺のせいでベッドが使えなかったのか」

「いえ、サビトをここに寝かせたのは私自身です。北門から小屋まで運んでくるの、大変だったんですから」

「運んできた？　俺を？」

「はい。村の人には手て伝つだってもらえなくて……」

　悄しよう然ぜんと告げてきたその言葉に、サビトはたちまち状況を思い出した。

　……そうだ。自分は確か、竜人レドルグとやり合ったのだ。そして奴やつの一撃を食くらい、あり得ないほど吹っ飛ばされたのだ。

　攻撃は刀でギリギリ防いだので、体に深刻な負傷はない。が、そこからの記憶が一切ないということは、木か地面に頭をぶつけて伸びてしまったんだろう。

「サビト、痛む所はありませんか？　大丈夫ですか？」

　心配そうにメルが身を乗り出してくる。深夜の寝室であまり引っつかないで欲しい。

「も、問題ない」

「……申し訳ありません。竜人レドルグとの戦いなんて、契約にはなかったのに……」

「そちらも問題ない。お前こそ無事なのか。というか、その竜人レドルグはどうした」

「セルサーレは、あれからすぐに去っていきました。ただ、死者が一人出てしまいました……ルベリスさんです」

「それと、隊長の右腕か」

　メルが項垂うなだれ、力なくコクリと頷うなずく。

　サビトが《地ち仙せん・影えい遁とん》でセルサーレなる竜人レドルグに忍び寄ったときには、すでにジュガロの腕は粉々にされていた。メルが言うには命に別状はないとのことだが、いずれにせよ彼が受けた被害は甚じん大だいだ。

　おそらくジュガロはもう……先陣に立っては戦えないだろう。彼が右利きであったことはサビトも知っている。それは戦士として、あまりに致命的な傷だった。

　と、そこでメルが椅子ごと身を退き、サビトから離れた。行儀よく座り直すと、何やら逡しゆん巡じゆんしたのちに再び話し出す。

「それから、私は別に負傷していません。負傷したことはしたのですが……治りました」

「治った？」

「はい。私には……自己治癒魔法が備わっていますから」

「魔、法？」

　怪け訝げんに復唱するサビトを、メルが意を決したように見詰めてくる。膝ひざの上に重ねられた手が、強く固く、グッと握り締められていた。

「私は──【竜落子ドラグリーズ】なんです」

「…………」

「昨夜やってきた男……彼こそがまさに、この地域を支配する【竜公アポステル】セルサーレです。数ヵ月前、私はあの男に単独で挑み、あえなく敗やぶれました」

「アレに一人で挑んだだと？」

　いかにメルが強いとはいえ、さすがに無謀過ぎる。

　ほんの数秒やり合っただけだが、あの男がどれほど常軌を逸した化け物であるかは、サビトにも嫌というほど分かった。

　セルサーレに接近したとき、全身に駆け巡った強烈な悪お寒かん。それに伴う動どう悸きと発汗。さらには耳鳴り、目眩めまい、吐き気……まさかあれが、「恐れ」というものか？

「ごめんなさいサビト、今まで黙っていて……」

　深々と頭を下げてきたメルに、サビトは後頭部を摩さすりつつ首を振った。

「謝罪には及ばぬ。お前が何者だろうと、俺には関係ない」

「でも、私には竜人族レドルグの血が……」

「問題ない。ひとたび契約を結んだならば、たとえそれがダンゴムシだろうと忠節を尽くす──シノビとはそういうものだ。それに、問題は俺のことより村人たちだろう？」

　メルは先ほど、「サビトを小屋へ運ぶのを、誰も手て伝つだってくれなかった」と言った。

　それが何な故ぜなのかは、容易に推測できる。村人たちもまた、メルが【竜落子ドラグリーズ】であることを知ってしまったからだ。

　大陸の人間は、竜の眷けん族ぞくたる【竜落子ドラグリーズ】を忌き避ひするものだという。

　メルが【竜落子ドラグリーズ】だと知った村人たちが、彼女をどう思ったか……それはこの塞ふさぎ込んだ表情を見れば明白だった。

「それで、お前は今どういう状況にある？」

「小屋で待機しているようにと言われています。居住区の方には来ないでくれ、と」

「……そうか」

　その後の説明も、聞けば聞くほど閉口するものだった。メルは村人との接触を一切禁止され、食料の供給すら拒否されているらしい。一時は激げき昂こうした兵士に刃を向けられ、あわや流りゆう血けつ沙ざ汰たになるところだったそうだ。

　最終的に下された結論は、小屋での軟禁。しかも荷物をまとめておけと言われているとのこと。それは暗に、「村を出ていけ」という宣告に等しかった。

「無理もありません。私はずっと村のみんなを騙だましてきたんですから」

　……かつてジュガロは、サビトに言った。「もし【竜落子ドラグリーズ】なら隠さずに言え」と。「後になって判明しては、我々はきっと受け入れられない」と。

　あの時の言葉が、まさかメルに跳ね返ってしまうとは……何とも皮肉な話だ。

「実はこれまで訪れてきた町でも、何度か正体がバレたことはあったんです。だからこういう状況には慣れています。もしも心配して下さってるなら──私は大丈夫です」

　それが瘦やせ我慢であることは、一目瞭然だった。拒絶に慣れている者が、こんな赤い目はしない。

　……彼女は今まで、正体がバレるたびに独りぼっちになってきた。命を懸けて人々を守り、地道に築き上げた信頼を、そのたびにフイにしてきたのだろう。馬鹿正直に罵ば声せいを受け止め、馬鹿正直に謝罪し、逃げるように各地を流れてきたのだろう。

　何だか少しイラついてしまう。こいつのお人ひと好よし加減もそうだが、馬鹿正直な人間が馬鹿のまま排除される大陸の現実に、たまらなく腹立たしさを感じる。

　シノビとて、異端と忌み嫌われる存在だ。が、そこに憤いきどおりはない。そう思われても仕方のないことを、実際にシノビはしているのだから。

　でも──一体メルが何をしたというのだ？

　重苦しい沈黙が支配する室内に、虫の音だけが涼やかに流れる。

　しばしそれに聞き入ったのち。サビトはおもむろにベッドの上で胡座あぐらをかいた。

「メル」

「……はい」

「どうせ眠ることもできまい。せっかくだから、少し俺のことを話してやろう」

　唐突な切り出しに、メルが「え？」と目を丸くする。

　何な故ぜそんな気になったのかは、自分でも分からない。ただ、きっと今くらいしか話す機会もないだろう……何となくそんな気がしたのだ。

「そもそも俺が大陸に来たのは、シノビの頭領になるためなんだ」

「頭領……？」

「その試験として、『竜人レドルグを狩ってこい』って言われたんだよ。最初は割と軽い気持ちだったけど……アレを倒すのはかなり大変だな」

　あえて普段の口調をやめて、地の自分で話す。

　これはシノビではなく、サビト個人の身の上話なのだから。

「里には次期頭領候補のシノビが二人いて、それが俺と……アトリって幼おさな馴な染じみだ」

「アトリさん、ですか」

「言いたかねえが優秀な奴やつでよ。ガキの頃は子分だったが、今じゃ正直なトコ勝てるか分からねえな」

「サビトと同等か、それ以上……シノビって、本当に凄すごい人たちなんですね」

　メルが腰を浮かし、再び椅子ごと寄ってくる。どうやら興味を持ってくれたらしい。

「サビトはどうして、頭領さんになりたいのですか？」

「う～ん、ずっとそれを目指して生きてきたから、としか言えねえけど……まあ強いて理由があるとすれば、父ちゃんと母ちゃんにそう言われたからかな？」

「ご両親に？」

「ガキの頃にまとめて死んじまったけど、『お前には素質がある』『きっと里一番のシノビになる』って、いつも俺に言ってた記憶がある。多分その刷り込みだ」

「期待してたんですね、サビトのこと」

　メルが口くち許もとを綻ばせる。彼女が笑っただけでも、話す価値はあった。

「一度ご挨あい拶さつしたかったです。サビトのご両親に」

「主君です、ってか？」

「ガールフレンドです、でもいいですよ？」

　悪戯いたずらっぽく言ってから、メルはやけにしみじみと、窓の外の月に目を向けた。

「実は私も、両親からは期待されていたんです。『お前はきっといいお嫁さんになる』『早く素敵な人を見付けなさい』って。だから家事全般は、かなり頑張ってきました」

「お前の両親って……」

「育ての親の方です。実父はもちろん竜人レドルグであり、いつか必ず倒さねばならない敵です」

「母親は、人間なんだよな」

「はい。顔も覚えていないのですが……【竜落子ドラグリーズ】として生まれた赤子の私を、殺される前に連れ出し、人間の手に託してくれた恩人です」

「殺される前に、人間の手に……」

　メルの母の気持ちは分かる。たとえ望まない形だったとしても、自分が腹を痛めて産んだ子だ。出来損ないだからと始末されるのを黙認できるわけがないだろう。

「引き取ってくれた義父と義母は、私を実の子たちと分け隔てなく育ててくれました。一人の『人間』として、『娘』として、普通の幸せを手に入れて欲しいと……そう願ってくれる優しい家族でした」

「なら、そうすればよかったじゃねえか。何で剣を取った？」

　問うと、メルは強い眼まな差ざしで真っ向からサビトを見詰めてきた。

「以前にも言いましたが、私の故郷はもうありません。育ての親も、兄弟も、親しい人たちも、その時に全すべて失いました。あの頃の私は、まともに剣なんて使えなくて……」

「…………」

「私は、二度とあんな悲劇を見たくないのです。かつて私の周りにあった、あの温かな世界を取り戻したいのです。だから剣を取りました。悲劇の元凶たる、竜人レドルグを討つために」

「人間たちに掌てのひらを返されてもか」

「もちろんです。私の戦いは、自分自身の意思によるものですから。【竜落子ドラグリーズ】であるにも拘かかわらず、愛情を与えてくれた人たち……私はその人たちに報いるために『剣聖女エペリーゼ』となったのです」

　だからメルは、両親の期待に背いた。「人間」として育てられたが故に、「人間」を救うことを選んだ。

　過去に確認された【竜落子ドラグリーズ】は、その全員が人間に味方したという。彼らにもまた……彼らなりの「そうする理由」があったのかもしれない。

「お前は本当に、筋すじ金がね入りのお人ひと好よしだな」

「望むところです。ヒノモトには確か、『情けは人のためならず』という格言があるのでしょう？　誰かに優しくすれば、それはきっと自分や誰かに返っていく……だから私は、サビトにもこの村に歩み寄って欲しいと」

「ああ分かった分かった。ったく、口うるさい娘に育てられやがって」

「ちょっと、人の親を悪く言わないで下さいっ。サビトが好きなシチューだって、お義か母あさんから教えてもらった──」

　ふと、そこでメルが言葉を止めた。

　その理由はサビトにも分かっていた。小屋へと誰かが近付いてくる気配がしたのだ。

「村の人ですね。誰でしょうか……」

　途端に不安げな顔になったメルに目配せし、とにかく二人でリビングに移動する。

　……数分後。明確な足音が迫り、玄関のドアが小さく叩たたかれた。

　メルを残してドアに近付き、外へ向けて告げる。

「コルナか」

「あれま、よく分かるね。そうだよ」

　閂かんぬきを外して扉を開くと、果たしてそこに恰かつ幅ぷくのいい中年女性が仁王立ちしていた。

「夜分遅くにすまないね。『剣聖女』様はいるかい？」

　どう答えたものか思案するより早く、メルの姿を認めたコルナが押し入ってくる。

　ジュガロにも劣らぬ猛進に突き飛ばされ、サビトは不覚にもたたらを踏んでしまった。

「コルナさん……」

「『剣聖女』様、あんたに訊ききたいことがあって来たよ」

　メルの眼前に立ったコルナが、挨あい拶さつもなく強い語調で言い放つ。メルが子犬のようにビクリと畏縮したのが見えた。

「あんたは、自分の怪け我がを治すことができる。それが【竜落子ドラグリーズ】としての、あんたの魔法能力……そうだね？」

「……はい」

「他の人に使うことはできないのかい？　例えば、ジュガロ坊の右腕を治すとか」

「そ、それは」

「ああ、いいよいいよ、分かってる。そんなことができるなら、あんたならとっくにやってるだろうさ。私が訊きたいのは、そんなことじゃないんだ」

　依然として憤慨しているコルナに、サビトは対応を決めかねていた。

（やっとメルに元気が出てきたトコなのに……）

　いっそのこと、当て身を食くらわせて気絶させるか……迷うサビトに構わず、コルナがいきなり銀髪少女の手をグイと摑つかんだ。

「あんたは怪我をしても、魔法で治せる。だからこんなに綺き麗れいな手をしてんだろ？」

「ご、ごめんなさ……」

「でも──痛みがないわけじゃないんだろ？」

「え……？」

「それをずっと我慢して、私たちを守ってくれてたんだろ？　ねえ『剣聖女』様、あんたは今まで……この村のためにどれくらい傷付いてきたのさ」

「私は別に、そんな」

「いいから正直に言いなっ。今までどんな怪我をしてきたんだい！」

「……斧おのの一撃を、肩と脇わき腹に受けたことがあります。全身に矢を射られたことや、眼球を切られたことも……あと、骨折や内臓破裂は頻繁に……」

　それを聞いたコルナが、深く嘆息する。そのままメルを抱き締め、「可哀かわい想そうに、痛かったね」と涙声で呟つぶやく。

「ホント、私たちは大バカだね。いくら怪我してるのを見たことないからって、疑問にすら思わなかったんだから。あんなバケモノの軍勢相手に、女の子がいつも無傷だなんて……そんなこと、あるワケないだろうに」

「…………」

「あんたがどれだけ私たちのために頑張ってきたか、傷付いてきたか、みんな分かっちゃいない。【竜落子ドラグリーズ】だってことに大騒ぎして、この子がやってきたことを思い返そうともしない。私はそんなの納得できないよ」

「コルナ、さん……」

　メルはもちろん、サビトも当惑している。

　この人がやけに怒っているのは、ひょっとしてメルではなく、村人たちに対してか？

「待ってておくれ。私がみんなを説教してやるから。あんたがいたから今の村があるってことを、恩知らずなバカどもに言い聞かせてやるから。……それと、サビト坊！」

　いきなり矛先を向けられ、サビトまでビクリとなってしまった。

「な、何だ」

「まさかあんたまで、この子のこと拒絶したりしないよねっ？」

「無論だ。シノビに契約の途中放棄はない」

「……それを聞いて安心したよ。よかった、あんたがいい子で」

　そこで用は済んだとばかりに、コルナが早々にドアへと引き返す。扉の前で一度立ち止まった彼女は、ようやくサビトにいつもの快活な笑え顔がおをよこしてきた。

「もちろん、あんたにも感謝してるよ。村のために戦ってくれて、ありがとうね」

「俺は雇われているだけだ。礼ならメルに」

「あはは、カッコいいじゃないのさ。なら感謝ついでに頼むよ。今はサビト坊だけでも、この子の傍そばにいてあげておくれ。私たちの『剣聖女』様を、支えてあげておくれ」

「……承知した」

「彼氏なんだから、しっかりしとくれよ」

「か、彼氏!?」

　目を剝むいて驚きよう愕がくしたサビトを置いて、コルナは「ジュガロ坊、フラれちゃったねえ」と笑いながら去っていってしまった。

　やがて足音が消えたのを確認して、さりげなくメルを見やると。

　彼女はその場にうずくまり、子供のようにメソメソと泣いていた。





　　　　２






　残念ながらコルナの説得は難航しているらしく、メルの自宅待機はそれからも続いた。

　が、そこに一つだけ変化があった。しばらくは剣を握れないだろうと思われたメルが、吹っ切れたように行動的になったのだ。

「サビト。これからは私たちから打って出ましょう。亜人たちの陣営に奇襲をかけ、少しでも敵の数を減らしていくんです」

「カチコミか……まあ、守るより攻める方が楽ではあるが」

「でしょうっ？　サビトと二人なら、そういう手段も可能だと気付いたんです。シノビの鼻をもってすれば、亜人の居場所を突き止めることができますから！」

「俺は別に、匂いで敵を感知してるわけではない。そもそもお前、小屋を抜け出していいのか。勝手な行動をしては村人たちの疑念をさらに深めるぞ」












「幸い私には、監視の目がついているわけではありません。だけど念のため、夜に動きましょう。今日きようからは夜型人間です」

「……不良になっちまったな、お前」

　ともあれ、奇襲自体は悪い案じゃない。こちらから攻め入るという事態は、少なからず亜人たちの動揺も誘えるだろう。

　ジュガロを欠いたせいで、今の自警団は士気が落ちている。これまで通りの籠ろう城じよう戦に限界が来ているのも事実……だからサビトは、メルの提案に乗ることにした。

　──それからというものの、サビトとメルによる連夜の「亜人襲撃作戦」が始まった。

　少数で動いている妖人ゴブリンや豚人オークたちを優先的に狙ねらい、秘密裏に殲せん滅めつする。主戦はサビトが務め、逃げた敵はメルに対処してもらう……多少の討ち漏らしを気にせず戦えるのは、とても有り難かった。

「サビト。今日はＢパターンで行きましょう」

「……何だそれは」

「あえて一体だけ逃がして追跡するんです。合流した部隊が寡兵なら、そちらも叩たたいてしまいましょう」

「それが『びーぱたーん』か。初耳だが、了解した」

　やけに活いき活いきとしているメルに若干の訝いぶかしさはあったが、彼女が言うには「こうやって誰かと連携して戦うのが、とても新鮮だ」とのことだった。

　今までは魔法能力を隠すため、常に単独で行動してきたらしいので、その反動なんだろう。「吹っ切れた」と言うより、「開き直った」と言えなくもないが。

「さあサビト、今夜も朝まで励みましょうっ」

「誤解を招く発言はよせ」

　──そんなことを二週間近く繰り返し。

　日増しに息が合っていく二人が屠ほふった亜人は、実に三千体以上。

　その間、亜人が村を攻めてきたのは、二回だけだった。







　メルが夜型人間になったと言っても、サビトの日課が変わったわけじゃない。

　彼女と違って自宅待機をする必要がないサビトはそれ以降、毎日の巡回を一人で続けることになった。

（実際のところ、見回りに大した意味はないんだけどな……）

　亜人たちが村へ近付いてくれば、サビトは小屋にいてもその気配が分かる。敵に陣営内への侵入を許すほど、シノビは間抜けではない。

　どうせまた夜に動くことを考えれば、本当は休んでおくべきなのだが……セルサーレに出し抜かれたことで、そう吞のん気きなことも言えなくなってしまった。

　サビトは、あの竜人レドルグが北門に現れるまで──気配に全く気付けなかった。あの不覚がある以上、巡回は疎おろそかにできない。実際に目で見て回るしか対処方法はないのだ。

（【竜公アポステル】セルサーレか。とんでもねえバケモノがいたもんだぜ）

　……いざ戦った所見を述べると、「洒落しやれにならない」というのが正直なところだった。

　影からの不意討ちを読まれたことも、そのあと腕一本であしらわれたことも、確かに屈辱だ。だが、何よりサビトの矜きよう持じを傷付けたのは──女みたいに華きや奢しやなあの青年を前にして、己の心が一瞬怯ひるんだことであった。

（ビビッたってのか。この俺が）

　認めたくない。が、認めざるを得ない。

　とにかくあれ以来、サビトの夢には毎晩セルサーレが出てくる。両手を竜の腕に変え、長髪を三つ編みにして、内股で追いかけてくる。夢の中でも洒落にならない男だ。

（チッ、だからどうした。どのみち竜人レドルグを狩らなきゃヒノモトには帰れねえんだ。それよりも問題は、あの野郎に刀が効かなかったことだ）

　竜の鱗うろこが、あれほど固いとは思わなかった。否いな、おそらく奴やつは特別だ。

　竜人族レドルグは基本的に、単一の魔法属性しか持たないという。そしてセルサーレは、氷の魔法を操る竜人レドルグ……あの異様な鱗の硬度は、氷を覆った二重外殻のためと見た。

　あれを一体──どうやって打ち破やぶる？

（普通に考えりゃ、火か。しかしサラッと炙あぶったくらいで溶けるモンでもねえよな。最低でも強火で一分、中火で三分……そんな隙すきはくれないだろうが）

　そんな思案を巡らせ防壁に沿って歩いていると、やがて物もの見み櫓やぐらの一つが迫ってきた。

　何の気なしに頂上を見上げる。するとそこに──ジュガロの姿があった。

（隊長？）

　彼が物見に立っているとは珍しい。自警団のリーダーたるあの大男は、普段なら詰所に控えて指示を出しているのが専らなのだ。

（もう怪け我がはいいみたいだな。しかしあいつ……見張る気があんのか？）

　櫓の縁にもたれかかって遠くを眺めている姿に、いつもの覇気がない。

　方々に視線を巡らせるわけでもなく、ただぼんやりと呆ほうけているその姿は、単なる大きなカカシと言える。彼らしくもない怠慢な勤務態度だった。

　……普段のサビトなら、黙ってその場を離れていただろう。

　しかし今や、村を取り巻く状況は一変している。そしてサビトは、彼に言っておきたいことが一つある。

　ここで会ったのも縁……そう決めて地面を跳躍し、梁はりや柱をトントンと蹴けりつけ、サビトは櫓の頂上へと一気に駆け上がった。

　いきなり現れた黒い影に、たちまちジュガロが振り返ってくる。こちらの顔を確認したその顔が、みるみる不機嫌になっていくのが分かった。

「……君か」

「養生は終わったのか、隊長」

　こちらも負けじと仏頂面で話しかけてやると、ジュガロは自虐的な笑みを浮かべ、包帯に包まれた自分の右肩を見せてきた。

「このザマでは、できるのは見張りくらいだからな」

「卑屈なことを言うな」

「そんなつもりはない。それに、皆にはまだ疲労が残っている。体力ではなく、精神的な疲労がな……で、何か俺に用でもあるのか」

　相変わらず非友好的な「村の英雄」に、サビトは一歩ズイと詰め寄る。

「お主に説教をしに来た」

「何？」

「かつて隊長は『一人の暴走が、周りにも悪影響を及ぼす』と俺に言った。しかるに先日、お主が竜人レドルグに取った無謀な行動……あれを暴走と言わずして何と言う」

「…………」

「お主はこの村の指揮官だろう。俺と違って、自分が替えの利かぬ存在だということを自覚せよ。あと、見張りは真面目まじめにやれ」

「……まさか君に説教されるとはな」

　激げき昂こうして摑つかみかかってくるかと思ったが、意外にもジュガロは小さく肩をすくめただけだった。そのままこちらに背を向け、再び前方に広がる森林を漫然と眺め始める。

　吹きつける風は強く、ことさらに荒々しかった。

「メルが、【竜落子ドラグリーズ】だったとは……」

　やがて独り言のようにポツリと呟つぶやいたその背中に、サビトは冷たく言い放った。

「裏切られた気分か？　ついでにそちらも説教しておく。裏切られたのは、本当にお主たちか？」

「…………」

「悪いが俺には、人間と【竜落子ドラグリーズ】との確執は分からぬ。俺に分かるのは、メルがこの村のために戦ってきたという事実だけだ」

「大陸の人間でない君に、この気持ちは分からない。俺はこの村で生まれ、十一の頃から剣を振るってきた。そして数え切れない戦友を、仲間を失ってきた。君は経験があるか？　肉親の、親友の生首が……氷漬けにされて送られてきた経験が」

「生首……反論はできぬな」

「魔法とは、竜人レドルグの象徴だ。人間を滅亡に追いやる忌むべき力だ。それを駆使する存在とどうして分かり合える？」

　ジュガロが振り向き、射るような眼光でサビトを見据えてくる。

「そしてそれは、君にも言えることだ。落雷を操り、影に潜る……そんな超常の技を操る者など、たとえ【竜落子ドラグリーズ】でなかろうと俺は信用できない。その力が、何かの弾みで我々に向かないと、誰が断言できる？」

「そこについても反論できぬ。俺はヒノモトにおいて、多くの『人間』を忍法で葬ほうむってきた。だが、メルは違う。あいつがお主たちの敵になることはあり得ん。それを理解できる者がコルナ一人とは、この村は今までメルの何を見てきた？」

「君の言いたいことなど分かっている。俺たちは君などより、ずっとメルとの付き合いは長いんだ。だが……割り切れと言うのか？　俺に、みんなに、魔法にすがれと……」

「魔法とは、シノビの刃と同じく『虚うつろ』なものだ。そこに意思を与えるのは、あくまでも使う者なのだ。魔法もシノビも、使い方によって毒にも薬にもなる……だからこそ我らは、契約者の分か身げを名乗る」

　拳こぶしを震わせるジュガロに構わず、サビトはそこで回れ右をした。とりあえず言いたいことはそれくらいだ。

　速やかに退散すべく、櫓やぐらを飛び降りようとしたところ。

「サビトくん」

　不意に呼び止められ、サビトはまた回れ右をすることになった。

「何だ」

「君は──メルのことをどう思っている」

「メルのこと？　主君として特に不満はない。少し口うるさいが」

「では女性としてはどうだ。一人の少女としての彼女を、君はどう思っている？」

　……これは何を意図した問いだろうか。「乳がでかい」とか「太ふと股ももがムチムチ」とか「意外にもパンツは黒だ」とか、そんな返答でいいのだろうか？

「君も気付いているんだろう。俺のメルへの想いを」

「う、む？」

　よく分からないがそう白状するのも癪しやくなので、とりあえず頷うなずいておく。

「今ここで君と話すことができたのは幸いだ。このまま君に譲るには……俺はあまりに彼女へ心を伝え過ぎてしまった」

「な、なるほど」

「サビトくん。少し顔を貸してもらえるか」

「よかろう。……へ？」

　勢いで首しゆ肯こうしてしまったサビトを置いて、彼はそのまま梯子はしごを降り始めてしまった。
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　ジュガロに連行されてきたのは、メルとサビトの小屋だった。

　足取りからして、何となくそちらへ向かっている気はした。が、サビトは未いまだにその真意が摑つかめないままであった。

（メルに会わせていいんだろうか……）

　セルサーレが村に現れた夜から、すでに半月以上。村人たちのメルへの敬遠は今なお続いている。ご丁寧に小屋への道も、柵さくで封鎖されている有り様だ。

「せめてジュガロ坊を説得できればねぇ」……一日置きに食料を届けにくるコルナも、毎度そう愚ぐ痴ちっていた。つまりジュガロもまた、メルに否定的な見解を持つ一人なのだ。

「メル。ジュガロだ、出てきてくれないか」

　扉の前に立つなり、ジュガロが小屋へと声をかける。

　……程なくしてドアが遠慮がちに開き、銀髪少女が遠慮がちに顔を出してきた。小動物のごときその卑屈な所作に、家臣としては嘆かわしさを感じてしまう。

「ジュガロさん……」

「しばらくだったなメル。君と話がしたくて来た」

　如によ実じつな躊躇ためらいを浮かべる彼女の瞳が、ジュガロの後方にいるサビトに向けられる。

（どうしてサビトとジュガロさんが？）

（俺にもよく分からぬ）

（どうしましょう……）

（話を聞くしかあるまい）

　合わせた視線の中で、素早くそんな意思疎通を交わす。図らずも「亜人襲撃作戦」によって身についた『あいこんたくと』だった。

　やがてメルは観念したように外へ出ると、ジュガロの前へと歩を進めた。忙せわしなく目を泳がせ、スカートの前で組んだ両手をしきりにモジモジさせている。

「ジュガロさん、右腕の方は……」

「不幸中の幸いと言うべきか、傷口が凍っていたので失血はほとんどなかった。しばらくは不自由な生活になるが」

「そう、ですか……」

「この右腕に関しては、俺の自業自得だ。竜人レドルグを前にして、己の立場も忘れて逆上してしまった代償だ。先ほどサビトくんにも叱しかられた」

　そこで一度、ジュガロが言葉を切る。

　途端に訪れた息の詰まるような静寂の中、隻腕の戦士はややあって再び口を開いた。

「メル。君が【竜落子ドラグリーズ】だと知ってから、俺はずっと心の整理がつけられずにいた」

「…………」

「君に竜人族レドルグの血が流れている……俺にはそれが、右腕をなくしたことよりもショックだった。今でも信じられないし、信じたくない」

「隠していたこと、本当に申し訳ありません……」

　木漏れ日が差し込む往来に、重苦しい空気が広がっていく。

「【竜落子ドラグリーズ】には、人間に味方する者がいる……それは俺も知っている。だが、君たちが持つその魔法能力は、やはり我々にとって大きな脅威なんだ。たった数件の前例だけで、俺たちは【竜落子ドラグリーズ】を信用するわけにはいかないんだ」

「……理解しています」

「はっきり言おう。やはり君には、村を去ってもらうべきだと思う」

「…………」

「君という戦力を欠くのは、確かに村にとっては痛手だ。だが、これは人間の戦いだ。他種族たる竜人レドルグ、妖人ゴブリン、豚人オーク、翼人ハーピー、馬人セントール──奴やつらとの生き残りを懸けた、人間による人間のための戦いなんだ。だからこそ、もう君に助けは請こえない。【竜落子ドラグリーズ】もまた……人間ではないのだから」

「わ、私は──」

　必死に何かを訴えかけようとしたメルを、すかさずジュガロが左手を上げて制した。

「しかし、これはあくまで『隊長』としての意見だ。次はジュガロという男の、個人的な意見を言わせて欲しい」

　真まっ直すぐに銀髪少女を見詰め、英雄は決然と二の句を継ぐ。

「俺は、君にここを去って欲しくない。その理由は、以前に言った通りだ」

「あの話は……」

「俺はあれを撤回する気はない。俺が見てきたのは『剣聖女エペリーゼ』ではなく、メルシオーネという一人の少女なのだから」

「でも、私は」

「隊長としての立場がそれを邪魔するというなら、俺はその座を降りる」

　ジュガロの宣言に、サビトはつい「ちょっと待て」と口を挟んでしまった。

　こいつは何を言っているんだ。どうして彼が「隊長を辞める」なんて話になるのだ。もし自暴自棄になっているのなら、何とか説得せねばならない。

「あまり短慮を起こすものではない。隊長が隊長を辞めたら、誰が村を率いるのだ」

「俺にそれを決意させたのは、君なのだがな」

「どうしてそこで俺が出てくる。俺は単なる、メルの影だ」

「それが目障ざわりだと言っているんだ。常にメルの傍そばにいる、君という存在がな」

「え……」

　──サビトはそこで、ようやくジュガロの真意が分かった気がした。

（まさか隊長って、メルに惚ほれてんのか？）

　これまでの彼の態度が、その瞬間にことごとく腑ふに落ちる。

　そうか。だからジュガロはあんなに自分を毛嫌いしていたのか。「メルのことをどう思っている」とは、「俺のメルへの想い」とは、ついでにコルナの「ジュガロ坊、フラれちゃったねえ」とは──そういうことだったのか。

　想おもいを寄せている少女が、ある日いきなり男を紹介してきて「この人と一緒に暮らします」などと言い出したら……そりゃ目の敵にもされるだろう。

（シノビともあろう者が、こんな簡単な男心も読み取れないとは……）

　痛恨の表情を浮かべるサビトをよそに、ジュガロが改めてメルへと向き直る。

「メル。今ここで、あの時の返事を聞かせて欲しい。ただし」

　続きその左手が、腰の大剣を引き抜いた。

「その前にまず──俺とサビトくんの勝負を見届けてくれ」




　唸うなりを上げて飛んでくる斬ざん撃げきの嵐を、サビトは先ほどからひたすら避け続けている。

　荒れ狂う剣刃は、威力は凄すさまじいが速度は大してない。なので回避することは容易だったが、問題は反撃に回れないことであった。

（隊長の奴やつ、このために俺を連れてきたのかよ！）

　おそらくジュガロは、サビトを恋敵だと思っているのだろう。どちらがメルの相手に相応ふさわしいのかを、安直にも腕力で決める気なんだろう。動物並みの発想だ。

　……正直、とんだ言いがかりである。サビトとメルの関係は「主従」なのだ。

（メル、お前からも言ってやってくれ）

　視線で助けを求めたが、メルはその場にポカンと佇ちよ立りつしているだけだった。

　あまりの急展開に、まだ何が起こっているのか把握できていないようだ。ジュガロを止められる可能性があるのは、彼女だけなのに……

（是非もねえ）

　こうなったら相手になるしかない。ただし、この勝負を最大限に利用させてもらう。

　徒労はゴメンだ。シノビは現実主義者であり、合理主義者なのだから。

　暴風のごとき大剣をスルスルとかわし、サビトはひとまず間合いから脱した。

「どうした！　逃げるだけか！」

　なおもジュガロが突進してこようとする。が、彼はすぐに急停止することになった。

　目の前の地面に──おびただしい刺とげ状の固形物がばら蒔まかれていたためだ。

「これは……」

「マキビシという。踏んだら痛い故、気をつけろ」

　とりあえず注意してやると、ここぞとばかりにさらなる会話を試みる。

「隊長よ。お主はこの勝負に勝てば、メルが手に入るとでも思っているのか？」

「思ってはいない。だが、君との決着なくして彼女の返事を聞くつもりもない。これは俺の、ただのワガママだ」

「そのワガママに付き合わせるなら、俺にも見返りを用意するのが筋であろう」

「……何？」

「俺の仕事は、亜人を斬きることだ。それ以外で汗をかく気はない。俺と戦いたいならば、相応の対価を要求する」

「対価だと？」

　太い眉をひそめたジュガロに、サビトは大きく頷うなずいた。

「俺が勝ったなら、隊長には仲介役を果たしてもらう。メルを再び受け入れるよう、リーダーとして皆を説き伏せてもらう。それが勝負を受ける条件だ」

「隊長としての俺の意見は、先ほど言ったはずだ」

「そこを曲げて頼んでいるのだ。断ると言うなら、俺は逃げる。せいぜい不戦勝を喜べ」

　不利な交渉だとは思ったが、ジュガロの性格なら必ず乗ってくれると信じていた。

　事実、彼は一つ深呼吸をしたのち、剣を構え直して告げてきた。

「皆を説き伏せる……その条件で勝負を受けるんだな？」

「受けよう。俺が負けたらメルとの契約も解消し、村を去ってやる」

「いいだろう！」

　ジュガロが吠ほえ、マキビシの上を一気に飛び越えてきた。

　猛然と迫るその巨体に向けて、サビトは懐より取り出した飛び道具を放つ。

　十字の形をした手裏剣……名前もそのまま、「十字手裏剣」である。

「馬鹿め！　そんな小こ細ざい工くが──」

　飛来したそれをジュガロが剣で薙なぎ払はらおうとした、その時。

「《風ふう仙せん・曲きよく刃じん》」

　手裏剣が軌道を変えた。

　サビトが呟つぶやきつつ印を切ると同時に、手裏剣は意思を持ったかのように不自然な弧を描き──剣をかわして、ジュガロの左手を覆う手甲に突き立った。

「！」

　僅わずかに怯ひるんだジュガロを見逃さず、今度は五指に挟んだ手裏剣をまとめて投とう擲てきする。

　それらもまた迎撃を異なる動きで回避し、全すべてがジュガロの手の甲へと命中した。

　攻撃どころではなくなったジュガロに、サビトは抜刀しつつ自ら近付いていく。

「俺の打った物は、一直線には飛ばん。急所を狙ねらわれなかったことを感謝しろ。それとも──一思いに雷でも落とした方がよかったか？」

　ジュガロの瞳に、明らかな戦せん慄りつが浮かぶ。鮮血を滴したたらせながらも剣を手放さない闘争心は、さすがだと言えよう。

「どうだ隊長。俺の『魔法』は、メルのそれよりも危険で悪質であろう？　しかしシノビは【竜落子ドラグリーズ】にあらず──お主らと同じ人間だ」

「…………」

「【竜落子ドラグリーズ】には過去、人間に味方してきた前例があると言ったな。その前例をメルがまた一つ作るだろう。そろそろお前たちも、凝り固まった認識を改めろ」

「き、貴様に何が分かると言うんだ！　大陸の人間でもない貴様に！」

「恩義は返すべし。厚意を受けた者には、それに応える義務がある、ということだ」

「綺き麗れい事ごとを……ほざくなああ！」

　とうとう眼前にまで迫ったサビトに、ジュガロが剣を振り下ろす。

　その一撃が頭上に落ちる前に、サビトは刀を閃ひらめかせていた。

　手首、肩口、胸部、腹部、脚部──ジュガロのありとあらゆる場所に、容赦ない峰打ちを叩たたき込む。打撃音の連続は一つに繫つながり、長い旋律となって辺りに響き渡った。

「が……」

　ガクリと落ちた顎あごを、とどめとばかりに柄尻じりでかち上げてやると、彼の巨体がもんどりを打って地面に崩れ落ちた。

「や、やめて下さい！　どうして二人が戦うんですか！」

　直後、ようやくメルが叫びながら仲裁に入ってくる。

　サビトは刀を収めつつ「遅ぇよ」と突っ込んだ。
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　目の前で唐突に始まった決闘から、二時間ほどが過ぎた頃。

　ベッドに寝かせていたジュガロが、やっと意識を取り戻した。

「あ、ジュガロさん……」

　微かすかな呻うめきと共に目を開けた彼に、メルは一いつ旦たん作業の手を止めて胸を撫なで下おろす。

　ジュガロの全身は至る箇所が痛々しく腫はれ上がっていて、濡ぬれたタオルで冷やすのが追いつかないほどだった。しかも腫れはどんどん酷ひどくなり、体は熱を持つ一方で、気が気じゃなかったのだ。

「メ、ル……」

「まだ起きちゃいけません。安静にしていて下さい」

　とりあえず水差しを手に取り、ジュガロの口にゆっくりと流し込んでやる。

　拒絶することなく介護を受けてくれた彼に、メルはまた一つホッとした。

「ここは……？」

「私の小屋です。さすがにジュガロさんの自宅まで運ぶことはできなくて」

「君が、運んでくれたのか」

「サビトに頼みました。かなり文句を言っていましたけど、ジュガロさんをこんなにした張本人なんですから」

　その張本人は、ジュガロを寝室まで運ぶと、早々にどこかへ雲隠れしてしまった。帰ってきたら改めて説教をしようと思っている。

「申し訳ありません。まさかジュガロさんにここまでするなんて……でも、『手を抜いては意味がなかった』と言い張って」

「その通りだ。本気で叩たたきのめしてくれて、逆に感謝している。君もよく止めないでいてくれた」

「私はただ、頭が真っ白になっただけで……」

「また驚かせてしまったな」

　それきり、気まずい沈黙が流れる。外はもう夕方を過ぎ、夜になろうとしていた。

「サビトくんは、強いな」

　しばし天てん井じようを見詰めていたジュガロが、述懐するようにポツリと呟つぶやく。

「あれほどの強さを身につけるのに、一体どれほどの修練を積んだのやら」

「サビトはちょっと特別だと思います。でも、ジュガロさんが戦闘力で対抗することはありません。貴方あなたにできて、サビトにできないことは……たくさんあるんですから」

「君に寄り添うという役目は──どちらにできることかな」

　ふと、戸外で木々が揺れた。

　以前の村人たちなら、亜人の襲撃かと色めき立っていただろう。しかし、今は風くらいで皆も怯おびえたりしない。

　サビトが現れてから……やっぱり戦局は僅わずかながらにも好転したのだと思う。

「ジュガロさん」

「うん？」

「知っての通り、私には負傷を治癒する魔法能力があります。本来なら自分にしか使えない力ですが……実は一つだけ、他者にも使える方法があるんです」

　ジュガロは何も言わず、じっとメルを見ていた。

「それは、私と『結魂メナージ』の誓約を交わすことです。平たく言えば、夫婦となることなのですが……」

「それを結べば、君の治癒魔法を受けられる、と？」

「はい。ただジュガロさんの右腕は……やっぱり無理だったと思います。あそこまで粉々にされては、再生させることは不可能でした」

「……そうか」

「私の治癒魔法は、万能ではありません。即死状態にはどうにもなりませんし、何より私の伴侶となった人は……大きなリスクを背負うことになります」

　それは──「メルが死ねば、伴侶も死ぬ」という呪のろい。そして「伴侶が死ねば、メルも死ぬ」という呪い。

　竜人族レドルグと戦い続ける以上、メルは常に死と隣り合わせにある。メルが命を落とせば、たとえどこにいようと、伴侶もまた同じ運命を辿たどる。

　そしてそれは、逆も然しかりだ。だからこそ、メルと伴侶は離れられない。互いに背を預け合い、万一の事態を覚悟し合い、「共に生き共に死ぬ」ことを誓い合う関係でなくてはならない。【竜落子ドラグリーズ】である、自分とだ。

「俺では無理か。君の伴侶となるのは」

　話を聞き届けたジュガロが、真しん摯しな眼まな差ざしでそう問うてくる。

　その瞳を見詰め返し、メルはきっぱりと頷うなずいた。

「はい。無理です」

「…………」

「ジュガロさんだけではありません。サビトにも、他の誰にも、私は伴侶となってもらうつもりはありません。そう決意したのは、つい最近なのですが」

「……ずっと一人で戦っていく気か」

「はい。私はこれまで、自分がもたらす呪じゆ縛ばくの意味を軽く考え過ぎていました。共に戦ってくれる強い相棒を、愚かにも探し求めてきました。他者の命を預かることの、その意味に、その責任に……私はあまりにも無理解でした。だから──」

　そこで姿勢を改め、小さく息を吸う。

「結婚の話は、お断りさせて下さい」

「…………」

「でも、どうかこれだけは言わせて下さい。貴方あなたに『愛している』と言ってもらえて──本当に嬉うれしかった。これだけは、偽りない本心です」

　いつかあの世で義父と義母に再会したとき、やっと自慢ができる。「お嫁さんに欲しがってくれた人がいたよ」と、告げることができる。

　期待に背いてばかりの駄目な娘だったが、これで少しは喜んでもらえるだろう。

「君は、これからも旅を続けるのか」

「はい。だから、さっきの勝負の条件も忘れて下さい。ただ、一つだけワガママを聞いて頂けるなら、もう少しだけ滞在を許して下さい。必ず亜人を壊かい滅めつさせますから」

「まだ村のために……戦ってくれるのか」

「もちろんです。私の戦いは──【竜落子ドラグリーズ】による、人間のための戦いですから」

　……それから間もなく、メルは寝室にジュガロを残して外に出た。

　すっかり日が落ちた周辺には、誰の気配もない。流れる風は緩やかで、肌にひんやりと心地ここち好よかった。

　伝えたい思いは、全すべて伝えた。こんな形になってしまったが、結果的にはこれでよかったのだと思う。

　あとは戦うだけ。みんなを欺き続けた罪は……『剣聖女エペリーゼ』らしく剣で償おう。

（そういえばサビト、どこまで行っちゃったんでしょうか）

　何だか無性に、彼の顔が見たかった。他た愛あいない会話がしたかった。

　ここにいられる残り少ない時間を──少しでも彼と一緒に過ごしたかった。







　セルサーレが自身の脚本に歪ひずみを感じたのは、従える亜人の軍が半分近くまで減っていることに気付いたときだった。

　ここのところ、亜人たちを狙ねらった敵の奇襲が頻発していることは、セルサーレも知っている。しかし大局には影響しないと高をくくり、今日きようまで放置してきた。

　それが──この有り様だ。

　二万近くいたはずの兵が、今では八千以下。もともと軍力を持つことに興味がなかったため、ただでさえ駒こまが少ないのも災いしていた。

（あの怪しげな刺客の仕業か）

　メルシオーネだけでは、ここまでの数は殺せまい。ならば脚本を狂わせている元凶は……あの黒ずくめの男に違いなかった。

（察するにアレは、暗殺者アサシンの類たぐいか。まさか私の不意を突くとは……奴やつは何な故ぜ、竜の気配を持っていなかった？）

　魔法を使った以上、間違いなく【竜落子ドラグリーズ】のはず。

　なのにあの男には、気配が一切なかった。もちろんセルサーレがその気になれば、駆除に一分とかからない相手だが……そこが不可解であった。

（さらに気になるのは、魔法か）

　セルサーレ自身が目まの当あたりにしたのは、影に潜る魔法。だが最近では「焼死」「凍死」「墜落死」などという奇妙な報告も相次ついでいる。その全ての報告に、奴がいた。

　仮にそれらが、全て魔法によるものならば──あの男は竜人族レドルグですら不可能な、複数属性の使い手ということになる。

　そんな者が──存在し得るだろうか？

　自身の人差し指にベロリと舌を這はわせ、セルサーレは考える。その指先には、一本の長い銀髪が巻きつけてあった。あの夜に少女が残していった、貴重な置き土産みやげだった。

（まさかあの男、『禁足地』から来た者か？）

　大陸の遥はるか東にあるという、世界から隔離された孤島。

　人間にも亜人にも忘れ去られた、絶海の僻へき地ち。

　そこはセルサーレたちが訪れることのできない、忌まわしき禁域だ。過去の遺物が生み出した、竜人族レドルグの汚点とも言える土地だ。

　数十年前、「そこ」からやってきた男によって、二人の【竜公アポステル】が倒されたという。詳細は知らないが、そいつもやはり複数の魔法を操ったのかもしれない。

（……まあ、私にはどうでもいいことだがね）

　他の【竜公アポステル】たちがどうかは知らないが、セルサーレは一族の過去などに興味はない。そして、此こ度たびの黒ずくめに竜人レドルグを屠ほふれるほどの力はない。

　何より自分の関心は──美しい銀髪の「花嫁」にしかないのだから。

（そこへいくと、最も脚本を狂わせてくれたのは……むしろ村の人間どもか）

　せっかく【竜落子ドラグリーズ】であると教えてやったのに、奴やつらはどうして『剣聖女エペリーゼ』を差し出さない？　生き残れる道を示してやったのに、何な故ぜそれを選ばない？

　筋書きに不備はなかったはず。絶えず村を攻め続けたことで、人間どもの精神はかなり追い詰められていたはず。

　そこへメルシオーネが【竜落子ドラグリーズ】だという事実を伝えれば、必ず彼女を「売る」と踏んでいた。『剣聖女エペリーゼ』に最高の絶望を与えてくれると思っていた。なのに……

（まだ揺さぶりが足りない、か）

　どうやら生なま温ぬるい手段では、埒らちが明かないようだ。ならば少し強い鞭むちを打ってやろう。

（なかなか難儀なものだな、家畜の調教というのも）

　セルサーレはその夜。

　残る亜人たちに、村の総攻撃を命じた。
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「サビトは、恋をしたことがありますか？」

「ない」

　ジュガロとの決闘から二日後の夜。夕食の最中に突然そんなことを訊きいてきたメルに、サビトはスプーンの手を止めず即答した。

　リビングのテーブルには今日きよう、いつもより少し豪勢な料理が並んでいる。中でもシチューは肉入りである。サビトが近所の森で、猪いのししを狩ってきたからだ。

　できるだけ食事に集中したいのに、なおもメルはその話題を続けてくる。

「でも、周りにも女性はいたでしょう？　年上のお姉さんとか、同い年の子とか」

「確かに里にも女くらいいるが、シノビは恋愛をしない。その存在が弱よわ味みとなるからだ」

「愛する人の存在は、時には強つよ味みになることだってあると思いますけど……」

　相変わらずお花畑全開の思想に閉口するが、今日の彼女がやけに饒じよう舌ぜつなのには、実は理由がある。……メルの自宅待機が解けたのだ。

　コルナが根気よく説得を続けてくれたお陰でもあるが、何と言ってもジュガロがそれに同調してくれたことが大きい。さらには子供たちが一丸となって「メルお姉ちゃんを苛いじめるな」と抗議運動を起こしてくれたらしく、村の空気に変化が出てきたそうなのだ。

　今夜の食事が豪華なのも、そんな一部の者が食材を届けてくれたからだ。これにメルが浮かれないわけがない。

「じゃあ、サビトはどんな女の子がタイプなのですか？」

「強いことだ。俺を超える子を生んでもらいたいからな」

「他には？」

「家事が上う手まいことだ。俺は物臭なのでな」

「……他は？」

「健康であることだ。怪け我がや病気のない女がいい」

「…………」

「あと、できれば大きい乳が望ましい。母乳がたくさん出る方が、子供も嬉うれしかろう。俺もちょっと嬉し──」

　と、そこでメルが黙り込んでいることに気付き、サビトは言葉を止めた。

　彼女の顔が、目に見えて赤くなっていた。スプーンを皿に置き、しきりに上目遣いでチラチラとこちらを窺うかがってくる。

「……サビト、もしかしてですけど」

「何だ」

「私に……プロポーズしてます？」

「風ふ呂ろ坊ぼう主ず？　妖よう怪かいか？」

「だって今の条件って、割と私に……」

　両手を頰ほおに当ててイヤイヤと照れているメルに、首を傾かしげた直後。

　サビトの鼓膜に、それは響いた。

　遠くより轟とどろく、微かすかな地鳴り。まだかなり距離があるが、段々と明確になっていく土と空気の振動──それはまぎれもなく、敵が進軍してくる気配だった。

　その数は、おおよそ一万。いや八千ほどか。とにかくこれまでとは比較にならない規模だ。前回の単独での来訪といい、セルサーレという竜人レドルグはつくづく気分屋らしい。

「メル。心して聞け」

「えっ？　ま、ま、待って下さいっ。だって私、あの、困りますっ。伴侶は持たないと、もう決めて──」

「おそらく今夜、この村の運命が決まる」

　はにかんでいるメルから、喜色が消えた。




　かつてない亜人の大軍が侵攻してきている──その知らせは瞬く間に村を駆け巡り、人々を騒然とさせた。

　詰所にてメルからの急報を受けたジュガロは、すぐに分隊長たちを集めて即席の軍議を開き、そこにメルも加わらせた。

　一部の者たちが如によ実じつに顔をしかめたが、メルはもちろん辞退などしなかった。今はそんなことを気にしている場合じゃない。

「メル。詳細はどれくらい分かる？」

「サビトの偵察によると、敵の数は約八千。到来までは一時間半とのことです」

　……小屋でサビトから聞いた到来時間は、実際には一時間。が、「やや時間を長めに伝えておけ」と指示されている。

　何な故ぜわざわざそんなことを……と思ったが、「帳尻は俺が合わせる」とのことだった。

「八千か……これまでのようにはいかないな」

「どうも敵は、軍を二つに分けて迫っているようです。それぞれ北門と西門を目指していて、内訳は三千と五千ほど。今のところ【竜公アポステル】の姿は見当たらない、と」

「北に三千、西に五千……さて、どうしたものか」

　ジュガロが低く唸うなる。周囲の者は一様に押し黙り、隊長の決断を待つ。

　彼が未いまだ自警団の中心であるのは、願ってもないことだ。やはり皆をまとめ上げられる存在は、この村にジュガロを置いて他にはいない。

　そして……メルの意見に耳を貸してくれるのも、現時点では彼だけだろう。

「ジュガロさん、私から一つ提案があります。よろしいでしょうか」

「……聞かせてもらおう」

　頷うなずいた隻腕の隊長に向けて、メルは一礼しつつ改まる。

　実はこの提案もサビトによるものなのだが、「お前の意見にしておいた方が、隊長も聞き入れやすいだろう」と言われていた。

「村の兵士を全員、北門に集めて下さい。そして二時間だけ守り抜いて下さい」

　メルの言葉に、分隊長たちからどよめきが上がる。

「馬鹿な！　西門が無人になるじゃないか！」

「あちらが破やぶられたら、どのみち終わりだろ！」

「しかも二時間ってのは何の目安なんだ！　あんた、まさか敵と通じて──」

　口々に反はん駁ばくする分隊長らを、ジュガロが卓上に左拳こぶしを叩たたきつけることで黙らせる。大穴が空いた木製テーブルから手を引き抜き、彼はメルに話の続きを促してきた。

「その意図は？」

「西門は無人にするわけではありません。──私とサビトが担当します」

「…………」

「そして二時間というのは、私たちがそちらを片付ける目安です。そのあと、すぐに北門へ合流します」

　それには分隊長だけでなく、ジュガロも声をなくしていた。

　……正直なところ、メル自身にも多大な不安のある作戦だ。五千もの亜人を、たった二人で撃退する……いくら何でも無む茶ちや苦く茶ちやだと思う。

　でも、できるはず。サビトがそう言うのだから。「これは危機ではない、むしろ好機と考えろ。今夜の決戦に勝利すれば、この地域の亜人軍はもはや死に体となる」──自信満々にそう告げてきた以上、きっとシノビの少年には勝算があるのだ。

「ジュガロさんが言われた通り、今回はこれまでのようにはいきません。三百しかいない自警団を分散させては、どちらの門も守り切れません。賭かけが必要なのです」

「…………」

「西門は必ず守ります。私たちを──信じて頂けないでしょうか」

「少数なら兵を回せるが、それも必要ない、と？」

　きっぱり「はい」と頷うなずいたメルをしばし見詰め、間もなくジュガロは決断を下した。

「……メル。サビトくんに伝えてくれ」

「え？」

「今夜この村を守り切れたら、次は剣を置いて語り合おう、と」

　その伝言を胸に、メルは西へと走った。




　数分と経たたずに到着した西門に、サビトの姿はなかった。

　配備されていた兵士たちも、ジュガロの指令を受けて間もなく去っていった。

　今やここは完全にもぬけの殻。櫓やぐらに弓兵はおらず、門扉を守る部隊もいない。ただ残された松明たいまつの炎が無数に揺らめくだけの、廃はい墟きよのごとき無防備地帯だった。

（本当に、たった二人で守り切れるのでしょうか……）

　固く閉ざされた門の前に立ち、メルはしばし目を瞑つぶる。

　負けることは考えない。大丈夫、きっと勝てる。信じて任せてくれたジュガロたちのためにも、必ずここを死守してみせる。

　──と、遠いどこかで、何かが弾はじけるような音がした。

　同時に微かすかな喚声が風に乗って届いてくる。これはおそらく、亜人の悲鳴だ。敵に何らかの異変が起こっているのだ。

（サビトですね）

　察するに、あの少年が「時間の帳尻を合わせている」のだろう。そう思うと自然に口くち許もとが綻び、少しだけ緊張が解けた。

（私はいつも、彼に助けられてばかりです）

　──森で出会い、村へ連れ帰り、共に暮らし始めて一ヵか月げつとちょっと。色々なことがあったような気がするが、振り返ってみるとたったそれだけの期間だ。

　思えば彼とは、最初からやけにウマが合っていたような気がする。無愛あい想そだがどこか憎めないあの少年に……メルはいつしか安らぎと温ぬくもりを覚えていた。

　できることなら、これからも一緒にいたい。もっと彼のことを知りたいし、自分のことを知って欲しい。だが、それは不可能だ。

　メルとサビトの契約は、『この村を襲う亜人を殲せん滅めつし、当面の安泰を確保すること』。もし今夜、それが果たせたとしたら──二人を繫つなぐ糸は切れてしまうのだから。

　新たな糸を結ぶという道はある。サビトの本来の目的は、『頭領となるために竜人レドルグを倒すこと』。それ自体はメルの目的と一致しているのだ。でも。

（サビトが、それを望んでくれるでしょうか）

　メルの実力は、サビトに遠く及ばない。これまでの奇襲作戦においても、どれだけ彼の役に立てていたのかは分からない。

（だったら、サビトが私と一緒にいる理由なんて……）

　……またどこかで、何かの爆はぜる音がする。先ほどよりも近い場所だった。

　何が起こっているのだろうかと、櫓やぐらに登るべく歩き出した矢先。

　目の前の防壁を、黒い影がヒラリと飛び越えてきた。

「サ、サビト？」

　音もなく地面に着地したサビトが、やれやれと袖そでで額を拭ぬぐいながら近付いてくる。次ついでマフラーを下ろして素顔を晒さらすと、彼は一度だけ周囲を軽く見渡した。

「どうやら献策は採用されたようだな」

「はい。村のみんなは、全すべて北門に……今まで何をしていたのですか？」

「敵の進軍経路をいくつか潰つぶしてきた。これで帳尻は大体合うだろう」

「何か、爆発音みたいなのが聞こえてましたけど……」

　訝いぶかしげなメルの視線を受け、サビトが懐から何かを取り出してみせる。

　それは数枚の、長方形の紙切れだった。掌てのひらに少し余るくらいのサイズで、表面にミミズが這はったような文字らしきものが書き込まれてあった。

「《火か仙せん・爆ばく符ふ》……俺の意思で爆発、発火する特殊な呪符だ。今日きようまで森にコツコツと仕掛けてきた甲か斐いがあった」

「ば、爆発する呪符？」

　この期に及んで、まだそんな忍法を隠していたのか。

　これまでメルが見てきたものは、落雷の術、影に潜る術、そして飛び道具の軌道を曲げる術……他にもまだいくつかあったが、まさか時限式の火炎まで駆使するとは──

「爆発に巻き込まれて、ブゴゴが二百匹ほど丸焼きになっていたぞ。負傷者もかなり出たようだ。歓迎の挨あい拶さつとしては、上々の戦果と言える」

「悪い顔してますよ」

「いくつか村の中にも仕掛けてあるから、注意しておけ」

「い、今になって言わないで下さい！　物騒な！」

　そういえば以前、サビトが村の至るところで「何やらゴソゴソしていた」という目撃情報があった。あれはコレを貼はっていたのか。

「シノビって、本当に抜け目がありませんね……」

「言っておくが、この呪符は数に限りがある。しかも一枚作るのに三日もかかるので、本当はあまり使いたくない」

「変なところでケチンボですし」

　呆あきれ返っているメルをよそに、サビトが踵きびすを返す。彼はそのまま門の前まで行くと、いきなり閂かんぬきを外し、あろうことか扉を開けてしまった。

「サ、サビト！　どうして門を！」

「下へ手たに防壁のあちこちを越えてこられては面倒だ。門を開けておけば、奴やつらはここに殺到する……せいぜい派手に吹き飛んでもらおう」

　呪符をピラピラと振ってみせ、シノビの少年は剣けん吞のんに笑う。

「使いたくないって言ったくせに……」

「ケチンボと言われてはな」

　それから数分をかけて、メルとサビトは門内外の様々な場所に呪符を仕掛けていった。

　こっちがいい、そこは駄目だ、と真剣に話し合っているうちに、メルは何だか悪戯いたずらを企たくらんでいる子供のような気分になってしまった。

　悪戯と呼ぶには、あまりに凶悪だったが。
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　最初に戦いの火ひ蓋ぶたが切られたのは、果たしてメルたちのいる西門であった。

　推定時刻より遅れること二十分。森を覆い尽くすほど大量に現れた亜人の兵たちは、思った通り怒ど濤とうの勢いで開放された門へと押し寄せてきた。

「来たな……では行ってくる」

「気をつけて下さいね」

「心配無用。ただ、帰りは遅くなるかもしれん」

　夫婦みたいな会話を交わしたのち、サビトが敵を迎え撃つべく外へと飛び出す。

　一方メルの役目は、門を抜けてきた敵への対応。乱戦となることは覚悟していたが……メルが剣を振るう機会は、しばらく訪れなかった。

　単騎のサビトを無視して、妖人ゴブリンや豚人オークの一団が我先にと門へ詰めかけてくる。

　その直後──突如として地面が爆発し、亜人たちが飛散した。

　周囲に血と肉片の雨が降り、敵たちに恐慌が走る。続いて穿うがたれた地面から火柱が噴き上がり、後続の突入を阻む。

（よ、予想以上です！）

　あらかじめ耳を塞ふさいでいなければ、鼓膜が破やぶれていたかもしれない。しかも燃え盛る炎はいつまでも消えず、灼しやく熱ねつの壁となってゴウゴウと夜空を焦がしていた。

　……それからも呪符はいちいち効果的なタイミングで発動し、そのたびに亜人の断末魔が飛び交った。

　時おり妖人が防壁をよじ登ってきたが、そちらもまた対応の必要はなかった。彼らはことごとく飛び道具を受けて転落し、一人として侵入できなかったのだ。

（五千の軍勢を一人で相手にしながら、個々の行動まで見えているというの……？）

　サビトの戦闘力は知っている。だが、それでもまだ過小評価だったのかもしれない。

　これなら勝てる。サビトがいてくれる限り、きっとこの村は希望を摑つかむことができる！

「サビト！　加勢はいりますか!?」

「こちらはいい！　また何匹か入るぞ！」

「任せて下さい！」

　間もなく決死の思いで業ごう火かを突破してきた亜人たちに、メルは剣を閃ひらめかせた。




　次第に増えてくる突入者たちを、メルは一心不乱に斬きり伏せ続けた。

　とはいえ、手に余るほどではない。炎の壁は依然として健在だし、散乱する骸むくろたちも敵にとっては厄介な障害物となっている。条件は全すべてメルの有利に働いていた。

　……だが、一つだけ気がかりなことがある。どれくらい前からか、呼びかけてもサビトが返答しなくなったのだ。

　門外では、今なお亜人たちの怒号が続いている。メルの記憶が確かなら、仕掛けた呪符は全て発動した。彼はもう……地道に敵を倒していくしか手はないはずだ。

（敵はあと、どれくらいいるのでしょうか？　やっぱり私も加勢に……）

　門を抜けてくる亜人が途絶えた隙すきを見て、意を決して外へと走り出そうとした瞬間。

　凄すさまじい破壊音と共に、左方の防壁が吹き飛んだ。

「！」

　大穴を空けた壁の向こうで、鬨ときの声こえが上がる。そこに豚人オークたちの一団がいた。突入者がやけに少なくなったのは……門を諦あきらめて別の突破口を作っていたからか！

　まずい、あの数に雪な崩だれ込こまれたら──そう戦せん慄りつしたときだった。

　村へ踏み入ろうとした彼らが、かつてないほどの大規模な爆発に消し飛ばされた。

「!!」

　風圧を受けて倒れ込んだメルに、さらにドカドカと強烈な衝撃が叩たたきつけられる。

（こ、これは何!?　だって《爆ばく符ふ》はもう……それに、火力が異常過ぎる！）

　伏せた地面が地響きに揺れる。丸めた背中に、土砂や木片が降り注ぐ。正体不明の爆撃は留とどまることを知らず、まるで天変地異のごとく壁外を蹂じゆう躙りんしていった。

　……やがて爆発が鳴りをひそめたのを確認し、メルは恐る恐る顔を上げた。

　覗のぞき見みえる大穴の向こうに、敵の姿はなかった。森すらもなかった。数百メートル先までもが、見渡す限りの真っ黒な焦土と化していた。

　一体、何が……と混乱しながらも、とにかく身を起こしたところ。

　不意に前方の大穴から、何かがヒョコリと顔を出してきた。

　すかさず剣を構え、戦闘態勢を取る。しかし視線の先にいた相手を見た瞬間、メルは知らず「え？」と声を上げていた。

　そこにいたのは、サビトでも亜人でもなく──一匹の真っ白な狼おおかみだった。フサフサの毛並みをした、やけに悠然と構えた、雪のごとき白狼だったのだ。

（ど、どうしてこんな所に……）












　呆あつ気けに取られているメルに、白狼がトットッと近付いてくる。間近で見ると思ったより大きかった。

　突然の場違いな闖ちん入にゆう者しやに、どう対処すべきか判断に迷う。とりあえずは敵意がないことを示そうと剣を収め、メルは笑え顔がおを浮かべつつ腰を屈かがめた。

「えっと、貴方あなたはどこから来たの？　爆発に驚いて逃げてきたのかな？」

　頭を撫なでようと手を伸ばしてみると、即座にガブリと咬かみつかれてしまう。

　思わず悲鳴が出そうになったが、幸いにも大して痛みはなかった。それほど本気で咬んだわけじゃないようだ。

「ご、ごめんね。別に危害を加えるつもりは──」

　必死に弁明しようとしたとき。白狼に異変が起こった。

　その全身が淡く発光したかと思うと、狼おおかみはメルの目の前で──みるみる人間の形になっていったのだ。

「な……！」

　やがて光が消きえ失うせると、そこにはよく知る黒ずくめの少年が立っていた。

　起きた事態に脳の処理が追いつかず、メルはただ啞あ然ぜんと彼を見上げるしかなかった。

「メル、西門は片付いたぞ」

「…………」

「三分の一ほど討ち漏らしたが、放ほうっておいても構うまい。もはや戦意もなかろう」

「…………」

「では北門へ行くとするか。って、何を放心している」

　何事もなかったかのように話を進めるサビトに、メルはポツリと尋ねかけた。

「サビト……今、狼おおかみでしたよね」

「ああ」

「貴方あなたは、やっぱり人間じゃなかったと……？」

「何をたわけたことを。あれは《霊りよう仙せん・真マ神カミ》と言う変へん化げの術だ。いずれの系統にも属さない、上忍のみが使える特異忍法の奥義だ」

「忍法、だったのですか」

「いかにも。あの姿になることで、シノビは戦闘力を跳ね上げることができる。操る他の忍法の威力も数倍となる。符などなくとも、あれだけの発破が可能なのだ」

　本当にこの少年は、どこまで切り札を隠し持っているのだろうか。

「そんな凄すごい術があるなら、今までだって使えばよかったじゃないですか」

「極端に体力を消耗する術なのだ。変われる時間は数分、しかも一度やると数日は使用できなくなる。亜人どもに思ったより手を焼いたので、つい使ってしまったが……本来はギリギリの土ど壇たん場ばまで隠しておくべき奥の手なのだ」

「はあ」

「他言無用だぞ。お前だから教えるのだ」

　サビトが村の中へと引き返し始めたので、メルも慌てて追つい従しようする。

　そうだ。呆ほうけている場合じゃない。すぐに北門へ向かわなければ。

「でも、どうして狼なんですか？」

「俺が降ろせる怪物ケモノの中で、一番強力だからだ。あとカッコいいからだ」

「もう一つ訊きいていいですか？」

「何だ」

「さっき、どうして私の手を咬かんだんですか？」

「狼だからだ」

「説明になってません！」

「晩飯の途中だったから、小腹が空すいていた」

「それも説明になってません！　主君を食べようとしないの！」

　そんな会話を交わしつつ、二人は北門へと急いだ。




　二時間を見ていた西門の戦闘が、一時間ちょっとで片付いた──サビトはその時点で、今夜の決戦にかなりの手応えを感じていた。

　あとはジュガロたちと合流し、北門に群がる亜人を駆逐する。できることなら半分以上は敵勢を削りたい。そのために懸け念ねんすべきは……やはりセルサーレの存在だろう。

（やっぱ奥義は取っとくべきだったか……だが、セル公は来ねえはず）

　奴やつが本気なら、自ら手を下す方が早い。大軍を動かした以上、村潰つぶしに本腰を入れたことは確かなのだろうが、同時にそれは「セルサーレの不在」を意味していると見た。

　亜人の総攻撃だけで村は落とせる。奴は未いまだにそう舐なめ切っているに違いない。だからこそサビトは、無謀とも思えるこの賭かけを提案したのだ。

（ここまでは順調。勝てばメルの信用も取り戻せる。俺らが北門に辿たどり着つけば王手だ！）

　しかし間もなく。サビトは自分の見通しの甘さを思い知ることとなった。

　西門を出発し、ものの一分と経たたないうちに──亜人たちが村へと雪な崩だれ込こんだ気配を感じたのだ。

「サビト！」

　隣を並走するメルが、蒼そう白はくの顔を向けてくる。彼女も気付いたらしい。

「北門が破やぶられたな。クソッ、持たなかったか」

「急げばまだ間に合います！　私は北門へ直行しますから、サビトは入り込んだ亜人をお願いします！」

「承知。自警団には、侵入した敵には構うなと伝えろ」

　メルの指示に従い、そこでサビトは彼女と別れた。

　村に入った亜人の討滅は、その気配を察することができるサビトが適任だ。まだ充分な体力を残しているメルには、北門で暴れてもらう。的確な役割分担だと思う。

（セル公の心配どころじゃなくなっちまったな）

　心中で毒づく間にも、亜人たちの気配は数を増し、村の方々へと拡散されていく。東西に散っていった亜人たちは、とりあえず無視だ。どうせそちらに村人はいない。

　だからサビトが真っ先に向かったのは、詰所の南部──女子供らの避難所だった。

　大通りを跋ばつ扈こする亜人たちを、見付け次第に斬きり捨てていく。屋根に上がった敵を苦く無ないで撃墜し、民家へ火を放とうとする敵に吹き矢を飛ばす。

　……やがて目指す建物が迫ると、押し入ろうとしていた数体の亜人を始末し、サビトは中へと飛び込んだ。

　薄暗い室内に、コルナをはじめとする女性たち、そして老人と子供がひしめき合っている。彼女たちは一斉にこちらへ怯おびえた目を向けてきたが、それがサビトだと分かるや各おの々おの胸を撫なで下おろした。

「サビト坊、村の様子は……」

　一同を代表して恐々と訊きいてきたコルナに、サビトは疲労を隠して答える。

「北門が破られた。亜人がいくらか村に入ったが、この辺りの奴らは始末した。残りも全すべて斬る故、心配するな」

「みんなは……大丈夫なのかい？」

「メルが加勢に行ったことで少しは持ちこたえよう。俺もすぐにそちらへ回る」

　と、その時。子供たちが四方からサビトに抱き着いてきた。

「サビト、怖いよぉ」

「みんな食べられちゃうの？」

「サビト助けて……」

　泣きじゃくる全員の頭を素早く撫なでていき、膝ひざを折りつつマフラーを下げる。目線を子供たちの高さに合わせ、力付けるように説き伏せる。

「いいか。お前たちの任務は、皆を困らせないようじっとしていることだ。俺は、メルお姉ちゃんから『この村を守れ』と命じられている。だから必ず守る」

「本当？」

「無論。シノビは『やれ』と言われたら『やる』のだ。では行ってくる」

　その場をコルナに託し、サビトは再び亜人の駆除に走った。

　この調子なら、思ったより早く北門へ行ける。巻き返しは可能だ……そう予測を立てたのだが、その見通しもやはり甘かった。

　サビトの全身を──いきなり悪お寒かんが襲ったのだ。

「くっ、とことん筋書きを狂わせてくれるじゃねえか……！」

　その感覚は忘れようもない、【竜公アポステル】セルサーレの気配だった。
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　予定を変えて北門へと急行したサビトは、果たしてそこで金髪の青年と再会した。

　混戦となっていると思われた現地は、異様なほど静かだった。すでに戦いは幕が下ろされ、亜人軍は退去を始めている。村に入った敵たちも、外へ引き返したようだった。

　今や残る敵は、気分屋の権ごん化げのごとき【竜公アポステル】ただ一人。

　自警団が遠巻きに包囲する中、セルサーレはいつかの再現のごとく銀髪少女だけを見詰めていた。こいつはどういうわけか、やたらとメルに執着しているのだ。

「ああ、君もいたのか」

　サビトの姿に気付いたセルサーレが、柔らかな笑みをよこしてくる。

　しかしサビトが見ていたのは、別のものだった。

　セルサーレの足下に横たわる、血まみれの大男。全身におびただしい氷の矢が突き立った、隻腕の英雄。

　それは──ジュガロだった。もはや助かる見込みのない致命傷を負った、隊長だった。

　メルも、兵士たちも、土気色の顔になって硬直している。

　優雅に佇たたずむ妖よう艶えんな青年を、微動だにしないリーダーを、ひたすら凍りついたように凝視していた。

「人間どもよ。君たちは一体どういうつもりだい？」

　冷たい眼まな差ざしで周りを見渡し、セルサーレが嘆かわしげに語る。

「メルシオーネを差し出せば、生き延びるチャンスを与える……私はそう言ったはずだが？　まさか君たちは、私の計らいを踏みにじる気か？」

　飼い犬を叱しつ責せきするように、【竜公アポステル】は滔とう々とうと言葉を続ける。

「抵抗は無駄だ。私がその気になれば、こんな村はいつでも滅ぼせる。それどころか君たちは、亜人相手にも村を守り切れなかった。これで分かっただろう？　自分たちが──ただの無力な家畜だということが」

　兵士の誰かが、地面に剣を落とす音がした。

「忌き避ひしている【竜落子ドラグリーズ】を差し出す……それだけのことが何な故ぜできない？　彼女を匿かくまうなら、私はこの村を許す気はない。二十人程度まで間引いたところで、食料は充分に賄えるのだから。それでも君たちは──『剣聖女エペリーゼ』を庇かばうのかい？」

　セルサーレの片足が、ジュガロに振り落とされる。骨の砕ける音が、周囲に響いた。

「あと二日だけ待とう。その間に答を決めたまえ。『剣聖女エペリーゼ』を差し出すか、彼女と共に心中するか──私は破格の条件を提示しているつもりなのだがね」

　一方的な最終通告を突きつけ、セルサーレが踵きびすを返す。

　追う者はいなかった。そしてそれは、サビトも同様だった。動どう悸きと目眩めまいを抑えることで精一杯だった。

　二日。とても猶予とは言えない時間だ。

　たった二日では、サビトはまだ白狼に変われない。村人たちの心も折れかかっている。そして何より致命的なのは──村の支柱である、メルの数少ない味方である、ジュガロを失ってしまったことだ。

　もはや自警団は死に体だ。村にはもう、抗あらがう手段が残っていない。

　決定的な「詰み」であった。




　セルサーレが去ると、メルは直ちにジュガロへと駆け寄った。

　上体を抱き起こしたものの、施せる処置などなかった。氷矢は体中のあらゆる急所を貫いており、両目までもが潰つぶされている。もはや呼吸もほとんどしていない。

　彼の命が消えかかっているのは、目に見えて明らかだった。

　今日きようのジュガロは、暴走したわけではない。門を突破されて動揺するみんなを鼓舞し、後陣にて指揮官としての立場を完かん璧ぺきにこなしていた。

　おそらくそれが──セルサーレの目に留まったのだ。誰を排除するのが最も効果的なのかを、【竜公アポステル】は分かっていたのだ。

　ジュガロが小さく呻うめく。流血は止まらず、地面にどんどんと赤い染みを広げていく。

　このままでは、あと数秒も持たない。

　助ける方法は、一つしかない。

（ジュガロさんを、伴侶に──）

　固めかけたその決意が、しかし途端に揺らぐ。彼に呪じゆ縛ばくを強いることに、全身を恐怖が駆け巡る。

　馬鹿な。躊ちゆう躇ちよしている暇なんてない。事態は一刻を争うのだ！

「……メル、か」

　と、ジュガロが微かすかに名を呼んできた。見えない目で、途絶えそうな片息で、それでも彼はメルの名前を呼んだ。

「ジュガロさん、喋しやべらないで。今から私は、貴方あなたを」

「剣を……受け取って、くれ……」

「え……？」

　その言葉が意味することを把握できず、メルに僅わずかな戸惑いが生じたとき。

　腕の中で、すでにジュガロは事切れていた。












第四章　　氷竜の戯曲は狂いゆく
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　あまりに手痛い敗戦を喫した、そのあくる日。

　小屋を出たサビトは一人、村の外れにある墓地へと足を向けた。

　……村は昨夜の戦いで、ジュガロをはじめ六人の死者を出した。その埋葬を手て伝つだうことを許されなかったので、こうして翌日の昼過ぎまで時を置くしかなかったのだ。

（結局、村とメルの和解も水の泡になっちまったな）

　村人たちは、メルを差し出すことで総意が固まりつつあるらしい。何な故ぜもっと早くそうしなかったのかと、不毛な内うち輪わ揉もめさえ起きているという。今やサビトも、「【竜公アポステル】様に逆らう不届き者」として疫やく病びよう神扱いをされている。

　それほどジュガロの死は、村人たちを絶望させたのだろう。それほどセルサーレの言葉は、彼らの心を挫くじいたのだろう。

　竜人レドルグには所詮、どう足搔いても勝ち目はない……村が降伏という結論を出すのは、時間の問題だった。

（無理もねえか。策が失敗した以上、俺も偉そうなことは言えねえし……）

　献策自体は間違っていなかったと、今でも思っている。あれ以外の方法では、もっと死傷者が出ていただろう。

　だが、負けは負けだ。自警団の力を当てにし過ぎたこと、セルサーレの動向を読み誤ったこと、奥の手の変へん化げを使ってしまったこと──全すべてひっくるめて、サビトの未熟が招いた失態と受け止めるしかない。

（やっぱ俺は、軍師の器じゃねえな……素メ人ル相手に将棋で負けるわけだぜ）

　……程なくして小道が開け、サビトは目的地に辿たどり着ついた。

　地面に杭くいを刺しただけの簡素な墓標が、一帯にひしめくように林立している。鬱うつ蒼そうとした枝葉が頭上を幾重にも覆い、昼だというのにやたら薄暗かった。

　ジュガロの墓は、探すまでもなかった。一つの墓標の前に、恰かつ幅ぷくのいい中年女性が佇たたずんでいたからだ。

　あえて足音を立てて近付くと、間もなくその女性・コルナは顔を上げ、こちらに振り返ってきた。

「……ああ、サビト坊かい」

「隊長たちの追悼に来たのだが、許可してもらえるだろうか」

　断りを告げると、コルナは「私の許可なんざ必要ないよ」と苦笑しながら墓前を空けてくれた。その言葉に甘え、まずはジュガロの名が刻きざまれた杭の前に立つ。

「……隊長よ。剣を置いて語らうのは、しばらく先になってしまったな」

　彼からの伝言は、しかとメルより受け取っている。正直なところ、語り合っても結局は口論になる展開しか想像できなかったが、それも悪くないと思っていたのだが。

「お主の話は、いつかそちらで聞こう。しばし待て」

　他の墓へも順に手を合わせ終えたところで、ふとコルナが遠慮がちに尋ねてきた。

「サビト坊、『剣聖女エペリーゼ』様はどうしてるんだい？　一緒じゃないってコトは、体調でも優れないのかい？」

「メルは村を出た」

「えっ？」

　目を見開いたコルナに、静かに向き直る。どのみちその事実は伝えるつもりだった。

「明け方近くにな。セルサーレの元へ行き、村を見逃してもらう交渉をするとのことだ」

「そ、そんな……！」

「皆には、コルナから伝えておいてくれ。もうセルサーレの言った『二日後』を気にする必要はない。今はゆっくり心身を休めて欲しい……それがメルからの言葉だ」

「あんたは、それを黙って送り出したのかい？」

　コルナの瞳にみるみる怒色が浮かぶ。

　その憤激は、彼女が今でもメルの味方である証だ。こんな状況でも、やっぱりコルナだけは心を折らずにいてくれたか。

「言ったじゃないか！　あの子を支えてくれって！　何で止めてくれなかったのさ！」

「異論は唱えた。が、メルの決意は変わらなかった。主君が最終的に下した決定ならば、もはや何も言えぬ」

「止められないなら、せめて一緒に──」

「それもできぬ。俺には任務があるからな」

「に、任務？」

「俺がやるべきことは、『亜人の殲せん滅めつ』だ。二度と村へ侵攻できぬよう、この地域の亜人を無力化させることだ。残る亜人は五千弱、それを潰つぶすことが主君からの命令──故に、俺はそちらを優先せねばならん」

「……結局は、私たちのためってコトかい」

　コルナが嘆息し、深く項垂うなだれる。

　どこかでカラスが濁った鳴き声を上げ、空へ羽ばたく音がした。

「あんたたちばかりに苦労をさせて……私たち大人は何やってんだろうね」

「気にすることはない。やれる人間が、やれることをする──ただそれだけのことだ。お主がパンを焼くのもまた、立派な戦いだと俺は思っている」

「サビト坊……」

「大して村には溶け込めなかったが、お主と子供らには感謝している。礼を言う」

　……それから数分後。コルナと別れたサビトは小屋へと帰還した。

　昼食を摂とったら、すぐにでも任務に出るつもりだ。そしておそらく、もう戻ってくることもないだろう。

　もはやこの村に、サビトが留とどまる理由はない。主君たるメルがいないなら、ここはサビトの居場所ではない。

　寝床など森で充分。あとはひたすら亜人を狩り続けるだけなのだから。

（その主従関係も、終わりが見えてきたがな……最後まで調子の狂う契約者だったぜ）

　コルナには『交渉に行った』と伝えたが、実際にメルが口にしたのは『セルサーレと決着をつける』という言葉だった。つまり彼女は、戦いに行ったのだ。

　正直、勝てる見込みはない。いかに彼女が優秀な剣士でも、治癒魔法を備えているとしても、あの【竜公アポステル】には手も足も出まい。それは一度敗やぶれているメルが、誰よりも理解しているはずなのに……

（本当に、これでよかったのか？）

　小屋の中で荷物をまとめながら、サビトは明け方の会話を思い出す──




「サビト、今日きようまで本当にありがとうございました」

「お前一人でセル公に勝てると思っているのか」

「自信はありませんが……でも、むざむざ負けるつもりもありません」

「……少しくらいなら、契約内容を変えてもいいぞ。任務を『亜人及び、セルサーレの殲せん滅めつ』にするのはどうだ。もともと非公式の契約だし、それくらいは構わん」

「お気持ちは嬉うれしいのですが……二人でセルサーレに挑んでは、村がガラ空きになってしまいます。今のみんなは、とても戦える状態じゃありません。村を任せられるのはサビトしかいないのです」

「だったらまず、俺とお前で亜人を潰つぶして、それからセル公に挑むのはどうだ？」

「亜人はまだ五千もいるのですよ？　そして、猶予は二日しかないのですよ？　私がそちらに加わったところで、減らせる敵数は知れています。何よりセルサーレを野放しにすることになります」

「む……」

「セルサーレの目的は私です。私が会いに行けば、少なくとも彼だけは抑えることができます。だからサビトはその間、亜人を狩ることだけに集中して下さい」

「…………」

「これはお願いではなく、命令です。最後までお手数をかけますが、どうかよろしくお願いします」

「命令、か」

「はい。命令です」

「……了解した」

「ありがとうございます。……あの、サビト」

「どうした」

「最後だから、これも言っておきます。私──サビトと出会えてよかった」

「オベッカはいらん。任務はちゃんと果たす」

「本心ですってば。貴方あなたのこと、大好きですよ」

「そ、それは、どういう意味の『大好き』だ。仲間的なアレか？　それとも……」

「フフッ、受け取り方はお任せします」




　──そんな笑え顔がおを残して、銀髪少女は行ってしまった。

（本当に、これでよかったのか？）

　頭の中では、さっきから同じ言葉がグルグルと旋回している。

　迷うまでもない。シノビにとって、任務に優先するものなど存在しない。だが、主君を戦場に引っ張り出すのは、みすみす死なせるのは、どう考えても間違っている。

　主君を見殺しにするシノビが──頭領などになれるのか？

（グダグダ考えるな！　『やれ』って言われたことを『やる』だけだろうが！　それがシノビだろうが！　ガキたちとも、村を守ると約束したろうが！）

　自分の頭をボカボカと殴なぐり、雑念を追い払う。

　シノビとしての自分にここまで葛かつ藤とうを抱いたのは、生まれて初めてだった。

（いや待て。何も五千全部を狩ることはねえ。指揮官を中心にその半分も斬きれば、当面は軍として機能できなくなるはずだ。負傷兵もいるんだからな）

　頭を殴り続ける。殴りながら考える。

（セル公の塒ねぐらまで、メルの足で一日半だと言ってたな。あいつを追いかけつつ、同時に亜人を殺っていけばいい。最低でも二千匹ほどを狩って、そのあとメルに合流すれば……待て待て、仮にその無む茶ちやな計画が成功したとして、セル公とやり合う体力が残ってんのか？　敵は竜人レドルグだぞ？　……クソ、まだビビッてんのか俺は！）

　頭を殴り過ぎて、危うく意識が遠とお退のきかける。

　本当に──つくづく厄介な主君を持ってしまった。
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　メルが【竜公アポステル】の館やかたに辿たどり着ついたのは、村を出てから二日目の夕刻だった。

　途中、何度か亜人の小隊に遭遇してしまい、やむを得ず相手をしたことが時間のロスに繫つながった。これでもしセルサーレが行き違いで村へ向かってしまっていたら、目も当てられない事態だ。

（いえ、その心配はないみたいですね）

　氷の館へと近付くに連れて、全身の神経がピリピリと張り詰めていく。掌てのひらが汗で湿り、風もないのに髪がざわめく。

　それは、まだセルサーレがあそこにいる──確かな証拠だった。

（行きましょう、ジュガロさん）

　メルの腰には今、自分の愛剣とは別にもう一つ剣がある。

　それは、ジュガロの剣。死しに際ぎわに彼から託された、無骨な大剣だった。

　……あの時、何な故ぜジュガロがこれを「受け取ってくれ」と言ったのか。それをメルはずっと考えていた。そして、自分なりの結論を出すに至った。

（きっとジュガロさんは、治癒されることを拒んだのでしょう）

　彼はもう、メルの伴侶となることを望んでいなかった。【竜落子ドラグリーズ】の能力で生かされるよりも、人間として戦死することを選んだのだ。

　それはジュガロ自身の意地であり、メルへの愛情でもあったのだと思う。別に彼は、「俺の分まで戦ってくれ」と言いたかったわけじゃないのだろう。ただ自分の生きた証を、メルに持っていて欲しかっただけなのだろう。

　だがこの剣を、この魂を託された以上。

　メルシオーネの応える道は、一つしかない。

（ごめんなさいジュガロさん。やっぱり私は……こういう生き方しかできません）

　──やがてメルが館やかたの前に立つと、巨大な氷扉がゆっくりと開いた。

　どうやら向こうも、メルの「竜の気配」に気付いていたらしい。望むところだ。今さら小こ細ざい工くを弄するつもりはない。

（サビト。あとのことはお願いします）

　館へと足を踏み入れながら、心でシノビの少年にそう告げる。

　最後に「さよなら」と添えて。




　身を切るように寒い館内の廊下を真まっ直すぐに進んでいくと、程なくして絢けん爛らんな扉に行き着いた。

　ここに来るまで、亜人の姿は一体も見かけなかった。その無防備さに若干の不審を感じたが、考えてみれば当然なのかもしれない。……自分より遥はるかに弱い護衛など、置く意味がないのだから。

「──遠慮なく入ってくれ、メルシオーネ」

　と、扉の向こうから青年の声がした。

　驚きはしない。部へ屋やの中に彼がいることは、気配で分かっていた。途中に何個かあった小部屋を無視して来たのも、この気配を辿たどったからだ。

　……扉を開けたそこは、まるで聖堂のように広く、ガランとした空間だった。

　天てん井じようが異様に高く、床も壁もピカピカと鏡のごとく光っている。いくつかの窓から差し込む夕日によって、室内はほのかに赤く染め上げられていた。

　ここへ来るのは、これで二度目だ。全すべての物が氷によって造られたこの部屋で、かつてメルは──前方にいる金髪の青年と戦った。

「やあメルシオーネ。よく来たね」

　ソファーに足を組んだまま、セルサーレが嫣えん然ぜんと微笑ほほえんでくる。

　貴公子のごとき美び貌ぼうと、病的なまでに細い体たい軀く。自身の魔法能力を象徴するような、体温を感じさせない碧へき眼がん。艶あでやかな金髪は周辺の床を覆うほど長く、あたかも黄金の絨じゆう毯たんのようであった。

「セルサーレ。貴方あなたの望み通り参上しました。もう村には手を出さないで下さい」

「……もちろん君のことは歓迎するのだけどね。正直なところ、私は少し不満を抱いている。上機嫌には程遠い心地ここちなんだ」

　そこでセルサーレがおもむろに立ち上がり、ソファーの後ろへと回り込んだ。

「私はね、人間どもの意思によって君を差し出して欲しかったのだよ。身を挺して村を守ってくれた君を、我が身可愛かわいさから裏切って欲しかったのだよ。君の心を壊すこと……それが彼らの役割であり、存在価値だったんだ」

「何な故ぜそんなことをする必要があるのです」

「言ったろう？　これは遊びなんだ」

　両りよう肘ひじをソファーの背もたれの上に載せ、また【竜公アポステル】が笑う。

「私が見たかったのは、そんな力強い瞳をした君じゃない。もっと暗く、濁った瞳をした君だったんだ。失意と絶望にうちひしがれた美しき少女は、やがて気付く。自分を受け入れてくれる者は、一人の若き【竜公アポステル】だけだと──これは、そういう物語なんだよ」

「無理がある脚本ですね」

　白い息を吐きながら冷ややかに答えると、青年は芝居がかった仕草で天てん井じようを仰いだ。

「ああ、メルシオーネ。そんなに怖い顔をするものじゃない。君はもう、村のために戦う必要などないんだ。その鎖から解き放たれているんだ」

「……どういう意味ですか」

　心なしか、一段と気温が下がった気がした。

「どうやら入れ違いになってしまったようだね。私は昨夜、亜人どもに再び村への総攻撃を命じた。皆殺しにしてこい、とね」

「…………」

「食料源を絶ってしまうのは少々痛いが、家畜はまた同胞から分けてもらえばいい。あそこにいる奴やつらは全すべて処分する。私の脚本を狂わせた罪は、万死に値するからね」

「亜人を、村に……」

「残念だが、今から戻っても間に合わない。これで君を縛るものはなくなった。さあ、剣をしまっておくれメルシオーネ。これからの君には大切な役目がある。私の子を生み、育て、最後に我が糧かてとなるという、大切な役目が」

　つまりこの男は、約束を守るつもりなど最初からなかったということだ。メルさえ差し出せば村を見逃す……そんな破格の条件は、ただの戯ざれ言ごとだったということだ。

　そんなことだろうと思っていた。ここへ一人で来たのは、やっぱり正解だった。

「村は落ちません」

「何？」

「あそこにはまだ、希望の光が残っています。貴方あなたの脚本は、とっくの昔に破は綻たんしているのです。サビトが村に来たときから」

「サビト……あの黒ずくめの少年のことかい？　やめてくれ。他の男の話など、君の口から聞きたくない」

「彼ならきっと村を守ってくれます。私はそう信じています。サビトがいる限り……私の心が壊れることはありません」

「やめろ」

　セルサーレから表情が消える。しかし構わず続ける。

「私は、前回の私とは違います。今度は逃げるつもりもありません。サビトの存在が、私を強くしてくれたから。振るう剣に力をくれたから」

「やめろと言っている」

「一つ教えてあげましょう。女は──恋をすると強くなるのです」

　言い放つなり、メルは氷の床を踏み砕いて跳躍した。

　一息でセルサーレに迫り、その脳天へと剣を打ち落とす。相手が身を引いたことで空を切った斬ざん撃げきは、代わりに固いソファーを見事に両断した。

　愛剣の切れ味が、これまで以上に増している。サビトが手入れをしてくれたお陰だ。

「恋をしている？　あの男に？」

「いけませんか！」

「当然だ」

　追撃しようと向き直った矢先、左肩に激痛が走る。見ると、セルサーレの放った氷矢に肩口が射抜かれていた。

　構うものか。この程度の傷なら数秒で治る。ダメージを気にせず戦えることが、自分の唯一にして最大のアドバンテージなのだ！

　嘲あざ笑わらうかのようなステップで逃げ回るセルサーレを、めげずに追い続ける。時おり間かん隙げきを突いて飛んでくる氷矢を、返す刀で薙なぎ払はらう。

　あの夜と同じだ。明らかに遊ばれている……つくづくいけ好かない男だった。

「メルシオーネ。君は私の物だ。私以外の男を見ることは許さない」

「勝手なことを！」

「断言しよう、その恋が実ることはない」

「余計なお世話です！」

「そもそも君は──アレが普通の『人間』だと思っているのかい？」

　その思いがけない一言に、僅わずかにメルの動きが鈍る。

　次の瞬間、衝撃と共に視界が逆転した。セルサーレの蹴けりをまともに食くらい、吹き飛ばされたのだ。

「ぐぅっ……！」

　壁に激突し、床へ投げ出される。呼吸が詰まり、脳のう震しん盪とうに意識が揺らぐ。

　痛恨の不覚だった。この状況で集中を途切れさせてしまうなんて……だがセルサーレの言葉は、メルをたじろがせるのに充分なものであった。

「もうダンスは終わりかな？　メルシオーネ」

　悠然と歩いてくるセルサーレを、辛うじて睨にらみつける。剣を支えにヨロヨロと立ち上がり、メルは唇を伝う血を拭ぬぐった。

「今のは……どういうことですか」

「察するに彼は、大陸の東に浮かぶ孤島から来たのではないかな？」

　追い討ちのごとき問いに、さらに心が搔かき乱みだされる。

　……セルサーレが言っているのは、おそらくヒノモトのことだ。

　かつてサビトは、「ヒノモトは一度も竜人レドルグの襲撃を受けたことがない」と言っていた。メルはそれを、竜人族レドルグが島の存在を知らないためだと思っていた。

　そうじゃないのか。竜人レドルグたちは、ヒノモトを知っていたのか。知りながら今日きようまで放置してきたというのか？

「その顔を見るに、正解かな？　ではもう少し教えてあげよう」

　メルの反応を楽しむように窺うかがいながら、セルサーレが眼前に立つ。

「メルシオーネ。君は『竜人レドルグの王』を知っているかい？」

「お、王？」

「そう、王だ。私たち竜人族レドルグの頂点に立つ、最強にして至高の存在だ。数千年の長きにわたり、私たちを力で支配してきた……崇拝と畏怖の対象だ」

　そんな存在など、メルは知らない。

　彼ら【竜公アポステル】にも、序列による多少の上下関係があることは把握している。

　だが、王なんて存在は聞いたこともない。プライドの高い彼らが、揃そろって膝ひざを折る存在とは……一体どれほど強大無比な竜人レドルグなのだろうか。

「貴方あなたたちが大陸に侵攻してきたのは……その王の命令ですか」

　喘あえぐように声を絞り出し、メルは【竜公アポステル】に問う。

　体の各所が、いくつか骨折している。特に砕けた右肘ひじと手首が深刻だ。ここは少しでも回復の時間を稼ぎたい。

「いいや違うね。王はもう、この世にいない。数百年も前に死んでしまったからね」

「死ん、だ？」

「そう。むしろ王が死んだからこそ、私たちは大陸にやってきたのさ。一族を縛ってきた彼がいなくなったことで、私たちは次第に『外界への君臨』を模索するようになった。一部の反対派の粛清が済んだのが、今から百年ほど前のことだ」

「竜人レドルグの王は、大陸への侵攻を望んでいなかった、ということですか」

「どうだろうね。ただ──王は一つの罪を犯した。竜人族レドルグの最大の汚点とも言える、大きな災いを残して死んだ」

　時間稼ぎのつもりだったが、セルサーレの話は次第にメルの心を捕えていく。

　竜人レドルグの王なる存在。竜人族レドルグの汚点。その災い……自分はそれを聞いておくべきだ。

「王には、子が一人いた。そしてその子は……【竜落子ドラグリーズ】だった」

「…………」

「竜人族レドルグの頂点に立つ彼の子が、竜の姿を持たない出来損ないだったんだ。それだけでも汚点だと言うのに、あろうことか王は──それを始末することなく人間の世界へと逃がしてしまった」

「それが、東の孤島ですか」

　セルサーレが片目を細め、「ご明答」と頷うなずく。

　本来なら殺されるべき【竜落子ドラグリーズ】を、親が逃がして人間に託す。それ自体はメルの境遇と同じだ。

　ただし大きく異なるのは、それを人間である母親ではなく、竜人レドルグである父親が行ったということだ。竜人族レドルグの大陸侵攻がその死後であることといい……もしかして王とは、他の竜人レドルグたちとは違う精神性を持っていたのだろうか。

「君の言う通り、王が【竜落子ドラグリーズ】を隠したのは大陸東の孤島だ。それは分かっていたが、我々は追うことができなかった」

「何な故ぜです」

「結界を張られたからだよ。その島に」

「け、結界？」

「万能の魔法能力を持つ王だけが使える、『限種結界』と言うものだ。文字通り、特定の種族以外の出入りを許さない強力な魔法でね。その防壁を通り抜けられるのは、人間と……その端くれである君たち【竜落子ドラグリーズ】だけだ」

　人間以外の出入りを阻む魔法、『限種結界』。我が子のために施した、王の防壁。

　だから竜人族レドルグは、亜人たちは、やむを得ずヒノモトを黙殺してきた……

「さてメルシオーネ。ここまで言えば、おおよその予測はついたんじゃないかな？　かくて王の子は、私たちの手から逃れて生き延びた。そしてあの『禁足地』にて、おそらく子孫を残して死んだ。何せこれは、数百年前の話だからね」

「…………」

「知っているかい？　【竜落子ドラグリーズ】からは──高い確率で【竜落子ドラグリーズ】が生まれるということを。だから私たちは、彼らを赤子のうちに殺すのさ。後々の災いを断つために、ね」

「……まさか」

　語られた情報のピースが、メルの頭の中で一つに結実していく。

　──王は、万能の魔法能力を有していた。

　──その王の子は、ヒノモトで子孫を残した。

　──【竜落子ドラグリーズ】からは、高い確率で【竜落子ドラグリーズ】が生まれる。

　──そして。シノビとは、複数の属性を操ることができる。

「まさか、サビトは」

　シノビの少年は、いつか言っていなかったか。「シノビの祖先は、遡さかのぼれば同じだ」と。「素質のある子供だけが、シノビとして育てられる」と。

　その祖先が、王の子だとしたら？

　その素質が、【竜落子ドラグリーズ】であることだとしたら？

「じゃあサビトは、やっぱり……」

　動揺を隠し切れないメルをよそに、ふとセルサーレが横を向く。

　そちらにあるのは、先ほどメルがやってきた扉だ。その方向をじっと見据えながら、やがて金髪の青年は不機嫌に呟つぶやいた。

「やれやれ。噂うわさをすれば、というやつか」

「え……」

　思考より早く、セルサーレの視線の先を追う。すると。

　そこに──シノビの少年がいた。

　さよならを告げたばかりのサビトが、扉の前に立っていた。





　　　　３






（……何とか間に合ったか）

　最悪の事態を覚悟しつつ駆けつけたものの、メルの無事な姿を見て、サビトはひとまず胸を撫なで下おろした。

　いや、厳密にはそれほど無事というわけでもなさそうだ。室内には、すでにいくつかの戦闘の痕こん跡せきが見られる。メル本人もお婆ばあさんのように剣を杖つえ代わりにして、何とか立っているのがやっとの状態だった。

　……でも、生きているなら上等だ。無理をしてここまで来た甲か斐いがあった。

「君を招いた覚えはないのだがね」

　こちらを睨にらみつつ、金髪の【竜公アポステル】が不快げに吐き捨ててくる。

「お前も招かれもせぬのに、たびたび村へ来るだろう」

「フン、言ってくれるね。で、君はその村を守っていたのではなかったのかな？　それとも、人間どもを捨ててメルシオーネを取ったということかい？」

「任務なら遂行した」

　サビトの言葉に「えっ？」と反応したのは、セルサーレではなくメルだった。

「亜人の軍は、村へ着く前に崩壊した。思ったより早く片がついたぞ」

　さすがにセルサーレも「馬鹿な」と眉をひそめる。

「まだ亜人たちは五千ほどいたはず。それを全すべて倒してきたというのか」

「お前の命令に従ったのは、その半分程度だ。しかも極限まで士気の落ちた烏う合ごうの衆……俺とまともに戦おうとしたのは、その中のさらに半分ほどだ」

　実はそれは、思いがけない幸運だった。これまで幾度も相手をしてきたお陰で、亜人たちには「サビト」の存在が恐怖として刷り込まれていたようなのだ。

　サビトが六つほどの部隊を潰つぶした頃には、亜人たちは降伏を伝えてきた。

　モウ村ニ手ハ出サナイ、ダカラ見逃シテクレ……人語が喋しやべれる亜人がいたのには面食くらったが、それはサビトにとっても渡りに船だった。

　もちろん、その言葉を頭から信用はしていない。だが、今の彼らの様子なら、少なくとも数日間は動かないと見た。

　それだけの時間が得られれば、今は充分だ。

「先日の戦い、確かに村は北門を破やぶられ、隊長という要かなめも失った。だが一方で、お前たちは過去最大の被害を出した。その元凶たる俺が……奴やつらには竜人レドルグに劣らぬ化け物に見えていたのだろう」

「……図に乗るなよ、出来損ない」

　怒色を浮かべたセルサーレに満足しつつ、サビトは刀を抜いた。

　そのまま歩き出す。進みながら言葉を重ねる。

「出来損ない、か。そういえば、先ほど面白い話をしていたな。シノビの祖先が……竜人レドルグの王を父親とする【竜落子ドラグリーズ】であるとか」

　実際のところ、大して興味があるわけじゃない。

　出自などはどうでもいい。シノビはただ、シノビであるだけなのだから。ただ……一つだけ重要なことがある。

　全身を駆け巡る、このザワザワ。動どう悸きと耳鳴りと目眩めまい。

　これはもしや、恐れではなく──共鳴か？　ビビっていたわけでなく、メルが言うところの「竜の気配」を、自分も感じていたのか？

　距離が五メートルほどまでに縮まったとき、セルサーレがこちらに向けて右手をかざしてきた。

「フン、盗み聞きとは趣味の悪いことだ。我らが王の子孫が、まさか暗殺者にまで落ちぶれているとは……つくづく一族の誇りを汚よごしてくれる」

「お前たちのような親戚を持った覚えはない」

「前言を撤回させてもらおう。私はお前を歓迎する。よく『禁足地』からノコノコ出てきてくれた」

　セルサーレの指先に、凍気がパキパキと音を立てて収しゆう斂れんしていく。氷矢を放つ気か。

「一分だ。私がお前を殺すのに、それ以上の時間は必要ない」

「やってみるがいい」

　たちまち【竜公アポステル】の五指から、無数の氷矢が撃ち出された。

　サビトは歩みを止めないまま、それを刀でことごとく打ち落とす。二十本、三十本、四十本……常軌を逸した弾数だが、全すべて一直線なので見切ることは容易たやすい。

（見える。あと二歩までは近付ける）

　氷矢がさらに数を増したが、サビトは前進を続けた。いつもより五感が冴さえている気がする。疲労は残っているはずなのに、体がやけに軽い。

「小こ癪しやくな……」

　業を煮やしたセルサーレが、続いて左手も前にかざしたとき。

　サビトは一気に床を蹴けった。

「《地ち仙せん・影えい遁とん》」

　数百という氷矢の乱射を滑り込んでかわし、そのままセルサーレの影に潜る。夕日が作った長い影法師の先端は、二歩の距離を詰めたすぐそこにあった。

「その魔法は、もう見たよ」

　セルサーレの両手が下がり、自身の影へと向けられる。潜んだ敵を地面もろとも蜂はちの巣にすべく、氷の散弾が容赦なく撃ち込まれる。

　──が、サビトはすでにそこにはいなかった。

　影から影を渡り、横合いにいるメルのそれへと移動していた。

　再び地上に出るなり、すぐさま彼女を抱き上げて跳躍する。メルが腕の中で「きゃっ」と少女のような声を上げた。

「サ、サビトっ？　何を……」

「暴れるな」

　真っ二つになったソファーの陰に着地し、確保したメルを下ろす。

「しばしここにいろ。お前を守りながら戦う余裕はない」

　彼女はポカンと口を半開きにしたまま、まだ呆ぼう然ぜんとこちらを瞠どう目もくしていた。

「サビト……どうして来たんですか」

「お前との契約は、おおよそ果たした。あとは俺自身の都合で動くまで」

「シノビの頭領になるため……ですか」

「いや。ここへ来たのは、お前を守るためだ」

「え──」

　メルの大きな目が、さらに見開かれる。

「是非もあるまい。『大好き』と言われてはな」

　早々に会話を切り上げ、サビトはソファーから飛び出した。

　予想通り、セルサーレがゆっくりと迫っていた。獲物の姿を捉とらえるなり、その冷たい碧へき眼がんが剣けん吞のんに光る。

「下郎。私の花嫁から離れろ」

「待たせたな竜人レドルグ。いざ」

　凍いてつく怒気をみなぎらせて近付くセルサーレに、サビトは疾走した。真っ向からやり合うのは流儀ではないが、四の五の言っていられない。

　あとはただ──やるべし。敵の首を落とすべし。

「威勢がいいじゃないか、暗殺者」

　突進するサビトを泰然と待ち構え、セルサーレが指をパチンと鳴らす。

　直後、地面から次々に巨大な氷柱つららが飛び出し、サビトを襲ってきた。

「！」

　ドカドカと突き上がる氷柱に、前進を阻まれる。迂う闊かつに飛び込んでいたら串刺しになるところだった。

「まさか私の魔法が、氷矢アイスボウだけだとは思っていまいね？　【竜公アポステル】を侮ってもらっては困る」

　いつしか室内は、二メートルほどの氷樹に埋め尽くされた林のようになっていた。

　このままでは近付くこともできない。それどころか、四方を完全に塞ふさがれてしまった。林というより、氷の牢ろう獄ごくであった。

「もう逃げ場はない。さあ、地面に注意したまえ。また氷柱が出るぞ」

「お前こそ、シノビを侮るものではない」

　言い放ち、サビトは眼前の氷柱を蹴けりつけて飛ひ翔しようした。

　剣山のごとき氷柱の尖せん端たんをトントンと渡り、セルサーレの頭上へと舞い降りる。瞬く間に眼前へと現れたサビトに、初めて【竜公アポステル】の顔から余裕が消えた。

「尖とがった氷の上を……！」

「氷上だろうが水上だろうが、シノビに歩けぬ場所はない」

　対応する暇を与えず、そのまま刀による怒ど濤とうの連撃を叩たたき込む。避けられることも構わず、とにかく叩き込む。

　反撃を封じられ、セルサーレがジリジリと後退していく。その双そう眸ぼうに、明らかな狼ろう狽ばいが滲にじんでいた。

「馬鹿な、この私が圧されて……」

「どうした【竜公アポステル】。とうに一分は過ぎているぞ」

　振り下ろした渾こん身しんの一撃が、セルサーレの右腕と衝突する。

　ガキリ！　と鉄を叩いたような音が響き、サビトの両手に痺しびれが走った。いつかと同じ感触──セルサーレが腕を竜化させたのだ。

「ふう、危ない危ない……残念だったね暗殺者。お前の剣など、私の鱗うろこには」

「《雷らい仙せん・旋せん戟げき》」

　敵の言葉をよそに、サビトは刀の切っ先で印式を描く。

　すると突如として、窓より螺ら旋せん状じようの雷撃が襲来した。

　いち早くそれに気付いたセルサーレが、即座に身を返して稲妻を殴なぐり飛ばす。呆あきれるほど力ずくの防ぎ方だった。

「くっ、雷撃魔法か。ふざけた真ま似ねを──」

「《風ふう仙せん・瞬しゆん嵐らん》」

　セルサーレが再度こちらを向く前に、さらに印を描く。

　途端に凄すさまじい突風が竜巻のように巻き起こり、セルサーレの体を宙へと攫さらった。

「こ、これは……！」

「さすがに風は殴なぐれまい」

　瞬間的に嵐を呼び寄せる忍法──普通の敵ならこのまま墜落死するところだが、竜人レドルグはそれほど間抜けではないだろう。

　だからサビトは、自身も風に乗って舞い上がり、追撃の一刀を振るった。

　確かな手応えと共に、掌てのひらほどの大きさの物体が刎はね飛ぶ。

　それはまさしく、人間のままであるセルサーレの左手首だった。

「ああああああああ！」

　獣のごとき絶叫を発し、無様に落下したセルサーレが地面をのたうち回る。優雅で上品な仮面が剝はがれ、半狂乱で喚声を上げている。

　──勝機だ、とサビトは確信した。きっと今の自分なら、竜人レドルグを狩れる。

　五感は今なお、どんどん研ぎ澄まされていく。忍法のかかりも良い。セルサーレと戦うたびに、内なる何かが扉を開いていく。

　サビトはそれを、【竜落子ドラグリーズ】としての覚かく醒せいだと直感していた。今ならメルも感じ取れるのではないだろうか。数百年の間にシノビが眠らせてしまった、「竜の気配」を。

（もしかして、これが試験の真意か？）

　だから頭領おじじは、サビトらを大陸へ遣わしたのか。「せいぜい気張るがええ。竜と戦えば、寝ね惚ぼけた目も覚めようぞ」──あの言葉は、そういうことだったのか？

（どうだって構うか！　今はセル公を殺るのが先決だ！）

　床に着地し、沸き上がる闘争心のままにセルサーレへと斬きりかかる。

　敵はまだ、こちらに対処できていない。立ち上がってはきたものの、明後日あさつての方角を向いたままだ。

　愚かなり。この状況で敵から視線を外すとは……そう思った直後、僅わずかに空気が揺らいだのをサビトは感じた。

　反射的に横へ転がり、飛んできた「それ」をかわす。半瞬前までいた空間に絡からみついたのは、蛇のごとき黄金の長髪だった。

（髪の毛まで操れるのかよ……チッ、立て直す時間を与えちまった！）

　が、セルサーレは──未いまだこちらを見ていなかった。

　何な故ぜか横を向いたままの敵に、サビトの胸中が不穏な細さざ波なみを立てる。

　セルサーレが、おもむろに右手をかざす。その先に。

　ソファーから顔を覗のぞかせている銀髪少女がいた。

（まずい！）

　サビトはすぐさま床を蹴けり、【竜公アポステル】の前に躍り出ていた。

　一気に首を落とせば、何とかなったかもしれない。が、万が一にも仕し留とめ損ね、メルに氷矢を掃射されたら──そんな危き惧ぐによる咄とつ嗟さの行動が、サビトの命取りとなった。

　果たしてセルサーレの五指から、おびただしい氷矢が放たれる。

　防ぐことはできなかった。あまりに距離が近過ぎた。

　次の瞬間、サビトの全身を衝撃と激痛が襲う。腕を、足を、腹を、肺を、喉のどを、横殴なぐりの豪雨のごとき氷塊が貫いていく。

　……程なくして氷矢がやみ、室内に束つかの間まの静寂が訪れた。

「ぐ、ふ……」

　倒れ込んだ地面は、自身の血で水みず溜たまりのようになっていた。

　急速に意識が遠とお退のいていく。力が入らない。あれほど熱かった体が、みるみる冷たく、重くなっていく。即死でなかったのが奇跡とすら言えた。

（不覚……）

　本来ならば、セルサーレを斬きるべきだった。情に流されるべきじゃなかった。だが。

（シノビに徹することが……できなかったか……）

　霞かすんでいく視界の中に、ふと誰かの顔が現れた。──メルだった。

　彼女が泣きながら何かを叫んでいる。口の動きから、「サビト、サビト」と何度も言っているようだ。返事をしたかったが、喉が破壊されて声が出なかった。

（馬鹿、いいから逃げろっての……）

　セルサーレがまだそこにいるのだ。もうお前を守れる奴やつはいないのだ。

　頼むから、仇あだ討うちのようなことはやめて欲しい。できればここから逃げて欲しい。彼女をここに残して逝く……それだけが最後の気がかりだった。

（俺も……お人ひと好よしになったモンだ……）

　本当に──つくづく厄介な相棒を持ってしまった。
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　崩れ落ちたサビトを見た瞬間、メルは何もかも忘れて夢中で駆け出していた。

　それまでは、ただ戦闘を見守っているしかなかった。加勢すらできず、セルサーレを追い詰めていく彼を啞あ然ぜんと刮かつ目もくするしかなかった。

　それほど今日きようのサビトは強かった。もしかしたら、【竜公アポステル】を倒してしまうのではないかと思えるほど──なのに。

「サビ、ト」

　抱き起こした彼は、今やピクリとも動かない。どれだけ呼びかけても全く返事をしてくれない。その頰ほおに触れてみると、驚くほど冷たかった。

「どうして……」

　メルの治癒魔法は知っていたはず。こちらなど捨て置いて、セルサーレを斬ることができたはず。それなのに……どうしてこんな無む茶ちやをしたのだ！

　溢あふれる涙のせいで、サビトの顔がぼやけていく。すぐそこに敵がいるのに、虚脱感と喪失感から立ち直れない。

（せっかくもう一度会えたのに……）

　サビトが現れたとき、メルは置かれた状況にも拘かかわらず胸が高鳴ってしまった。抱きかかえられたとき、何だか彼が王子様のように思えてしまった。

　主従の糸は切れたはずなのに、それでもサビトは来てくれた。「ここへ来たのは、お前を守るためだ」と、確かにそう言ってくれた。

　ひょっとして片かた想おもいじゃなかったのかも……そんな期待に、心が高揚した。

　それが。こんなことに。

（サビトが、死んでしまう）

　その顔にジュガロの死に顔が重なる。このままでは、自分はまた大切な人を失ってしまう。また見殺しにしてしまう。

　もうサビトと話せない。食事も、巡回も、稽けい古こも、将棋も、喧けん嘩かもできない──

（嫌だ）

　それは今のメルにとって、自身の死よりも恐ろしいことだった。

　助ける方法は、一つしかない。

　それをサビトが望んでいるかは分からない。ジュガロと同様に、彼も呪じゆ縛ばくを強いられてまで生きる気はないのかもしれない。

　でも。それでも……自分はサビトに死んで欲しくない。彼と離れたくない！

「……《結魂メナージの儀を、ここに執り行う》」

　気付けばメルは、誓約の言葉を呟つぶやいていた。

　禁忌の呪文を、口にしていた。

「《貴方あなたと共に生き、共に死ぬことを誓います。病めるときも、殺あやめるときも、永久とこしえに伴侶たることを──この魂に懸けて》」

　土気色になったシノビの少年の、その血まみれの顔に向けて。その唇に向けて。

　メルは自分の唇を、静かに重ね合わせた。




　長いキスを終えると、メルはサビトを床に寝かして立ち上がった。

　振り向いたその先に、倒すべき存在がいた。すでにパニックから脱した【竜公アポステル】は、再び貴公子の仮面を被り、冷たくこちらを見据えていた。

「メルシオーネ……何をしている」

　セルサーレの長髪が、ザワリとうねる。切断された左手は、傷口を凍結することで止血されていた。

「君は私の花嫁だろう。その私の前で、よくもそんな」

「いいえ。私はたった今、彼を夫としました」

　セルサーレが一度だけシノビの少年を瞥べつ見けんする。微動だにせず横おう臥がするサビトに、その薄い唇が小さく吊つり上あがった。

「もう死んでしまったようだが？　そして殺したのは私だ。君の本当の夫だ。言っただろう、その恋が実ることはないと」

「こちらも言ったはずです。私はサビトを信じていると」

　……正直なところ、治癒が間に合ったかどうかは分からない。

　サビトは依然として死んだように動かず、顔も土気色のままだ。もしかしたら誓約を交わす前に、もう息を引き取っていた可能性もある。

　でも、メルは信じる。きっと目を覚ましてくれると。その希望がある限り、まだ心は壊れたりしない。

「……メルシオーネ。あまり私を怒らせるべきではない」

　広い室内に、凍気と殺気が満ちていく。

「信じているだと？　その骸むくろに何ができる？　見苦しい執着はやめたまえ」

「貴方あなたに、言われたくありません！」

　愛剣を片手に、メルは【竜公アポステル】へと疾駆した。

　持てる力の全すべてを尽くし、縦横無尽に斬ざん撃げきを放つ。巧みにフェイントを織り交ぜ、絶えず死角へと回り込み、敵の隙すきを窺うかがう。

　が、セルサーレに刃が届くことはなかった。左手を失った【竜公アポステル】は、それでもなおメルなどが足下にも及ばない強さを誇っていた。

「いい加減にしたまえ、メルシオーネ」

　紺こん碧ぺきの鱗うろこに覆われた右の竜腕が、メルの手を難なく摑つかみ取とる。

　常軌を逸したその握力に、愛剣が完全に封じられてしまった。

「くっ……！」

「無駄だ。君に私は倒せない。そこの暗殺者とて、結局は私に敗やぶれていただろう」

「だ、黙りなさい！」

　こちらの腕を摑んだまま、セルサーレが手首を返す。たったそれだけの動作でメルは片肘ひじを捻ひねられ、反転させられ、彼に背後を取られることになった。

「左手を落とされたことは、確かに恥ずべき失態だった。いささか奴やつを甘く見過ぎていた……だがね」

　ギリギリと関節が締め上げられる。肩と腕の骨が軋きしみを上げる。

「私はまだ竜の姿にすらなっていない。それがどういうことか、分かるだろう」

　もちろん承知している。人間の姿である以上、彼はまだ本気ではないということだ。

　竜人族レドルグの真髄は、竜体になったときにこそ発揮される。逆に言えば、セルサーレに対抗できるのは……彼が人間体である今しかないのだ。

「メルシオーネ。君の心を折る手段を、一つ思いついた」

　セルサーレの手が、メルの腕から放れる。しかしメルは未いまだ動くことができなかった。見ると、蔦つたのごとき金色の長髪が、自分の全身に巻きついていた。

　竜の右手が、メルの背中を不快に這はっていく。やがてその掌てのひらは、甲かつ冑ちゆうの隙間から胸へと滑り込んできた。

「な、何を……！」

「今ここで君を蹂じゆう躙りんする。その男の骸むくろの前で、私の子を宿すといい」

　身の毛もよだつような言葉が、耳みみ許もとで囁ささやかれた。冷たく鋭い爪つめが乳房に食くい込み、思わず悲鳴を発してしまいそうになる。

　拘束は強力で、身動きもままならない。何とか自由になるのは、左腕だけだった。

「舌を嚙かんでも、どうせ君は死ねまい。その血を接せつ吻ぷんで吸うのも一興だ」

　竜人レドルグの舌が、頰ほおを舐なめ上げてくる。異様に長く細いそれは、爬は虫ちゆう類るいに酷似していた。

「さあメルシオーネ──今度こそ心を壊してあげよう」

「……セルサーレ。貴方あなたは一つ勘違いをしています。私は一人で戦ってはいません」

「あそこの骸のことを言っているのかい？　サビト、だったかな」

「そうです。ただし──彼だけではありません」

　きっぱりと告げた直後。

　後ろのセルサーレが血をゴボリと吐いた。

　メルの背に、そのまま全体重を預けてくる。「あ、が……」と苦く悶もんの呻うめきが聞こえ、メルを捕えていた金髪がスルリと床へ抜け落ちる。

「メ、メルシ、オーネ……！」

「ようやく貴方に、一太た刀ちを入れることができました」

　メルの腹部には──剣が深々と突き立っていた。背後に密着していたセルサーレごと、刃が二人を刺し貫いていた。

　それはジュガロに託された大剣。彼から受け取った、魂だった。

「この一撃はジュガロさんの、そして貴方が虐しいたげてきた人間たちの、無念と怒りです」

　激痛を無視して、大剣を引き抜く。

　するとセルサーレはズルズルと崩れていき、地面へと這はいつくばった。

「ば、馬鹿な……こん、な……」

「不意討ちくらいします。暗殺者の妻ですから」

　うずくまる【竜公アポステル】に言い放ちながら、しかしメルもまた床へ片膝ひざをつく。

　さすがに無む茶ちやをし過ぎてしまった。気を抜くと意識を失ってしまいそうだった。この傷は、ちょっとやそっとの時間では回復できないだろう。

　でも、セルサーレの負ったダメージは、メルとは比較にならないほど甚じん大だいだ。治癒の魔法を持たない彼は、その左手と同様……傷を治すことができないのだから。

「覚悟して下さい、セルサーレ」

　歯を食い縛って立ち上がり、ジュガロの大剣を振り上げる。

　視界が霞かすむ。呼吸が上う手まくできない。が、悠長に休んでなどいられなかった。

　今のうちに、セルサーレが動けないうちに……何としても倒さないと！

「メル、シ、オーネ……よくも、よくも私にこんな真ま似ねを……！」

　しかし、遅かった。

　メルの目の前で、突然セルサーレの体がメキメキと肥大を始めた。

　急ぎ踏み込もうとした矢先、強烈な風圧に吹き飛ばされる。凄すさまじい冷気の乱気流に、メルはなす術すべもなく部へ屋やの隅まで転がされてしまった。

「くっ……」

　全身を打ちつけられながらも、すぐに身を起こす。視線を向けたその先で、セルサーレは今なお膨張を続けていた。

「メルシオーネェェェェェー！」

　届いてきた怨えん嗟さの声は、これまでの玲れい瓏ろうな青年のものとは全く違っていた。

　地の底から響いてくるような、重低音の唸うなり。体の芯までビリビリと浸透する、雷鳴のごとき咆ほう哮こう。そして、それを発する彼の姿は、もはや人間の形をしていなかった。

　──そこに、竜がいた。

　紺こん碧ぺきの鱗うろこをまとった、氷山のように巨大な、四つ足の幻獣。頭部には二本の角がそそり立ち、牙きばが突き出た口からは凍気の白煙を絶えず吐き漏らしている。背中に広げた蝙こう蝠もりにも似た双翼、そして地面をのたくる極太の尾は、いずれも部屋の端に届くほど長大だ。

　爛らん々らんと光る碧へき眼がんだけをそのままに──セルサーレはそんな怪物へと変へん貌ぼうを遂げていた。

（これが、竜体……）

　メル自身、実際に目まの当あたりにするのは初めてだった。

　イメージはしていた。だが、それでもこうして相対すると、その威容に圧倒される。

　これが、大陸に栄えた「人間の王国」をことごとく滅ぼした……最強の種族か。

　気付けば自身の甲かつ冑ちゆうが、霜に覆われていた。気温はどんどん下がり続け、かじかんだ手足が感覚を失いつつある。これでは思うように動けない。

「竜に変わられたか。あの鱗には刃が通らぬ、用心しろメル」

　隣から忠告してきたサビトに、「はい」と頷うなずき返す。

　彼の言う通り、セルサーレの鱗は氷によって強化されている。おそらく物理的な攻撃は何一つ……

　──え？

　思考を中断し、はたと横を向く。すると。

　そこに──当たり前のようにシノビの少年が立っていた。





　　　　５






「サ、サビト！」

　いつの間にやら蘇そ生せいし、いつの間にやら横にいたサビトに、メルは状況も忘れて声を張り上げてしまった。

　その黒装束には、至るところに穴が空いている。よく見ると血でベットリ汚よごれていた。……だが、本人は先ほどの大惨事などなかったかのように、鋭い眼光で前方のセルサーレを凝望していた。

（治癒が、間に合った……！）

　また涙で彼の顔がボヤけてしまう。その胸に飛び込んで、大声で泣きたい衝動に駆られてしまう。

　しかし、それと同時に一抹の不安にも襲われる。彼が回復したということは、それはすなわち──『結魂メナージの儀』が成立したことを意味しているのだ。

「サビト、傷の方は……」

「問題ない。凄すごいものだな、治癒魔法とは」

　その発言からして、自分に何が起こったのかは理解しているようだ。誓約による呪じゆ縛ばくのことは、すでにサビトにも伝えてある。もちろんそのリスクもだ。

　なのに……どうして彼はこんなに平然としているのだろう？

「メル」

　いきなり名を呼ばれ、思わず「はいっ」と直立不動で返事をしてしまう。

「時間がない。今からお前に作戦を伝える。心して聞け」

「さ、作戦？」

　サビトが身を寄せ、その場でボソボソと密談を始めてくる。あまりに顔が近いので、少しドキドキしてしまった。

「やれるか、メル」

「……はい。もちろんです」

　メルの承諾を確認したのち。サビトは改めて前方の【竜公アポステル】へと向き直った。

　小さく一歩踏み出すと、続いて左手の人差し指をピンと立て、それを握った右手の人差し指をさらにピンと立てる。

　心なしか、その手がぼんやりと光っているように見えた。

「それでは早速だが──変わるとするか」

　その「変わる」という言葉の意味は、メルにも分かっていた。またあの白狼になるつもりなのだろう。

「だ、大丈夫なのですか？　あの術は、一度やると数日は使えないって……」

「いつもなら無理だろうが、おそらく今の俺ならできる。俺は──【竜落子ドラグリーズ】としての本能を取り戻しつつある」

　……その兆候には、実はメルもすでに気付いていた。

　先ほどセルサーレと戦っていたとき……サビトは間違いなく「竜の気配」をまとっていた。これまでは戦せん慄りつと警戒の対象でしかなかった「それ」を、メルは初めて親近感として体に覚えたのだ。

　竜の眷けん族ぞくがまとう「気配」とは、その者が内包する魔力の片鱗に他ならない。確かに今のサビトなら、普段以上の魔法……いや忍法を発動できる可能性もある。

「《霊りよう仙せん・真マ神カミ》」












　短い一言を合図に、サビトの体が淡い光に包まれる。やがて光が消えると、果たしてそこには例の大きな白狼がいた。

「あ……」

　白狼を見るなり、メルは知らず当惑の声を上げていた。

　フサフサの毛並みを持つ、しなやかな体たい軀くの狼おおかみ。しかし眼前に現れたそれは、以前に見た姿と少し違っていたのだ。

　──まず、全身に模様があった。

　ミミズが這はったような不思議な文字が、体の至る箇所に刻きざまれている。それはきっと、彼が忍法を駆使するときに描く印と同じもの……そして、爆発する呪符に書かれていた文字と同種のものだ。

　──次に、周囲に火の玉が浮いていた。

　人間の頭ほどもある四つの青白い鬼火が、狼の前後左右を取り囲むようにフワフワと漂っている。揺らめく炎は盛大で、極寒の室温をみるみる上昇させていく。

（この前は、ただの狼と間違えたけど……）

　今回は明らかに野生動物には見えない。まさしく霊獣、神獣といった様相だ。

　やはりサビトの忍法はレベルアップしている。これならセルサーレに対抗することができるかも……

「サビト、必ず勝ちましょう。そして二人でここを出ましょう」

　メルの激励に、白狼がパタパタと尻尾しつぽを振って応える。この姿では喋しやべれないらしい。

　何だかちょっと可愛かわいかった。試しに頭を撫なでようとしてみたところ、やっぱりガブリと咬かみつかれてしまった。

「もう、撫でるくらい別にいいじゃないですかっ」

　不満を上げたメルを置いて、白狼が身を翻す。紺こん碧ぺきの竜へと歩き出す。

　その後ろ姿に、メルは両手を組んで武運を祈った。

（どうか無事で……）

　いつしか夕日は没し、周囲は薄闇やみに包まれていた。

　急激に明度を落とした部へ屋やの中央に、丘のごとき凶影がそびえている。その唸うなり声は空気を震わせ、巨体が動くたびに地面がズズンと地響きを立てる。

　あの【竜公アポステル】を……必ずここで倒さねばならない。

　負けることは考えない。もう自分は、一人じゃないのだから。全幅の信頼を寄せる仲間が、相棒が、夫がいるのだから。

　戦いは、佳境を迎えていた。




　竜体となり真の力を解き放ったものの、セルサーレは混乱していた。

（何な故ぜだ。どうしてこんなことになった？）

　物語が自分の手を離れ、どんどん書き換えられていく。全すべての登場人物が、筋書きを無視して勝手な振る舞いをする……今や台無しとなったその「遊び」に、セルサーレは苛いら立だち、憤いきどおっていた。

　亜人どもが命令に背き、村攻めを放棄した。

　サビトなる暗殺者によって、左手が落とされた。

　歯牙にもかけていなかったメルシオーネに、致命的な重傷を負わされた。

　さらには殺したはずの暗殺者が起き上がり、獣に姿を変えた。

　──全すべて想定外の事態だ。こんな馬鹿げた展開を許した覚えなどない。

（奴やつは……どうして死ななかった？）

　その疑問に限っては、おおよその推測がつく。おそらくメルシオーネの仕業だ。

　彼女の治癒魔法が、瀕ひん死しのあの男を蘇よみがえらせたのだ。他者には使えないものだと思っていたが……まさかここまで優れた魔法だとは思いもしなかった。

（だが、ますます彼女を手に入れたくなった）

　あの魔法は貴重だ。メルシオーネを我が物とすれば、あの能力をセルサーレのためだけに使わせれば──自分が次なる王となることも夢ではない！

（そのためにも、邪魔者には何としても消えてもらう）

　猛然と突進してくる白き獣に向け、セルサーレは頤おとがいを開いた。敵を氷塊に変えるべく、冷気のブレスを咆ほう哮こうのごとく吐き出す。

　白狼は小こ賢ざかしくも、荒れ狂うブリザードを強引に突破してきた。乱れ撃った氷矢までもが、取り巻く鬼火にことごとく溶かされていく。

（炎熱属性の魔法まで駆使するとは……つくづく煩わずらわしい男だ）

　ならばと室内の四方より氷柱つららを顕現させ、一斉に獲物へと浴びせかける。

　全方位から同時に迫る、何百という氷の巨槍。これなら溶かすことも、回避することもできまい。

　──その時。白狼の体に浮かぶ、いくつかの模様が光った。

　たちまち天てん井じようを砕いて無数の雷撃が降り、氷柱を破壊していく。吹き上がる烈風が真空を生み、氷柱を寸断していく。地面がせり上がり、氷柱を阻む防壁となる。

　複数の魔法属性の、同時発動──それは竜人族レドルグにさえ不可能な、神域の技だった。

（ば、馬鹿な！　いかに王の末まつ裔えいとはいえ、こいつはただの【竜落子ドラグリーズ】だ！　こんな力を持っているわけが……）

　焦燥に陥おちいるセルサーレへと、白狼はなおも愚直に向かってくる。

　この獣は何だ？　どうして出来損ないたる【竜落子ドラグリーズ】が、竜人レドルグたる自分と互角に渡り合っている？　竜体となった、この自分と……！

（ふざけるな！　私は【竜公アポステル】だ！　氷の竜人レドルグセルサーレだ！）

　再び口を開き、さらに威力を込めたブレスを放つ。

　すると、白狼もまた口を開き──炎のブレスを発した。

　吹雪ふぶきと業ごう火かが正面から激突し、凄すさまじい蒸気が辺りに拡散する。互いの息い吹ぶきは拮きつ抗こうしたまま、ジュウジュウと室内に濃霧を蔓まん延えんさせていく。

（【竜落子ドラグリーズ】がブレスだと？　何な故ぜだ、何故だ、何故だ！）

　真っ白に塗り潰つぶされた視界の中、セルサーレは狂ったように吹雪ふぶきを吐き続けた。全すべての魔力をブレスに集結させ、見失った敵へと構わず放射する。

　長らくのブレスに、呼吸が限界に近付く。素早く息継ぎをすべく、僅わずかに吹雪を弱めたその時。

　眼前に、獣の影が躍った。

　気付けば白狼が、すぐそこにいた。開かれたままのセルサーレの口に目掛け、今まさに飛び込もうとしていた。

（……やはり狙ねらっていたか）

　まんまと特攻を仕掛けてきた敵に、すかさずブレスを浴びせる。

　その直撃を受けた白狼は、なす術すべもなく吹き飛ばされ、地面に全身を叩たたきつけられた。

（そう何度も不意を突けると思うな）

　敵が「内部破壊」を狙っていることは、容易に予測がついていた。

　強化されたセルサーレの鱗うろこには、いかなる攻撃も通用しない。ならば相手は何を考えるか……それが分からぬほど自分は愚かではない。

　だからこそ、あえて誘ったのだ。呼吸はまだ、若干の余裕を残していたのだ。

（察するに、蒸気は目め眩くらましだったというわけか。さあ、どうする王の【竜落子ドラグリーズ】？　まだ懲りずに口へ飛び込んでくるかい？　お前の行動は、逆に言えば『正攻法では鱗を破やぶる手段がない』と白状しているようなものだからな）

　周囲の氷柱つららを薙なぎ倒たおし、セルサーレは白狼へと迫る。

　敵はようやく身を起こし、低く身構えるのが精一杯の様子だった。グルルと唸うなって必死に威嚇するその姿は、出来損ないに相応ふさわしく矮わい小しようで滑こつ稽けいだ。

（む？）

　と、セルサーレは一つの異変に気付いた。

　白狼の周りに浮かんでいた鬼火が、消えていたのだ。

（私のブレスで消滅したか？　……いや待て）

　さらなる異変を、今度は自身の体に感じる。

　腹部が熱い。苦痛を伴うほどではないが、ある一点が異常な熱を持っている。

（何だ、この熱は……）

　立ち込めていた水蒸気の霧が、次第に晴れていく。

　セルサーレはその時、ようやく知ることになった。

　自分の腹部に、四つの鬼火が密着し──氷の装甲を溶かし続けていたことを。




　それより数秒前。

　蒸気に煙る部へ屋やの中を、メルは足音を殺して疾走していた。

　視界は限りなくゼロに近いが、目指すべき方向は分かっていた。

　全身にビリビリと伝わる「竜の気配」。そして、前方で微かすかに揺らめく青白い炎。

　あの先に、サビトが開いた突破口がある。氷の装甲が溶けた一点がある──




「いいかメル。先ほども言ったが、奴やつの鱗うろこには攻撃が通じぬ。刃はもちろん、忍法もだ」

「はい」

「だが、お前の乳を見て──俺は一つの突破口を思いついた」

「む、胸っ？」

「今から思えば、いつかの『あくしでんと』は良い体験だった。つまり要約すると、『表面は硬くとも、その中身は柔らかい』ということだ。あの鱗もそれと同じ……奴をオッパイだと考えればいいのだ」

「言いたいことは分かりますが、喩たとえで台無しです」

「とにかく、倒すには『内部から破壊する』しかない。狙ねらい目は、あのでかい口か」

「でも、竜にはブレスという最大の武器があります。竜体となった彼らは、魔力を源とした強力な呼気を発するのです。それを何とかしないと、近付くことすら……」

「ふむ。策としては少々危険か。では──もう一つの狙い目を本命としよう」

「もう一つ？」

「強火で一分炙あぶる。そこをお前が突け」

「まさか、それって……」

「そういうことだ。こいつを使え。意味は分かるな？」

「…………」

「やれるか、メル」

「……はい。もちろんです」




　──それが彼から託された、メルの役割。サビトは自らを囮おとりにしてまで、この大役をメルに任せてくれたのだ。

（セルサーレの意識が、サビトに向いているうちに……！）

　傷の回復は、まだ完全じゃない。だが、泣き言なんて言っていられない。

　今ならメルの剣は──きっとセルサーレに届く。

　相手がそれに気付く前に、何としても任務を遂行しなければならなかった。

（この戦いは私とサビトの、夫婦としての初めての共同作業……失敗はできません！）

　……そんなことを考えているうちに、メルは間もなくそこに辿たどり着ついた。

　役目を終えた鬼火たちが、フワフワと去っていく。その入れ違いとなる形で、メルは目標に向けて一気に跳躍した。

　ジュガロの大剣を手に、勢いのまま体ごとぶつかる。

　バックリと開いて内部が剝むき出だしになった──セルサーレの傷口へ。

　大剣を深々と突き立てた直後、竜人レドルグが断末魔のごとき咆ほう哮こうを上げた。

　その巨きよ軀くが激しく暴れ出し、猛たけり狂った足や尾が辺りの壁床を叩たたき壊こわしていく。闇やみ雲くもに放たれたブレスが縦横に吹き荒れ、乱舞する翼がさらなる烈風を巻き起こす。

「くっ……！」

　振り落とされまいと、しがみついた大剣を必死に押し込む。上下左右に激しく回転する視界の中──白狼と僅わずかに目が合った。

（サビト！）

（承知）

　アイコンタクトと同時に、メルは柄から両手を放す。

　次の瞬間──ジュガロの大剣が爆はぜた。

　サビトの意思で爆発、発火する特殊な呪符・《火か仙せん・爆ばく符ふ》……密談の終わり際ぎわに渡されたその呪符を、メルは大剣の切っ先に貼はっていたのだ。

（手応えは充分でした！　セルサーレはもう……）

　が、【竜公アポステル】はそれでも死ななかった。致命傷を負った竜は、憎悪に満ちた碧へき眼がんで、まだなお殺すべき敵の姿を追い求めていた。

（そ、そんな！　内臓はズタズタのはず……どうして動けるの!?）

　刹せつ那な、ギラついた凶眼が足下のメルを捉とらえた。

　呪じゆ詛そのごとき唸うなりを絞り出し、竜の顔が迫る。メルを一ひと吞のみにせんと、巨大な口こう腔こうが頭上に降ってくる。

　即座に後ろへ飛び退り、その牙きばから逃れようとする。だがズキリと腹部の傷が痛み、メルは氷の地面に踵かかとを滑らせ尻しり餅もちをつくことになってしまった。

　しまった！　やられる！　そう思い咄とつ嗟さにきつく目を閉じたが、凶牙は来なかった。恐る恐る敵を見ると……セルサーレは途中で動きを止めていた。

　その口からはモウモウと煙が立ち上っている。凍いてつくブレスではなく、それは木炭を燃やしたような黒煙だった。

（ど、どうして急に……）

　へたり込みながら【竜公アポステル】を見上げていると、その口から何かがヒョッコリと顔を出してきた。

　それは、返り血で真まっ赤かに染まった白狼だった。

「サビト……」

　おそらく彼がとどめを刺してくれたのだろう。今度こそ口内に飛び込んだ白狼は、セルサーレの喉のどを食くい破やぶり、息の根を止めたのだ。

「最後の最後まで、お手数をおかけします……」

　恐縮するメルを見下ろしながら、狼おおかみが一度だけワンと鳴いてくる。

　どんなもんだ、と言っているような気がした。
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　セルサーレとの決戦に何とか勝利したのち。

　館やかたを後にしたサビトとメルは、村へと一いつ旦たん戻ることにした。

　セルサーレを倒したこと、亜人の軍が当面は壊かい滅めつ状態にあること……それらを報告する必要があったからだ。加えて食料を持ち忘れたこと、メルが改めてジュガロたちの墓参りをしたいと言ったことも理由であった。

（クソッ、体の節々が痛ぇ……）

　今は深夜。体力の限界に来たので、夜明けまでの野営を決めたところだ。

　チロチロと揺れる焚たき火びを眺めながら、サビトは巨木の幹に背中を預け、体中のツボを親指で押しまくっていた。

　……苦労してセルサーレを討ったものの、実はあれから大変だった。セルサーレが絶命するなり、氷の館が崩壊を始めたのだ。

　サビトは慌てて竜の角を二本とも切り落とし、ほぼ柄だけとなったジュガロの大剣を回収し、ついでに脱力しているメルを担いで脱出することになった。

　お陰で未いまだに疲労は取れず、全身が鉛のように重い。変へん化げを強行した反動と、地面に叩たたきつけられた衝撃のためか、体の各所が悲鳴を上げていた。

（腹も凄ぇ減った。かといって、食くい物を探しにいく体力もねえし……）

　と、その時。焚き火の向こう側にいたメルが、唐突に腰を上げた。

　そのまま目の前へ来ると、何か言いたげにモジモジしている。心なしか顔が赤かった。

　……そういえば館を出て以降、メルの口数がやけに少ない気がする。

　話しかけても曖あい昧まいな返事しかせず、その割にはしきりにチラチラとこちらの顔を窺うかがってくるのだ。野営を始めてからも、ついさっきまで不自然に距離を空けて座っていた。

「あ、あの、サビト……」

「報告はいらん。さっさと行ってこい」

「え？」

「小便だろう」

「ち、違います！　女の子に何てこと言うんですか！」

　さらに顔を真まっ赤かにした彼女に、「では何だ」とつっけんどんに訊きく。

「その、えっと……隣に座っても、いいですか」

「好きにしろ」

　尻しりを僅わずかにずらして、座る場所を半分だけ提供してやる。彼女は他人行儀にペコリと会釈して、サビトの隣に横座りした。

　その後もメルはソワソワと落ち着かない様子で、胸元に垂れた髪を弄いじったり、スカートの乱れをやたら気にしたり、深呼吸を繰り返したりしていた。そんな挙動不審をひとしきり終えると、コホンと咳せき払ばらいをして上ずった声をよこしてくる。

「ほ、星が綺き麗れいですね」

「木で見えん」

「何だか、とっても静か……」

「梟ふくろうがボーボーうるさいが」

「今、何を考えていたんですか？」

「食くい物のことだ」

　そんな意味不明のやりとりが延々と続けられる。サビトが適当に返事をしているうちに、とうとう銀髪少女は拗すねたように唇を尖とがらせてしまった。

「……サビトにロマンチックな会話を期待した、私が馬鹿でした」

「それはどんな会話だ」

「例えば『星が綺麗ですね』と言われたら、『君の方が綺麗だよ』とか言ったりすることです。『静かですね』と言われたら、『君が傍そばにいるから胸の鼓動が騒がしい』と……」

「その答弁に何の意味がある」

「い、意味はつまり……女の子は、そういう会話に憧あこがれるものなんです」

「要するに『ろまんちっく』とは、女に胡ご麻まをスることか」

「……身も蓋ふたもありません」

　メルが溜ため息いきをつき、深く項垂うなだれる。

　いつしか焚たき火びの炎は、ほとんど消えかけていた。周囲が闇やみに包まれていく中、しばし二人して口を閉ざす。

　……長い沈黙を経て、突然メルが意を決したように居住まいを正した。次ついでこちらを見詰めてきたその顔には、不安と憂ゆう虞ぐがありありと浮かんでいた。

「サビト」

「何だ」

「私を──恨んでいませんか」

　そこでサビトは、ようやくメルの態度が妙だったわけを悟った。つまり彼女は、「サビトを伴侶としたこと」をまだ気にしていたわけだ。

　……確かに厄介な制約を背負ってしまったが、今さら悲観しても仕方ない。

　サビトは、あそこで死にたくなかった。自分が蘇そ生せいしていなければ、きっとセルサーレは討てなかった。そうなればメルも、そして村も、無事では済まなかっただろう。

「お前はあの時、最良の判断をしてくれたと俺は思っている」

「…………」

「そもそもあの状況は、俺自身が招いた不覚だ。留意したにも拘かかわらず、結局はお前を狙ねらわれるという痛恨の失態……俺もまだまだ修行が足りぬ」

「どうして庇かばってくれたのですか？　私には、治癒魔法が……」

「そんな考えは頭から飛んでいた。いや、分かっていたところで行動は同じだったろう。俺は、お前を守るためにあそこへ行ったのだから」

「サビト……」

　メルの手が、サビトの手に重ねられる。いつかも感じた、「少女」の柔らかさと「剣士」の固さが同居した掌てのひらだ。

「許してくれるのですか。こんな取り返しのつかないことをしたのに……」

「あの時もし喋しやべる余力があったら、こちらから『結魂メナージ』を頼んでいたかもしれん。俺は隊長と違い、往おう生じよう際ぎわが悪いのだ」

「…………」

「それに、取り返しなら充分についているぞ」

　そう言って、懐から二つの欠片かけらを取り出してみせる。青玉のように美しい、人にん参じんほどの大きさの鉱物……セルサーレの角だった。

　一本はもちろん、竜人レドルグを倒した証としてサビトが貰もらっておく。もう一本は、せっかくだからジュガロたちの墓に手向けてやろうと思っていた。

「シノビが任務をしくじることは、すなわち死を意味している。そんな俺に、お前は再び機会を与えてくれた。感謝こそすれ、責める道理などない」

「いいえ。私がサビトと『結魂』を交わしたのは、ひとえにワガママだったのです。貴方あなたを失うのが怖くて、悲しくて……そんな自分の感情を優先させただけです。相手の意思など無関係に、自分の欲求を押しつける……私はセルサーレと同じです」

「それでも構わん。そのワガママがあってこそ【竜公アポステル】の打倒を果たし、二人とも生きてここにいるのだ」

「でも」

「いいからもう悩むな。亭主たる俺が『構わん』と言っているのだ」

「て、て、亭主っ？」

「ん？　やはり不服か？」

「い、いえ、そんなことありませんっ。ただ改めて言われると、ちょっと恥ずかしくて、嬉うれしくて……でも、今ので実感が湧わきました。夫婦になったんだな、って」

　気付けばメルの頭が、ちょこんとサビトの肩へ預けられていた。

　何だか眠気が吹き飛んでしまう。心臓の拍動が、梟ふくろうの鳴き声より騒がしくなる。

「サビトも……【竜落子ドラグリーズ】だったんですね」

「お、おう。その件については、改めて頭領おじじを問い詰めねえとな」

　動揺のためか、知らず口調が地になってしまっていた。

　──「特異忍法」の源となるのは、体内に宿る『仙力』である。サビトは子供の頃からそう教えられてきた。

　しかし今にして思えば、『仙力』とは『魔力』のことだったのかもしれない。歴代のシノビたちは長い年月をかけて、様々な魔法能力を「術」として印式化し、忍法という形に昇華させていったのかも。

「今のサビトからは、気配が消えてしまっていますけど……」

「まだ目覚め立てだからな。俺も未いまだにお前の気配は分からねえよ。でも別にいいさ。こうやっていつでも横にいりゃ、気配なんて関係ない」

「……サビト」

「ん？」

「今の言葉、ちょっとロマンチックでした」

「俺がいつ胡ご麻まをスった」

「そうじゃなくて……もう、馬鹿」

　メルがさらに身を寄せてくる。今や眠気どころか、空腹まで吹き飛んでいた。

　目と鼻の先に、メルの顔がある。長い睫毛まつげと、スッキリとした鼻び梁りようと、薄桃色の小さな唇が、数センチという位置にある。

　視線を逸そらすと、今度はスカートから覗のぞく太ふと股ももが目に留まった。揃そろえて並んだそれは、やけに白く、艶なまめかしく、サビトの血圧をどんどん上げていった。

「夫婦なんだから、これからは別々に寝る必要も……ありませんね」

　サビトの指に、メルが自分の指を絡からませてくる。胸がさっきから肘ひじに当たっている。

（何かこの雰囲気……マズくねえか？）

　今の彼女は、明らかに夫婦という言葉に酔っている。

　……そういえば、いつかコルナから言われたことがあった。「サビト坊、考えなしに『剣聖女エペリーゼ』様のお腹なかを大きくさせるんじゃないよ。身重になったら、剣なんて振り回せやしないんだから」と。

　何か違う話題を振るしかない。この一触即発の空気を変えねばならない。

「そ、そういえばメル」

「……はい、あなた」

「狼おおかみになってセル公と戦ったとき、地面に叩たたきつけられちまったんだけど……その時の腫はれが全く引かねえんだ」

　メルが「え？」と身を起こし、ようやく離れてくれた。

「ひょっとして、治癒魔法が効いてないんじゃないか、と」

「そうだったのですか。ごめんなさい気付かなくて……実は私自身と違って、伴侶には負傷するたびに処置が必要なのです」

「処置？」

「はい。……少し動かないで下さいね」

　次の瞬間、メルの顔が近付いてきた。もしや、と思ったときには遅かった。

　彼女の柔らかな唇は──躊躇ためらいもなくサビトの唇に押しつけられていた。

　……やがて接せつ吻ぷんが終わると、メルが恥ずかしそうにうつむく。

　頰ほおを染めてこちらを上目遣いで窺うかがってくるその姿を、サビトは口を押さえたまま、何な故ぜか内股になって、呆ぼう然ぜんと見詰め返していた。

「どうでしょう、治りましたか？　ちょっと不便ですが、これが治癒の方法になります。私の魔力を送り込むには、こうするしかなくて……」

　先に言っといて欲しかった。

　というか、これは由ゆ々ゆしき事態だ。つまり自分は治癒が必要になるたびに、いちいち彼女と接せつ吻ぷんせねばならないことになる。場合によっては、戦闘中でもチュッとすることになる。これからは多少の負傷を気にせず戦えると思ったのに……

「あ、だからって、わざと怪け我がをするのは駄目ですからねっ。キスがしたいなら、普通にそう言ってくれれば……きゃっ、私ったら」

　両手で顔を隠してイヤイヤしている彼女を、硬直したまま瞠どう目もくする。

　全身の腫はれは、確かに引いていた。一部分を除いて。







「サビト。これからの予定なのですけど」

　翌日。村へ向かうべく森を進んでいると、ふと前方を歩くメルがこちらを振り返ってそんなことを言ってきた。

　彼女の足取りは軽く、放ほうっておくとサビトを置いてどんどん先行してしまう。早く村に戻って、みんなに吉報を伝えたいのだろう。

「これからの予定？」

「はい。当然ながら、私たちの目的は【竜公アポステル】を倒していくことです。村で改めて旅支度を整えたら、次の地域を目指すことになります」

　もちろんそうなる。まだ【竜公アポステル】は大勢いるのだ。セルサーレの一匹を狩っただけで満足してはいられない。

「俺は大陸のことは分からぬ。行き先はお前に任せる」

　頭領から言い渡された一年の期限には、まだ充分に時間がある。とはいえ、移動時間のことも考えると、できれば近場の【竜公アポステル】を狙ねらいたい。あまり大陸の果てまで行ってしまうと、数ヵ月では戻ってこられなくなるだろうから。

「ここからだと、進路は北か西になりますね……どちらがいいでしょうか」

「気配からして、亜人の残党どもは西へ流れていったようだ。奴やつらを追うのはどうだ？」

「そうですね。亜人の行く場所なら、人間たちの集落があるかもしれません。もし村か町があれば、またそこでお手て伝つだいさせて頂きましょう」

　相変わらずお人ひと好よしな少女だ。が、町村を目指して旅をするのは正解だと思う。

　何日も野宿ばかりでは、女のメルは辛つらいだろう。まとまった食料を調達することもできるし、その地域に君臨する【竜公アポステル】の情報も得られるかもしれない。

　対価として、村のために働く必要があるだろうが……そこら辺の交渉は、人当たりのいいメルに任せるとしよう。

「ところでサビト、一つだけ確認してもいいですか？」

　ふと気付くと、いつの間にやらメルが隣を並行していた。

　木々の隙すき間から差し込む陽光に、白銀の甲かつ冑ちゆうがキラキラと反射している。緩やかに吹きつけた涼風に、美しい銀髪がフワリと遊ぶ。

「何の確認だ」

「新しい町に行けば、そこには女の子がいるかもしれません」

「まあ、娘の一人や二人はいるだろう」

「中には、サビトの好みの子がいるかもしれません」

「それはあるまい」

　即答で首を振ると、それを上回る勢いでメルが首を振ってきた。

「可能性はゼロじゃありませんっ。もしその子が、私なんかよりずっと可愛かわいくて、お料理が上じよう手ずで、胸が大きかったりしたら……どうしますか？」

「どういう仮定の話なのだ、それは」

「だから、つまり……私が言いたいのは、浮うわ気きはダメということです」

「はあ？」

「だ、だって心配じゃないですか。男女のことなんて、何がどうなるか……」

　考え過ぎだ。こんな得体の知れない黒ずくめとお近付きになろうとする少女なんて、メルくらいのものだろう。

「それを言うなら、お前の方がよっぽど危なくねえか？」

「え？」

　キョトンと目を丸めたメルを、頭から順番に指差してやる。

「そこそこ整った顔。巨乳。剝むき出だしの二の腕。露出したヘソ。短いスカート……お前はどうも、自分の格好がどれだけ男を喜ばせているかに無自覚な節がある。隊長もきっと、目のやり場に困ってたと思うぞ」

「そ、そんなこと……私の戦いは、スピードが命なのです。これは動きやすさを重視しているだけで」

「そしてお前は結構、流されやすい性格をしている」

「う……」

「俺より男前で、腕が立って、背も高くて、巨根の男が言い寄ってきたらどうする？」

「最後のは何なんですか！」

「コロッといっちまうだろ？」

「いかないもの！　私、そんなに隙の多い女じゃありません！」

　メルが耳まで真まっ赤かになって激げき昂こうし、肩の装甲をゲシゲシとぶつけてくる。

「痛えって。ムキになると余計に怪しいぞ」

「なってません！　それから、そこそこの顔って何ですか！　私はオッパイだけの女なんですか！」

「だ、誰もそんなことは」

「もうサビトには吸わせません！」

「一度でも吸わせてから言え！」

　いつしか支離滅裂な口論になっていたが、お陰で道中はあっという間だった。

　生い茂る木々の向こうに、やがて村の防壁が見えてきた。物もの見み櫓やぐらに立った兵士が、こちらを見て両手を振ってくる。

　……喧けん嘩かしたまま凱がい旋せんするのも情けない話だ。そう思ったサビトは理不尽を押し殺し、とりあえず銀髪少女に謝ることにした。

（俺ってまさか、女房の尻しりに敷かれる『たいぷ』なんじゃ……）

　そんな一抹の不安が、ふと胸中によぎった。












エピローグ







　それは異様な光景だった。




　その夜、「探索に出た小隊が戻ってこない」という報告を受けた妖人ゴブリンのリーダーは、数人の部下を率いて付近を巡視することにした。

　かつての主であるセルサーレの命令に背いた以上、もう「東の樹海」にはいられない。だから彼は残った仲間を連れ、別の地域の部隊に吸収してもらおうと考えていた。

　仕える【竜公アポステル】など誰でもいい。もとより自分たちは、人間をいたぶり、殺し、奴やつらの流血と悲鳴を楽しみたいだけなのだから。その享楽のためなら、竜人族レドルグに顎あごで使われることなど大した問題ではなかった。

　だが、あの「サビト」なる黒い死神……あんな奴は想定外だ。

　あれを相手にしていたら、命がいくつあっても足りない。もっと弱い人間しかいない場所へ行く必要があった。

　部下たちを方々へ散らせ、妖人のリーダーは森の中を進み続ける。

　……と、どこからか微かすかに音が聞こえた。

　ヒュルヒュルという笛に似た旋律が、風に乗って届いてくる。起伏がない一本調子の調べは、近付くに連れて次第に大きくなり、その数を増していった。

　探索に出た小隊が、助けを求めて警笛を鳴らしているのだろうか？　いや、そもそもこれは──本当に笛なのだろうか？

　周囲に響き渡る重奏は、その一つ一つが息継ぎすら行われている様子がない。ひたすら延々と、単調に、それぞれ好き勝手に吹き鳴らされているのだ。

　ヒュルヒュルヒュルヒュル。

　ヒュルヒュルヒュルヒュル。

　剣を抜き、警戒しながら歩を進める。万ばん朶だを搔かき分わけ、音の方角へと向かう。

　……程なくして辿たどり着ついた先で妖人が目にしたものは、形容しがたい奇怪な惨状であった。

　そこには果たして、探索に出ていた六十名ほどの部下たちがいた。いたのだが、ことごとく絶命していた。

　その全員が地面に崩れ落ち、折り重なるように死んでいる。やかましいこの笛の音は、まぎれもなく彼らから発されているものだった。

　死体は全すべて──喉のどを搔かき切られていた。

　見事に一太た刀ちで裂かれ、パックリと開いたその傷口から、笛と同じ原理で音が奏かなでられていたのだ。

　ヒュルヒュルヒュルヒュル。

　ヒュルヒュルヒュルヒュル。

　動く者はいない。死し屍し累々の惨状の中、ただ喉のど笛だけが賑にぎやかに響いている。

　おびただしい死体が無機質な合奏を続ける、それは異様な光景だった。

「いい音だろう？」

　いきなり背後で声がして、妖人ゴブリンは仰天して振り向いた。

　そこに──一人の人間がいた。

　見たところ女のようだ。スラリと背が高く、口くち許もとを覆うマフラーと長い前髪のせいで、顔は判然としない。黒装束で全身を固めているその姿は、あの「死神」を思わせた。

「ただ闇やみ雲くもに切っても、喉笛は鳴らない」

　反響する音の中、その女の声だけがやけに朗々と届いてくる。垣かい間ま見みえる切れ長の両眼が、妖あやしく微笑ほほえんだように見えた。

「ちょうど喉仏の半寸ほど下……そこを真横に一息で裂く。斜めにズレてもいけない。切り込みが深過ぎてもいけない。『抱き首』などより数段高度な技だ」

　人間の女が、静かに迫ってくる。その手には短剣のような得物があった。

「さあ、お前も喉笛を奏かなでてみせろ。心配せずとも、残りの仲間もすぐ送り届けてやる」

　刹せつ那な、視界から相手が消えた。

　同時に妖人の喉のど元もとが、チクリとした痛みを覚える。

「冥土の土産みやげに知っておけ。私は『呼よぶ子このアトリ』──シノビだ」

　声を出そうとした瞬間、妖人の眼前に血ち飛沫しぶきが散った。

　次ついで想像を絶する喉の激痛に襲われ、両手で搔かきむしりつつ地面に倒れ伏す。自分に何が起こったのかは、すでに分かっていた。

「つまらぬ道草を食くってしまった。早く試験に戻るとしよう」

　女はこちらを見向きもせず、影のごとく去っていく。

「次の竜も──いい音色であればいいが」

　薄れいく意識の中。妖人はそんな呟つぶやきを遠く聞いていた。




　最後に自分の喉が、ヒュルリと鳴った気がした。





あとがき




　皆様、初めまして。伊達康と申します。

　また、すでにご存知であるという方々、お久し振りです。再びお会いできたこと、とても嬉うれしく思います。




「前作が現代物だったので、次は西洋チックなファンタジー物などはどうか」と担当さんに提案され、「分かりました（キリッ）」と即答したことで、今作の企画はスタートしました。

　しかし取りかかってみると、予想以上に大変でした。ファンタジーという単語だけが先走り、たちまち思考の迷路にはまってしまいました。

　とにかく手探りのまま「ファンタジーと言えば英雄譚だろう」「剣と魔法は必須だろう」「ドラゴンがいないと駄目だろう」「そうだ、ニンジャを出そう」と牛歩のように煮詰めていき、この本作が出来上がりました。

　結果的に前作からずいぶんと間が空いてしまい、各所にご迷惑、ご心配をかけてしまいました。

　悪戦苦闘はしたものの、皆様に楽しんで頂けるものに仕上がっていれば苦労も吹き飛ぶというもの。もし気に入って頂けたなら、幸いです。

　どうぞこれからも宜しくお願い致します。




　最後に謝辞を。

　担当さんをはじめとするＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。根気よくお付き合い頂き、誠にありがとうございました。

　素晴らしいイラストを描いて下さった、そりむらようじ様。可愛かわいいメルと格好いいサビトをビジュアルにして頂き、本当にありがとうございます。

　また、出版に携わって頂いた多くの関係者の皆様。並びに書店様。

　そして何より、読者の皆様に。

　心より感謝を申し上げます。

　それでは、また次巻でこうしてご挨あい拶さつできることを願って。
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